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し、異常葉珠の出現防!と対策に[却する

なお、浜揚げされる立珠のなかには、

て論述する。

まま

されるものがある。これらを“νラダマ"と呼んでいる。 νラダマは異常真珠では

ないが、成因の立場からみると、一つの異常現象である。その成田にはいろいろあ

るが(青木， 1657c)、そのなかには異常其珠の成田に関連している場合がある。そ

の場合には、異常真珠の形成過程を記述すると問時に、主/ラダマになる過程につい

ても言及することにする。

この研究をとりまとめるにあたって、常?にご鞭措とご助言をいただき、本稿をご

校閲して下さった京都大学農学部教授松原喜代松博士には厚くおネしを申し上け、る。

また、この研究に対して、終始ご支援をたまわった富士主珠株式会社会長横瀬寛

氏、同社長千村霊友氏ならびに同意役各イ立には心から感謝の意をあらわす。

なお、京都大学農学部教授木俣正夫博士、同教授JI i J::太左英博士、同助教授落合

明博士、同講師岩井保↑専士、東京水産大学助診授宇野寛博士からは、この研究をと

りまとめるにあたって終始激励のお言葉やご助言とご批判をたまわり、国立豆珠研

究所前所長信¥tll活夫氏、元所員中原l浩博士ならびに現所員町井昭氏からは、本研究

に対してご助言をいただいた。以上の各位に対しても心から感謝の意をあらわす。

本研究の実施にあたりいろいろとご1協力して下さった茶木洋二・森照範郎・田所

瑛・中嶋国主!tならびに中村吉夫の諸氏にも深く感謝する。
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る。そのように外形が畏円状で青黒いものは、非1ii・!こ珍重される。
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図3. コンペイトウ〆~. xl. 
A: JE形兵珠の表面に小突起があるもの.
B:ツノダマの表面に小突起があるもの.
C:コプシ〆マの表面に小突起があるもの.

なおまた、稜柱層莫珠の上にその突起症状があるものもある(図37，A)。本論文で

は、そのような降起状の小突起が真珠の表面l巴著しくあるものをすべてコシベイ ト

クダマとした。

コシペイト ワダマの小突起には、その表面が真珠陪でおおわれているものと、突

起部の先端に殻皮層またに稜柱層などの異質庖が露出しているものとがある。コ y

ベイトワダマに沈着しているJ1珠層の巻きは、慨して薄巻きである。

ゴシペイ トヲダマは別名、す長斑ダマあるいは黒斑ダマとも呼ばれている。その小

さな突起物が著しく 多いものは、商品価値が令くない。
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図4.エクボダマ. x2. 
AーC:正形兵珠の表面にえくほ状のくぼみが多数
あるもの D: ドロップ〆マの表面にえく 1ま状のく

ぼみが多数あるもの.

後述するドロップダマの表面にこのえくぼ状の くぼみが多数あるものである。本論
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穀皮層冥珠は別名、クズダマ・ドクズあるいは有機質冥珠とも呼ばれている。殻

皮層真珠には真珠としての商品価値が全くない。

第 2節異常真珠の出現率

本論文では、以上述べたように、異常真珠を不正形~珠と非真珠層冥珠との二つ

に大別し、さらに不正形哀珠を9種、非莫珠層莫珠を 2種に細別した。表 Hi、あ

る一群の浜揚げ冥珠全部を形質Bijに分けて、各種巽珠の出現状態を表示した一例で

ある。

今回の調査では(表1)、浜揚げ翼珠総体のうち、 51.9%が正常莫珠(ムキズダマ

と良品真珠)であり、残りの48.1%が異常真珠と Vラダマである。浜掲げ哀珠総体

に対する各種異常真珠の出現率をみると、ツノダマが25.0%、コブVダマが7.4%、

コシぺイトヲダマが2.1%、エクボダマが1.89昔、ドロップダマが0.9%、チリメジダ

マが1.49昔、カケダマが1.1%、ハチマキダマが0.39昔、ツナギダマが0.29昔、稜柱層

翼珠が1.7%そして殻皮層真珠が1.5%である。

正常真珠・異常真珠ならびにνラダマの 3者の出現割合いや、各種異常真珠のそ

れぞれの出現率などは、諸穫の原因に左右され、浜揚げ毎に多少異なっている。?兵

揚げ真珠総体のうちで、正常真珠が半分以上あれば、好成績の浜揚げとみてよい。

異常真珠では、不正形真珠の出現率が非真珠層真珠のそれに比べて高いのが普通で

ある。ま?と、不正形莫珠のうちでは、一般にツノダマの出現容が第 1位で、コブν

ダマがそれにつぐ。その他の不正形莫珠の出現率は前2者のそれに比べると低い。

したがって、哀珠養殖業者がとくに問題にするのは、ツノダマならびにコブVダ

マの出現防止対策である。本論文においても、とくにこの程の不正形真珠について

は、その構造ならびに成因に関して詳述することにする。
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第 2章 異常真珠の構造とその真珠袋

第 1節異常真珠の構造

第 1項材料と観察方法

前章では異常真珠の分類を行なったので、ここではそれら異常黒珠の構造を観察

するつ

観察に用いた資料は、ツノダマ 102個体、コブi/ダマ 64個体、コンペイトワダマ

21個体、エクボダマ20個体、 ドロップダマ 8個体、テ Yメシダマ 5個体、カケダマ

107個体、ハデマキダマ 8個体、ツナギダマ 8個体、稜柱層真珠 13個体ならびに殻

皮層真珠 142個体である。これらの資料は、 1956年から 1963年にいたるあいだに、

三重県の的矢湾におけるー養液場で、冬期の浜掲げ時に採集したものである。これ

ら異常真珠の養婚年数は2~4年である。

異常真珠の内部構造を顕微鏡下で観察するためには、各資料を薄片にしなければ

ならない。真珠層で全面がおおわれている不正形真珠と、稜柱層で構成されている

稜柱層真珠は、鉱物質の部分が多いから、普通鉱物標本作製法に従って資料を薄片

にすることができる。しかし、足糸が付着しているカケダマや、死滅した細胞・組

織と殻皮層とで構成されている殻皮層真珠などは、それら有機物の部分が研磨の途

中で損傷するから、普通鉱物標本作製法に従って、正確な薄片標本を作ることがで

きない。そこで、有機物が多いこの種の異常真珠については、組織標本作製法に従

って、ミクロトームで資料を切片にすることにした。

普通鉱物標本作製法:まず観察したい面を決定し、その面まで片側を砥石で研磨

する。研磨した面をカナダパノレナムでスライドグラスにはりつけたのち、反対側を

研磨し薄片にする。この方法によって、資料を約50μ程度の薄片にできる。薄片に

した標本は、キνローノレで洗ってカバーグラスで封入した。染色の必要がある標本

については、キνローノレでj薄片標本をいったんスライドグラスからはずして、デラ

フィーノレドのへマトキνリン・エオνン染色をほどこし、脱水後、再びスライドグ

ラスにのせてカバーグラスで封入した。

組織標本作製法:足糸が付荒しているカケダマや殻皮膚真珠の薄片は、この方法

に従って作った。これら資料は、採集後ただちに10%ホノレマリン液で固定した。間

定後は資料を電気脱)天法か、硝酸による脱灰法(田中， 1955)に従って脱灰した。脱

灰の所要時間は、ふくまわしている真珠核の大きさや、沈清している真珠層の厚さな

どによって多少異なってくる。脱)夫j夜を途中で数回交換しながら行なうと、 2~3退

問でふくまれている真珠核まで脱灰される。脱灰後は、資料を 5%カリ明饗j夜に12
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-24時間浸潰して酸を中和し、流水で12-24日寺間洗い、アルコーノレで目覚水し、パラ

フイシに包現した。このようにすると、資料をミクロトームで約10μ位まで薄片に

することができる。標本の染色には、デラフィーノレドのへマトキνリン・エオνγ

を用いた。

以上述べた方法で作製した薄片標本の観察以外に、異常真珠の内部にふくまわして

いる右機物の性状を知る目的で、右;機物をとりだし、その塗布標本を作った。ま

た、異常哀珠の内部におけるパクテリヤの有無を調べる目的で、有機物をとりだ

し、その塗抹標本を作った。

有機物の塗布標本作製法:異常葉珠をわって、内部が乾燥している場合には内部

の;有機物をとりだし、蒸溜水にとかして遠心分離し、スライドグラスに広げて、メ

チノレアノレゴーjレで固定した。国定後は、乾燥さぜ、デラフィーノレドのへマトキν

リシ・エオジン染色をほどこして、カパーグラスで封入した。

有機物の塗抹標本作製法:異常真珠の内部には、膿状の有機物がふくまれている

ことがある。この場合には、その有機物をとりだして、スライドグラスに塗抹し、

空気中で乾燥後、塗抹し?と面を上に向けたまま、焔の中を静かに2-3回通過させて

熱固定を行なった。染色には、レブレノレ染色あるいはグラム染色を用いた。

なお、普通鉱物標本作製法に従って作った標本では、標本作製中に資料が損傷し

たり、標本が厚くて内部にふくまれている有機物の種類ならびにその状態が詳細に

観察できない。また、組織標本作製?去に従って作った標本では、強酸で脱灰してい

るため、脱灰中に標本がそこなわれたり、染まりが悪く、有機物の種類について正

確な観察ができない。そしてまた、異常真珠の内部からとりだした有機物の塗布・

塗抹標本では、それら有機物のふくまれ方が不明である。

そこで、以上述べた方法による観察とは.3lJに、パラフイシ製の真珠核を用いて挿

核施術を行ない、そのパラフィシ核の上に形成される異常莫珠を作ることにした。

この資料では、内部がパラフイシ核のため、弱酸(例えば三塩化酷酸)で脱灰が容

易であって、比較的その構造がそこなわれず、染まりの美しい標本ができる。挿核

施術は、 1956年から 1962年に至るあいだに、~~前零におけるー蓑=殖場でパラフイシ

核を用いて数回行なった。各資料l士、施術後、同養殖場で約1-6カ月間養殖して採

集した。採集した資料は、つぎに述べる方法に従って標本を作製した。なお、この

ようにして作製した標本のうち、

れている異常真珠52個体である。

パラフィシ核の上に形成されている異常哀珠の標本作製法:資料の回定は、採集

後、その哀珠をふくめたまま、軟体部をただちに10%ホノレマリシ液でほぼ一昼夜間

した。回定後l之、軟体罰;に J~珠をふくめたまま、三塩化酷酸・ホノレマリン混液

(5 %三塩化酷般9:ホルマリン1)で脱灰し?と。脱j夫の所要時間は、まちまちであ

るが、この液を途中で数回交換すると、 1-2カ月で脱j天が完了する。脱!死後は90%

、
1
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アルコールに入れ、数回アルコーノレ液を交換して洗い、その後脱水が完了してから

セ夕、ーオイルにいれた。セダーオイノレにいれらわした組織は透明になるから、内部に

ふくまれている真珠の形態がわかる。異常真珠をふくむ資料のみを、そこで判定

し、それら資料を常法に従ってパラフィンで包埋して、ミクロトームで切片にし

た。標本にはデラフィールドのへマトキジ 9y・ェォνシ染色をほどこした。この

方法に従って周囲の組織ごと作製した標本は、比較的構造も損傷されず、染まりも

美しい。

標本の観察には、光学顕微鏡と偏光顕微鏡を用いた。

第 2項不正 形真珠

工 ツノダマ

ツノダマの突起部の断面※を顕微鏡下に観察すると、さまざまな構造がみられる

(図12)。ツノダマの突起は、突起内部にふくまれている真珠層以外の異質物の種類

によって分類すると、次の 3型に大別できる。本論文では、便宜上それらをそれぞ

れ 1型突起・ 2型突起・ 3型突起と仮称することにする。

1型突起:突起内部に死滅細胞や殻皮層などの有機物を多量にふくんでいるもの

(図12，A-F)。なお殻皮層には稜柱層が付随的に形成されている。

2型突起:突起内部に独立したケν(小粒真珠)をふくんでいるもの(図12，G・

H)。
3型突起:一つの突起内部に 1型ならびに 2型の両構造がみられるもの(匡]12，

1 . J)。

102個体のツノダマの各突起について、その内部構造を以上述べた 3型に種分け

してみると(図12，K)、その多くは 1型突起に属しており (93.2%)、2型突起(4.9

%)ならびに 3型突起(1.9%)に属しているものは少ない。すなわち、ツノダマ

の多くは、その突起内部に死滅細胞や殻皮層などの有機物が多量にふくまれている

ことになる。

A) 1 型突起

突起内部に有機物を多量に含有している1型突起(図12，A-F)においても、突

起の形成過程はさまざまである。

図12のAとBに示すツノダマの各突起は、いずれもこぶ状で、外観は類似してい

るが、有機物をふくんでいる位置が互に呉ーなっている。すなわち、同図Aの突起で

は、翼珠核の表面からただちに有機物がふくまれているのに対して、同国Bの突起

では、一度形成された正常冥珠の上から有機物がふくまれている。つまり両者で

は、突起形成の発現時期が明らかに異なっていることになる。このように、 1型突

様 2個以上の突起を有するヅノダマでは、最も大きな突起部の断詣を調査した。
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起には、冥珠核の表面から一次的に異常発達しているものと、一度形成された正常

翼珠の上から二次的に異常発達しているものとがある。

図12のCに示す突起と同国Dの上側に示す突起は、いずれも真珠核の表面から一

次的に異常発達しているものであるが、有機物の形成状態が互に異なっている。同

図Cの突起では、死滅細胞の付若や殻皮層の形成が、冥珠核の表面から始まって、

ある時期で終わっている。しかしDの上側に示す突起では、死滅細胞の付着と殻皮

図12.いろいろなヅノダマの構造様式図 (A-J) と、それぞれの出現率 (K).

A-F・有機物含有の突起を有するヅノダマ. G .H:ケシ含有の突起を有するヅノ;
ダ""7 1. J : :有機物とケシとの両方を含有する γノダマ. 1蜜 1:死滅細胞の集合体.
園:殻皮膚:稜往層.口:真珠層.

層の形成が、翼珠核の表面から始まって、浜揚げまで連続している。また、図12，

EとFに示すツノダマでも、突起内部にみられる有機物の形成状態、は互に異なって

いる。 Fに示すツノダマの各突起では、死滅細胞の付着と殻皮層の形成がある時

期にきて停止しているのに対して、 Eに示すツノ夕、マの各突起では、死滅細胞の付

着と殻皮層の形成がある時期にきていったん停止するが、その後、再度殻皮膚が形
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成されている。なお、 Eの三つの突起のうち、右二つの突起部と左の突起部とで

は、浜揚げ時の表街構造が異なっている。すなわち、 Eの右二つの突起部では、表

面に真珠層が沈着しているのに対して、左の突起部では、表面に殻皮層が露出して

いる。

以上述べたように、 1型突起における有機物形成(死滅細胞の付着と殻皮層の形

成)の状態には、その形成が停止的なもの(図12，C・F)、連続的なもの(図12，

Dの上側の突起)ならびに断続的なもの(図12，E)などがある。 なお、有機物が

断続的に形成されているものには、浜揚げ時にその形成が停止しているもの(図12.

Eの右二つの突起)と、それが進行中のもの(図12，Eの左の突起)とがある。す

なわち、有機物の形成状態には、合計 4種類の型がある。

1型突起95例について、有機物の発現位置ならびにその形成状態を調べてみると

図13に示すとおりになる。

有機物形成の発現位置についてみると(図13，1)、有機物の形成が真珠核の表面

から一次的になされているものが圧倒的に多く(図13，A ; 91. 6%)、一度形成され

た正常葉珠の上から二次的になされているものは少ない(図13，B; 8.4%)。つま

り、 1型突起を有するツノダマの多くは、施術直後にその異常性が発現していたこ

とになる。

有機物の形成状態を調べてみると、図13，J. Kに示すとおりとなる。一次的に

異常発達している突起では(図13，J)、有機物の形成がある時期にきて停止してい

るものが最も多く(図13.C; 69.0%)、ついで、その形成が断続的になされている

ものである(図13，E . F;合せて29.9%)。有機物が連続的に形成されているもの

は少ない(図13，D; 1. 1%)。なお、有機物が断続的に形成されているものでは(図

13， E . F)、表面に哀.珠層が沈着しているものが多く(図13，E; 27.6%)、表面に

有機物が露出しているものは少ない(図13，F; 2.3%)。一度形成された正常真珠

の上から二次的に異常発達している突起でも(図13，K)、有機物の形成がある時期

にきて停止しているものが多い(図13，G ; 75.0%)0つまり 1型突起の多くは、有

機物の形成が停止的(一時的)であり、突起の表lIDに有機物が露出していないこと

になる。

冥珠核の表面から一次的に異常発達している 1型突起の断面を顕微鏡下に観察す

ると、そのほとんどが図14に示すような構造をしており、真珠核の表聞には、 i炎褐

色あるいは茶褐色に色づいている死滅細胞の集合体が塊となって多量に付荒してい

る。その死滅細胞の集合体の内部には、大小の空隙ができていることが少なくな

い。これら死滅細胞の集合体の上には、殻皮!曹が厚:く形成されている。殻皮膚は、

死滅細胞の集合体の上部をつつむように、やや広範囲にわたって形成されている。

その殻皮層のとには夜柱層が付随的に沈若し、ついで莫珠層ができている。真珠層

は、その死滅細胞の集合体の上に直接形成さることはなく、必ず厚い殻皮)習ができ
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は、有機物を含有している l型突起の側聞にT字型のケ νが付3@'し、そこに 2型突

起を形成している。ケ νの付若は HiJ突起の延長七に見られることもあるが(図12，

1 )、 多くは 1 型突起の ~;1!J部である(図12， J)。

E コブシダマ

B 

図19.いろいろなコプシダマの構造慎式国 (A-F) と、それぞれの出現率(G). 

A-D  ::真珠伎の表面から一次的に異常発達しているコプシダマ. E' F :一度形成

された真珠の上がらご次的に異常発達しているコプシダマ i:!_:~'きl 死滅Ltこ細胞・組

t:l\~の笑台体.摺殻皮!邑 喧正:稜性層.ロヱミ子主

ゴブνダマの断面を顕微鏡下に観祭するとさまざま られる(図19)。
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ているコブν夕、マにおける有機物の形成状態、をみると、断続的に形成されているも

のが最も多く(図19，C・D;合せて51.6%)、 それについでその形成が停止的なも

の(図19，A ; 35.9%)、ならびに連続的なもの(図19，B ; 3.1%)の)1国になってい

る。なお、有機物が断続的に形成されているもののうちでは、冥珠核の表面にそれ

ら有機物が露出しているものより(図19，C ; 11. 0%)、露出していないものの方が

多い(図19，D ; 40.6%)。

コブνダマの内部には、多くの場合、死滅した細胞・組織の集合体がふくまれて

いる。一次的に異常発達しているコプVダマでは、それら死滅した細胞・組織の

集合体が真珠核のほとんど全表面に直接付着しているのが普通である(図19，A-

D)。 しかし二次的に異常発達しているゴプVダマでは、多くの場合、それら死滅

した細胞・組織の集合体が殻皮層の沈着後に付着しており、しかもその付蒼が部分

的である(図19，E . F)。

コプVダマにふくまれている死滅細胞には数種類ある。そこにみられる球状で 5

-10μ 大の遊離細胞は、組織中から侵入してきた遊走細胞か、あるいは各種器宮の

上皮組織や結合組織などから脱落してふくまれた細胞である。不定形に歪んだ大型

の球状細胞は、多くの場合卵細胞である。コブνダマ内部にふくまれている生殖細

胞は、施術時に生殖腺から遊離してふくまれたものか、あるいは施術後しばらくた

ってから、生殖細胞をふくんだ生績腺の組織が一部病的に脱落してふくまれたもの

である。

コブνダマには、ヅノダマの場合に比べて、各種器官の一部の組織が脱落してふ

くまれている例が多い。脱落した収足筋ないしはその内部の層状筋肉葉組織がふく

まれている場合には、層状筋肉葉部の組織形態が残っており(図20，1)、収足筋の筋

肉細胞がエオνγに染まってみられるから(図20，r)、その存在が確認される。ま

た、脱落した中腸j県組織がふくまれている場合には、中腸腺の実質部上皮の色素細

胞から遊離した色素頼粒や、摂餌した荏謀の殻などが散在しているから、その存在

が認められる(第 3í~. 第 3 ・第 3 J]ミ)。

E コンペイトウダマ

ゴンペイトワダマの断面※は、一仔IJをあげると、図21， A lこ示すとおりである。

突起の内部には、冥珠層以外の異質物がふくまれている。突起内部にふくまわしてい

る異質物は、多くの場合、殻皮層と稜柱層からなっている。この場合、ふくまれて

いる両者の割合いは、殻皮層が多く稜柱層が少ないのが普通である(図21， B)。逆

に殻皮層が少なく稜柱!習が多いこともある(図21， E)。また突起内部には、それら

殻皮層や稜柱階と共に死滅細胞の集合体がふくまれていることもある(図21， C)。

液コンベイトウダマの臨fi函を作る場合には、数値lの突起部の構造がi司ー断面にみれらる

ようにした。
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なお、突起内部にふく まれている異質物が、独立したごく 小さなケνからなってい

ることもある(図21， D)。

A 

にJ7 3|
図21.コンペイトウダマの全断面 (A) と突起内部にふくまれている異質物の紐類 (B

-E). 
A : x6_9. B:突起内部の異質物が主として殻皮陪からなっているもの.x56. 
C : 突起内部の異常物中に死滅細胞の集合体が存在しているもの • x23_ D:突起内

部にケシがふくまれているもの• x17. E:突起内部の異質物が主と して稜柱府から
なっているもの_x48. d:死滅細胞の集合体.k:ケシ_n: ~珠核. pe:殻皮回.
pl: .真珠回.pr:校柱回.

失起内部にふく まれている良質物が位法!冒と絞住問、あるいはその両者に死滅細

胞が泌じたものからなっている場合には、それら異質物の形成がIZ珠核の表面から

一次的に発現しているもの (図22，Aー D)と、 立珠形成の途中から二次的に発現

しているもの(凶22，E-H) とのニとおりがみられる。異質物がケ Vからなって

いる場合には、それらケνはすべて一度形成された民球屈の上へ二次的に十J_指した

ものである (図22，1)。

異質物の形成状態についてみる と、その形成がある時期にきて停止しているもの

(図22，A.E)、 その形成が述統的なもの (図22，B . F)、ならびにその形成が断

続的になされているものなどがある(図22，C・D・G・H)。なお、異質物が断続的に

形成されているものには、浜品げ時に、異質物の形成が進行中のものと(図22，C. 
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G)、停止しているものとがある(図22，D・H)。

43例のコンペイトワダマの突起※について、異質物の発現時期・種類ならびにそ

の形成状態を調べてみると、図22，Jに示すとおりとなる。すなわち、ゴシペイト

ワダマの突起は、異質物の発現時期についてみると、その多くが冥珠形成の途中か

ら二次的に発現しており(図22，E-I ;合せて88.4%)、それら突起の内部にふく

まれている異質物の種類についてみると、その多くは殻皮層と稜柱層あるいはその

両者に死滅細胞が混じたものからなっている(図22，E-H;合せて 83.7%)。 ま

た、その異質物の形成状態についてみると、それが断続的になされているものが多

く(図22，G.H;合せて58.1%)、しかもそのうちの半数以上のものは、最後に形

成されている異質物が表面.に露出している(図22，G ; 37. 2%)。

/ゐ 企¥
~ Aぐ ¥

/イ会入ヘ

/一一ヶ一一一~
2.，3% / 
一__4.7%

~、
~ --、、
~ 

2.3タd

三委ミミー2.396---..

J 一一一一---図22. コンペイトウダマの突起の各君主構造様式~ (A-I)と、それぞれの出現率(J). 

溜:訟皮層と稜柱層、あるいi士その何者に死滅細胞が混じた異質物.口:真珠)習.図
工は突起内部にケシをふくんでいるもの.

なお、 43f3'uの突起について ふくまれている異質物の種類宅ど詳細にみる

と、それが主として殻汐層からなっているものが19例 (44.1%)、主として

からなっているものが11例 (25.6%) 、丈と，f~~ ・ j立柱日1 ならびに死滅i細胞からなっ

ているものが11例 (25.6%)、付潜したケ νからなっているものが 2例 (4.7%) で

あった。

ポコンベイトウダマ21白俸の断面を観察して、 43ヵ所の突起構造を都IJ3ました。
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iV エクボダマ

エクボダマの陥没部は噴火口状で、口部の誼授が O.5~ 1棚ほどである(図23，

A)。 陥没部直下の冥珠層中には不透明層帯がある。厚い標本の写哀.では、その不

透明層帯が黒くなってあらわれる(図23，A-C)。薄い標本を用いて不透明層帯の部

分を詳細に観察すると、この部分は、真珠層の結晶状態が周囲と異なり、そこには

粒子状の給品が不規則に配列していることがわかる(間23，D)。エクボダマの陥没

部宣下が通常白濁しているのは、このように、真珠層の一部が不規則に配列した粒

子状の結品からなっているため、入射光がその部分で乱反射し、その部分が肉眼的

に白くみえるのである。その不透明層部;は多くの場合、上部が窪んだろうと状(漏

斗状)に発達している(図23，B-D)。不透明層帯がど部の謹んだろうと状になっ

一五瓦ナ¥

/ーーゴでみ

D 

3f;. 

図24.エグポダマの陥没部直下にみられる不透明層帯の各種構造様式国 (A-D) と、
それぞれの出現率 (E). 

i~~~; 不透明層帯.口正常な真珠層.

ているため、その上に沈荒している真珠)習もその部分だけ陥没していることにな

る。なお、不透明層帯が発現する際には、その直前に殻皮居のj允着がみられること

がある(図23，D)。
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エクボ夕、マの陥没部25例※について、その内部にみられる不透明層部:の発現時期

と形成状態を調べてみた(図24)。 今回の調査によると、不透明層帯はすべて真珠

形成の途中から二次的に発現している(図24，A・B・C.D)。 二次的に発現してい

るそれら不透明層帯のその後の形成状態をみると、その形成がある時期にきて停止

しているもの(図24，A)、それが連続的なもの(図24，B)、ならびにそれが断続的

なものなどがある(図24，C. D)。 なお、不透明層部:が断続的に形成されているも

のには、不透明層怖が真珠の表面に露出しているものと(国24，C)、露出していな

いものとがある(図24，D)。

このように、不透明間帯の形成状態には、四つの型があって、それぞれの出現率

をみると(図24，E)、不透明寝帝が断続的に形成されているものが多く(図24，C. 

D;合せて88.0%)、そのうちでは、浜掲げ時(冬期)にその形成を停止している

ものが多い(図24，D ; 72.0%)。

思]23，B に示すエクボダマは、 1953年 7 月に挿核施術を行ない(施vl~ 日は不明)、

1956年 1月10日に浜揚げしたものである。施術後、浜揚げまでに、不透明層待が 3

回断統的に形成されている。不透明帯は最初にみられるものでは痕跡的であって、

2番目のものでは幅が狭いが畏く、 3番目のものでは幅が広いが短い。 3番目の不

透明層帯について、それが形成された時期を計算してみることにする。 3番目の不

透明層帯の上辺から表面までは48μ であり、その下辺から表面まで、は220JLである。

このエクボダマの浜揚げは 1月10Bであるから、真珠層が j兵揚げ以前に48μない

しは220μ分泌されるのに、おおよそ何カ月かかっているかを逆算すると、 3番目

の不透明層帯が発現してからその形成を停止するまでの時期や期間がおおよそ推定

できる。中原 (1961)が調査した養殖哀珠の成長度曲線をみると、 12月以前におけ

る真珠層の沈着量は12月が8μ ・11月が20μ ・10月が40μ ・9月が65μ ・8月が55μ・7月

が25μで、 7月以降に合計213μ、そして10月以降に合計68μ の哀珠層が沈着している

ことになる。この結果から推定すると、その 3番目の不透明層部:の形成は、おおよ

そ6月下匂頃に発現し、 10月中匂頃まで続いていたことになる。つまり、その不透

明信脊1"1夏期の衰弱時期※液を中心にして形成されている。 2番目の不透明層帯に

ついても、それが形成された時期を同様な方法で推定してみると、やはり前年度に

おける夏期の哀弱時期を中心にして形成されている。

このように、エクボダマの陥没部[直下にみられる不透明層'貯は、その多くが夏期

の衰弱時期を中心にして形成されている。もちろんなかには、不透明層帯が 1年を

通じて頻繁に形成されているものもある(図23，C)。

※エクボダマ2Q1l長i体の断面を観察して、 25カ月?の陥没部の構造を調査した。

来※本論文では、 8月上旬以降9月上・中旬頃までの時期を“夏期の高水混時期"また

は“夏期の衰弱時期"と仮称することにする(第3章・第6節)。
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テリメンダマは、部分的にJ'~努k層の分泌量が異なり、真珠の表面がちりめん状に

なっているものである(図26，A)。前述のドロップダマでは、分泌泣{'C.差異が生じ

た部位がかなり離れているが、このテリメンダマでは、分泌fill乙差異が生じた部位

が、ごく接近し、波状に連続している。

図26，AK示すチリメシダマでは、 a'・b'・c'の3カ

所の表面にちりめん症状がみられる。 a'・b'のちりめ

ん症状は、真珠層の分泌監が部分的に異.なっているた

めに生じたものであるが、 c'のそれは、真珠庖の内部

に凹凸のある有機物の泌がふくまれているために生じ

たものである。この論文では、a'.b'に示すような構

造をちりめん症状というが、c'に示すような構造をち

りめん症状とはいわない。ちりめん症状をしている一

部分を拡大すると、 図26，Bに示すような構造となっ

ており、真珠庖中にみられるD総がある時期から波型

を呈していることがわかる。

ちりめん部の真珠間中にみられるD線模様を観察す

ると、その発現時期がおおよそわかる。ちりめん症状

の異常者f¥5例について、その発現時期を調べた結果で

は、真珠核から100-2∞μのところにみられるD線が

すでに波型を 呈しているものが4個体 (80%)、真珠

層の分泌量が200μをこえてからのちの D線に波型模

様が生じているものが 1個体 (20%)であった。つま

り、チリメンダマの多くは、真珠形成のごく初期から

その異常性が発現していたことになる。なお、テリ

メソダマでは、表面の波型模様と異常性発現時のD総

の波型模様とが平行してないことがある(図26，B)。

vn カケダマ

ていねいに採集するとカケダマの真珠層欠損部に

は、多くの場合、足糸が付着している(図27，C)。義-

殖場の浜揚げ現場では、むき取った軟体部をfr平肉械に

かけて真珠を浜掲げするため、多くの上位合、付着して

いた足糸が脱落して、 J1珠居が部分的に欠損している

カケダマになるわけである(図27，A. B)。 カクダマ

図27.ヵヶ〆マの全断面.
A ::n珠悶の一部が真珠
形成の初期から欠けてい
るもの.x5.4. B:真珠
隠の一部が兵珠形成の中
期から欠けているもの.
x3.4. C :カヶ〆マに足
糸が付指している状態.
塩椴脱灰、ヘマト キシリ
ン ・エオ シン染色 X4.
b:足糸 n:其珠核.
時 欠けている部分.

には、真珠層の沈着ーが立珠核の表面から欠けているものと(図27，A)、哀珠形成の

-35一





は、 72個体 (67.3%)が真珠核の表面からであり、残りの35個体 (32.7%)が真珠

形成の途中からであった。すなわち、カケダマの多くは、足糸の付着が真珠核の上

から一次的であって、その異常性が施術誼後に発現していたことになる。

咽ハチ マキダマ

ノ、テマキダマには、多くの場合、有機物あるいはケνをふくんだ大きな突起があ

る(図28，A・B)。 ハチマキダマの周囲をとりまいている溝は、その決起部の頂点

とハナマキダマの中心とを結ぶ軸にほぼ直交した間ーとにある。溝の底下の冥珠層中

には、しばしば、殻皮層が厚く沈荒していたり、不透明層帯が形成されている(図

28， C)。溝の一部分では、とくに厚く沈若した殻皮!習が小さな突起を形成していた

り、あるいは不透明層帯の上部の真珠層が溝よりも一段とくぼんだ“エクボ"を形

成していることがある。また、 j茸の近辺にはケジが付着していることもある。糞珠

層中にみられる D線模様を観察すると、ハチマキダマに異常発達した最初の時期が

ほぼ明らかになる。ハデマキダマには真珠形成のかなり初期から、すでにその異常

性が発現しているものと (図28，A・C)、一度形成された正常な莫珠が二次的にハ

チマキダマに変化しているものとがある(医128，B)。

ハチマキダマ 8個体について、滋が発現した時期を調べてみると、冥E司、核から

100~200μ のところにみられる最初の D線にすでに溝が生じているものが 3 個体

(37.5%)、真珠層の形成が 200μをこえてからのちのD線に溝が生じているものが

5個体 (62.5%)であった。つまりハチマキダマのj替は、その多くが真珠形成のや

や中期から発現していたことになる。

立ツナギダマ

ツナギダマには、真珠核どうしが施術読後に連結しているものと(図29，A)、真

珠どうしが養殖中に連結しているものとがある(図29，B-E)。また連結している

こつの真珠には、それがコブνダマどうし(図29，B)、ツノダマどうし(図29，C)、

カケダマどうし(関29，D)あるいけ、稜民間真珠どうし(凶29，E)のように、両方

が同一形態である場合と形態の兵なった二つの去珠が連結している場合とがある

(図9，H・1) 0 J菜採核どうしが連結しているものでは、相互間ないしは連結部周辺

に、死滅した制胞.組f織徴の集合14

お、まれには、挿入された二つの真珠核Ji'D辺の全組織が病的に脱落し、その結果と

して、二つの真珠核をふくんだコプV夕、マ状のツナギダマが形成されていることも

ある。真珠どうしが連結している連総面には、設皮層が異常に多く分泌されている

のが普通である(図29，B)。

ツナギダマ 8個体について、連結した時期を調べてみると、哀珠どうしが袈嫡中

しているものが 5 体 (62.5%)、 異珠核どうしが施術直後に連結している
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D)、格子の部分は消光するが、格子の内部は部分的に消光しない。格子内部の消光

しない部分には結晶体様がふくまれていることになる。

E 殻皮層真珠

殻皮層

真珠の表

面をおお

っている

ものは主

として殻

皮層であ

る(図32，

A-C)。

外形は不

i見員IJlC.凸

凹してい

る。厳宥

には殻皮

層だけの

ものはま

れで、そ

の内 ~rí l'C

は、死滅

した細胞

や組織が

ふくまわし

ていたり、

稜柱層や

哀珠層が

部分的に

図32.殻皮隠真珠のいろいろな構造模式図 (Aー C) と、それぞれの出

現~$; (D). 
A:真珠核の表蕗から異常発達しているもの. B: IE形真珠が殻皮RFi
真珠に変化しているもの C:不正形真珠が殻皮，腎真珠に変化してい

るもの i2交死滅した細胞ないしは組織の集合体.盤・殻皮!認.

周到:稜柱fiI'i.ロ:真珠層.

形成されていることがある。

殻皮層真珠には、立珠核の表面から一次的に異常発達しているものと(図32，

A)、 一度形成された芸珠府震珠の上から二次的に異常発達しているものとがある

(図32，B.C)。なお二次的に異常発達している殻皮層哀珠には、もとの真珠が正形

真珠である場合と(関32，B)、それが不正713真珠の場合とがある(図32，C)。それ

※この結晶体は炭酸カ fレシウムが方解石 (Calcite)裂に給品している(辛口問，1956)。

τ
iゐ

A
A
t
 



ぞれの出現率を 142i間体についてみると(図32，D)、一次的に異常発達しているも

のが多く(関32，A ; 59.8%)、二次的に異常発達しているものは少なかった(悶

32， B.C;あわせて40.2%)。また二次的に異常発達しているものでは、正7忠実珠

A 

C 
図33. 真珠核の表面から~~常発達している殻皮!霞真珠における I没jjE凶形成の会主主状態を

示す様式図 (A-C) 主、それぞれの11"，現率 (D)。
A:殻皮震の形成が連続しているもの. B. C :殻皮層の形成が断続的になされてい

るもので、 Bはき安田めほとんどが設皮膚でおおわれているもの Cは表面のあちらこ

ちらに真珠砲ないしは稜性脳が露出しているもの.

している殻l~t 居真珠について、 国のJf51点
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すこ生殖腺組織がふくまれていることがある点も確認されている(第3章・第6節)。

殻皮層は真珠袋から分泌されたもので、主としてコンキオリンからなっており、

一般には淡褐色・茶褐色または黒褐色などに色づいている。殻皮膚は、脱灰した標

本によると、一般にアグン染色でアゾカーミンに染まって褐色がかった深紅色、ヘ

マトキ νリン・エオνシ染色でエオνンに染まって赤褐色にみえる。なかには、ア

グン染色でアニリン青に染まって青く、ヘマトキ乙I9 ~・エオ乙/シ染色で両色素に

染まって桃色がかった青色にみえるものもある。

穀皮層の構造l士、いろいろであって、無構造な膜として認められるものもあれば

(図34，A)、微細な繊維状構造(図34、B)、ないしは頼粒状構造(図34、C)を示

すものもある。

殻皮層は、塗布標本を偏光顕微鏡の直交ニコノレのもとで観察すると、多くの場

合、全体が完全に消光し、光学的に等方体であることがわかる。しかしまれには、

消光しない大小多数の球状ないしは針状の結品体が、殻皮層の内部にふくまれてい

ることもある(図15，C)。

第 4項論 議

本主主では前章で分類した各種の異常真珠について、その内部構造を組織学的に観

察した。それら異常冥珠の断聞をみると、それぞれの異常性が発達した経過がわか

り、その成因のおおよそが推測できる。外部形態から類別すると、多種類に類別で

きる異常真珠も、その内部構造ないしは成因の立場から分けるとつぎの 4種類にし

LEEらiもる。

工 死滅細胞をふくんでいる異常真珠:1 i![~突起を右するツノダマ、コブν ダ

マならびに殻皮層真抹ーなどがこれに属しているO ふくまれている細胞の種類とそ

れら細胞のふくまれ方で、その構造はさらにつぎの 3和類 (A・8・C)1'C分けられ
~ 

Q 。
そのAは、異常部にふくまれている細胞が主として生硝細胞の場合である。この

現象は、第 3 ・第 7節で詳述するように、アコヤガイの成熟期ないしは産卵期に

挿核施術すると、しばしばおこる現象である。生般細胞のふくまれ方には二つの型

があって、生描細胞が施術時に物政的な原因で鴻iJ包から流れだし、遊離状態で冥珠

技の表部に付着してふくまれる場合と、生殖IJJilの組織が病的に脱落して、その組織

が塊の状態で真珠核または哀珠の表面に付荒してふくまれる場合とがある。

そのBは、異常部にふくまれている細胞が主として遊走細胞の:ljfij合である。施術

後、真珠核周辺の場口に多数の遊走細胞が集結してくることは、山口 (1961)、町井

(1961)および際問・立石 (1961a) らによっても際認されている。 これら遊走細

胞は、哀f4、核問辺の品目減上に結合組織を形成するために集結する性質をもっている
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が(第 3章・第 4U!'i)、結合組織化する以前に翼珠袋内に包含さわしてしまうことが

ある，)それらの遊走細胞が票珠袋内に包含されると、それらをふくんだ異常突起が

そこに発現してくることになる。

その C~士、生殖腺・収足筋・層状筋肉葉・足糸線・中腸腺などの一部の組織が異

常部にふくまれている場合である。これら各組織は、いろいろな原因で死滅して脱

落することがある(第3章・第3節ならびに第 6節)。 それら脱落組織が真珠袋内

!こ包含されると、それらをふくんだ異常真珠が形成されることになる(たとえば閲

20)。
以上述べたいろいろな細胞や組織が冥珠袋内に包含された場合には、それら細

胞・組織が包含されたこと自体によってもそこに突起物が形成されることになる

が、それら細胞・組織の上には、殻皮層がとくに厚く沈着してくるため、その突起

はさらに大きく発達するようになる。それら細胞・組織のとに殻皮層がとくにj享く

沈着してくるのは、真珠袋内に包含されたそれら細胞・組織の変質によって、その

化学的な刺激が莫珠袋上皮に作用し、これがために異常に多くの穀皮層の分泌がう

ながされるのではないかと考ーえられる。

Matsuiと Hirota(1952)も突起内部には、殻皮層以外に褐色の有機物がふく

まれていると述べており、死滅した細胞・組織の存在を暗示している。谷口(1960)

は黒色異形Z宝珠の内部にみられる黒色色素が、メラニン様色素であると述べてお

り、もし、そのメラニシ擦の黒色色素がアコヤガイの組織中にあるチロνナーゼの

作用によって生成されるとするならば、生殖細胞・遊走細胞・崩壊組織などが真珠袋

内に包含され、ナロ νナーぞ作用が再活性の様式で進行したのではないかと推論し

ている。細抱・組織を貯賊しておくと、チロ Vナーゼの作用が活性化してくる点に

ついては、 νョージョーパエを材料として Horowitzと Fling(1955)が研究L

報告している。

ヅノダマ・コブνダマ・殻皮層冥繰などにみられる死滅細胞の集合体や脱落した

、多くの場合、真珠核の表面に底按付着している。すなわち、それら5異常
真珠は施術直後にそれらの細胞や組織が衰珠核の表面に付蒼したことが原因して異

常発達していることになる。この点から考えると、これら異常葉珠の成因は、その

多くが持核施術ならびに挿核前後の諸技術(母貝仕立て・養生)iと関連しているこ

とになる。

殻炭層豆王子cについては、その構造から二つの成因が考えられる。内部に多量の細

砲や組織が包含されている点からすると、それら細胞や組織が冥珠袋内にふくまれ

たことがまず第 1の成田にあげられる。また一方、浜揚げまで引続いて殻皮層の分

泌でとどまり、]言:珠層の分泌に変化しなかった点からすると、もう一つには、実珠

袋の分j必機能が異常であったこともその成因に関連しているように思われる。

E の分泌機能の異常性に起因した異常真珠:ゴンぺイトワダマ・エクボ
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ダマ・ドロップダマ・チリメンダマ・ハデマキダマ・稜柱層翼珠などがこれに罵し

ている。前 5者の異常哀珠は、冥珠袋の一部分からの分泌物が、賀的あるいは量的

面で異常なものであり、稜柱層真珠l土哀お!ミ袋全体からの分泌物が質的面で異常なも

のである。

コシぺイトクダマの突起内部にふくまれている異質物は、多くの場合、主として

殻皮層からなっている。町井 (1959)も、“黒斑珠"の小突起の橋町造を観察し、こ

れが主として有機物(殻皮層)からなっていると報じている。多くの場合、その殻

皮層は、一度形成された哀珠層の上から二次的lこ発現しており、その後断続的に形

成されているO すなわち、多くの場合、この異常真珠の成因は、ある部分の真珠袋

の分泌機能が、ある時期から断続的に殻皮層分泌に変イじしたことであるが、それを

もたらした原因については不明な点が多い。ただ、これらを産出した冥珠袋周辺の

組織中に吸虫類寄生によると思われる異常な組織[象が認められる場合には(凶37)、

これらの病的現象がその成因に関係しているように推定される。

エクボダマの陥没部には、その直下の真珠層中に不透明層帯がみられる。その不

透明層帯l士、真珠形成の途中から二次的に発現しており、その不透明層帯の形成

が、その後断続的になされているものが多い。不透明層部Pの形成が断続的になされ

ているものでも冬期浜揚げ時には、多くの場合、不透明層帯の形成が停止してい

る。そして、その不透明層帯は、多くの場合、夏期の衰弱時期を中心にして形成さ

れるようである。和問 (1959c)もアコヤガイの生活機能が低下すると、一時、真

珠層中に不規則な結品層ができて、不透明間帯が生じることがあると述べている。

冥珠業者はこの不透明層帯が冥珠の表面を広くおおっているものをvオカブリダマ

と呼んでいる。なお、死貝から採集される真珠のほとんどは、表面がvオカブリ状

であるが、それは死貝に生じた有機i般によって、一方では結晶が腐蝕溶解し、他方

では一度溶出したCaが再沈着することによって、表出の結晶構造が不規則になる

のであると説明されている(渡部， 1951・和問， 1961b)。

ドロップダマ・チリメンダマ・ノ¥チマキダマなどは、本r&の分泌量が部分的に

異なっているために生じた不正である。ドロップダマの多くは、立珠形成の

かなり初期から分泌量に部分的な差異があって、夜組期間がながくなるほと、その

ドロップ状の不正形が肉眼的に目立ってくる。ナリメシダマの内部にみられる

のD線模様は、真珠核を中心として同心円状に配列せーず、不規則に波打った状態を

示すのが普通であって、その不規則な D かなり初期jからみられし

るのが多い。この点から考えると、ドロップダマやテリメンダマの哀珠袋は、その

多くが、真珠形成のごく初期からその分泌機能に部分的な異常ttが生じていたこと

になる。ハナマキダマには、多くの

とハチマキダマの中心とを結んだ輸に直交した図上lこ溝がある。外観がコマ状なの

で、あたかも回転にょうて形成されたようなJ広があるが、その成自については明ら
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かでない。ハデマキダマの成田に関しては、第 3章・第 21111・ 4項であらためて

芳察してみることにする。

稜柱層冥は豆球、袋の分泌機能が全体的に異常であったものである。稜柱層哀珠

の外形は、小休・渡部 (1959)の観察結果と同様!と、球形かあるいはそれにJIi:く、

不正形な稜住居哀珠は少ない。そ0.:;1構造をみると、稜H二階は、真珠核の表面に沈荒

している殻皮躍の上に、まずゴシキオリシの柱状物として発現する。その後、引続

いてゴンキオリシの柱と層とができて、稜柱摺の裕子日構造が形成される。

のi路子日構造はコンキオリンからなっており、格子内部の鉱物質は方解石型!と結晶

した炭酸カノレ乙/T'Jムからなっている(和問， 1958b)。

際にFIJいられている外套膜片は、立珠層分泌、を行なって

いる外套縁11主部からのものであるが、それから形成された哀珠袋は、完成直後には

層を分泌し、その後に稜柱層、ついで翼珠層の分泌へと順次変化するのが普通

である (Kawakami，1952)。その変化において、稜柱層の分泌でとどまったもの

る。このように哀珠袋の分i必機能が稜柱層の分泌でとどまるの

は、外套Il莫片の採取部位(宮村・牧戸. 19;)8)、外套膜片の担(小竹・河村， 19fi7)、

外套膜片の摩擦(高山・中原， 1956)などが原因する場合もあると考えられてい

る。

]宜 連結による異常真これには 2製突起を有するツノダマのように、真珠と

ケVとが連結したものと、ツナギダマのように翼珠核あるいは翼珠どうしが連結し

たものとがある。これら 2者は、形態が異なっているが、成因の立場からみると、

ということにおいて、同一視できる。そして連結の時期をみると、哀珠とケ ν
との連結は、ほとんどが二次的であり、 2個人れの施術貝から1:1:¥現してくるヅナギ

ダマもその連結('1、多くのものが二次的で為る。大森 (1950) も、ケ Vは莫存k核に

直接付済することはなく、冥3号、揺がある程度発達してからのちにケνが付斎し、そ

このケ γをおおって発達すると述べている。

烹珠核どうしが相互に連結しているツナギ夕、マでは、連結部のくぼみに、多数の

死滅細胞がふくまわしている。また、冥刻、どうしあるいけ、真珠とケ V とが二次的に連

続;しているものでは、その連結函忙殺ft層が沈鷲しているのが普通である。連結語

躍が沈芳している原因については、つぎのように考えられる。すなわち、

珠どうしあるいは実珠とケ Vとの両者が成長して互に接着すると、その部分の真珠

袋ヒ皮は押しつぶされるようにして破壊されることになる。そのようにして冥珠袋

上皮が破壊された際にl士、その部分の実袋と度は物王型的な刺激をうけることにな

る。その刺激が原因となって、玄珠袋上X~の分泌機能が主主珠層分泌、から殻皮層うt1:必

へと変化したものと思われる。

ケνが付荒しているヅノダマの根本的な成因についてはいろいろ考えられるが、

その一例として、;長引i核と外套)]史片との位霊的関係が異常な場合にも、立珠の周辺
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にケ νが形成され、それらが連結してヅノダマになる可能性がある(第 3章・第 l

節)。 松井・小島・渡辺 (195:1)なども、真珠核と外套膜片との位置的関係の兵常

性が原因して、ひょうたん形の哀珠が形成されることがあると述べている。なお翼

政とに付荒しているケ1/には、それが天然に形成されていたものもあるであろう。

宴珠核または哀珠どうしの連結l士、両者が接近した位置に挿核されると、その可

能性が高くなる。離れた位置に挿核された場合でも、向者間の組織が壊死して脱落

すると、それらの脱落組織をふくんだツナギダマが形成されることになる。

lV 真苦成物質が部分的に沈潜してない異常玄珠:カケダマがこれに属してい

る。この異常葉珠は、ていねいに採集すると、その欠損部に足糸が付着しているの

が普通である。また、それら足糸は多くの場合真珠核のとに直接付楚している。す

なわち、その多くは施術時に問状筋肉菜※ないしは足来臨などの組織に傷害を与え

たがため、それらのl陸部の上皮位織が真珠核に面する泣織J二の一部:こ伸長し、その

部分に外套膜片に白米する真珠袋上皮が形成されなかったものである。挿核施術時

に層状筋肉葉ないしは足糸腺組織に傷害を与え

章・第 3irj1 .第 4~貝においてあらためて詳述することにする。

ては、第 3

第 2節異常真 珠の真珠袋

第 1項材料と観察方法

前節において異常哀珠の構造を観祭したので、ここで、は異常哀flの冥珠袋な正常

冥珠の哀珠袋と比較しながら観察してみることにした。浜揚げ時の哀珠袋を観察す

るにあたっては、 1956年から1963年に至るあいだに、数回にわたって、三重県的矢

湾におけるー養殖場の浜揚げ現場で資料を採集した。

採集した資料は、各穏莫珠をふくめたまま、開設筋・外套!民・組などを除く率九月、

部すべてを10%ホノレマリン液でほぼ一昼夜間定した。国定後、冥珠袋上皮が5f;U落し

ないように注意しながら、施術部イ立を切開して各種哀珠をとりだした。このように

してえられた各種冥珠の真sl、袋組織は、常法のパラフィン?去に従って

し、その標本にはデラフィーJレドのへマトキ V リン・エオνン染色、またはアザン

染色をほどこした。この方法で作製した標本のうち、観察に用いたものは、不正形

珠の真珠袋が 28個体、非冥珠!吾]古J朱の哀珠袋が 341母体、正常雲珠の友球主ミが 10

個体である。

※左右のL¥y_足筋がfーしている部分から足郊にいたる筋肉内は層状になっていて(筒
54)、 その部分を庖状筋肉葉と呼んでいる(椎野，1952)。その層状筋肉禁の各位部に

は分泌された足糸恨がふくまれている。
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とがある。 奴EZ層を形成している冥珠袋細胞の形態については、本官i1・第 3t貝の殻

皮陪真珠の31珠袋のところであらためて詳述するこ とにする。

図TI. コンペイトウ〆マの真珠袋上皮とその周辺の組織像.

A: 殻皮胞が沈静中の突起物に援している~珠袋上皮. なお、このコンベイトウ 〆マ

は稜柱庖真珠から変化したものである.1956年11月お日努頃 .x43. B::塊状体が兵

珠袋上皮直下の生M線組織中に小さなな集団を形成している状態.1956年11月23日採

集.x43. C::塊状体が生殖腺の組織中に六きな集団を形成している状態.1958年 8
月26日採集.x17. D 塊状体周辺の組織像.1958年 8月26日持集.x173. E::見状

体が足糸腺組織中にみられる状態.1956年11月23日採集.x43. E::機状体が問状筋

肉業部の腔内にみられる状態.1958年 8月26日採集.x17.標本の染色はいずれもへ
マトキγ リン・エオシンによる bg:足糸腺.g:生殖線 1:居状筋肉繋 ma::泌

状体.n: ~珠核 p: 突起物ー pe: 殻皮)f'i. pr:稜住居.ps:兵珠袋上皮.

クνの連結によって炎起が生じているツノダマの立珠袋は、ケジの連結後、瓦珠

府を分泌するよ うになると 、その形態が正常立珠の冥F，.jc袋と同様になる(図36，B)。
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しかし、連結時には、連結部の哀珠袋細胞が円柱状になり、そこに厚い殻皮層を形

成している(図36，A)。

E コンペイトウダマ

コン'ぺイトヲダマの突起部に援している真珠袋上皮は、殻皮層分泌が進行中なら

ば、上皮細胞が円柱状であって(図37，A)、この部分の莫珠袋細胞の形態、は、後述

する殻皮層冥珠の真珠袋細胞と同様である(表2;図41・42)。

真珠袋上皮の直下や、周囲の組織中には、図37に示したような塊状体が 5例のう

ち4例に観察された。それら塊状体は、へマトキジリシ・エオνン染色で周縁が青

く、内部が青紫色に染まり、アずン染色で周縁が青く、内部が赤かオレンジ色に染

まってみえる。塊状体の内部は、その染色性がほぼ一様であって、微細な構造が明

らかでない。塊状体は紐状、車輪状、ないしは曲玉状など種々なる形態を示し、長

さが50-160μで、数個体が 1カ所に集合している。それら塊状体の集合体を中心に

して半径200μ ぐらいの範囲は、組織の崩壊像を呈している(図37，B)。そのような

異常な組織像を示す部分が多数寄り集って、病状が広範囲に広がっていることもあ

る(図37，C)。
その部分を拡大してみると(図37，D)、塊状体の周囲は多数の遊離細胞で取りま

かれており、それら細胞には遊走細胞、核濃縮または崩壊している脱落細胞などが

認められる。

これら塊状体は、生殖腺(図37，B)・足糸線(図37，E)・層状筋肉葉(図37，

F)・収足筋などの組織内にみられ、中腸腺内ではいまだ観察されていない。真珠

袋上皮の直下にこれらの塊状体が存在すると、真珠袋上皮が脱落していることが多

い(図37，A)。この塊状体がなんであるか、あるいはまた、なにが変化したもので

あるかは、いまだ不明である。なお、この塊状体の存在は、後述する殻皮層莫珠の

真珠袋直下にもみられることがある。

E カ ケ ダ マ

カケダマの真珠袋は不完全である。すなわち、一部には正常な真珠袋上皮がみら

れるが、一部には層状筋肉葉(図38，B)ないしは足糸腺の腔部の上皮組織が形成

されている。

その上皮が層状筋肉葉の腔部のーと皮組織に由来している場合には、 ヒ皮細胞の遊

離縁に繊毛がみられ、エオ i/:/に好染する立を有する腺細胞が上皮中に介在して

いる(図38，C)。その上皮に接している部分には、真珠)習はなくて、足糸が形成さ

れているO 層状筋肉葉の陸部の上皮組純iC由来している上皮と、外套!授片に由来し

ている真珠袋上皮との境界には、ひだが生じており、その部分の冥珠袋細胞は、背

が高いのが普通である(図38，D)。

カケダマの J~球間欠損部には、ときとして、足糸腺の陸部の上皮組織に出来する
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上皮が形成されていることがある。真珠層の欠損審15に接着している上皮が足糸腺の

腔部の上皮組織に由来している場合には、ヘマトキνリンに好染する大形の腺細胞

が群体となってその上皮直下!乞付随している(図80)。 その上皮!と接している部分

には、やはり真珠構成物質が分泌されていない。

図a.カケダマの出現状態 (A) とその周辺の組織像 (B一D).

A : x 1.9. B : A図に示すカケダマ周辺の組織i匁 x6.7.C:足糸形成部の上皮組織.

x105. D:足糸形成部と真珠居形成部との境界における組織i象.xl05. B-D に示

す各標本の染色はヘマトキシリン ・エオジンによる.el:層状筋肉繋の腔部から伸長

している上皮組織.ps: n移転袋上皮.

lV ハチ マ キ ダマ

ハチマキダマの描の部分に接している立玲袋上位は、I誌にそって213未袋の内部!と

突き出ている。泌の部分に波安陪を形成しているものでは、その上皮細胞が円柱状

である(図39.A)。その部分!て真珠層を形成しているものでは、その上皮細胞が属
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の歯状を呈している ことがある 〔図40，B)。よ皮細胞には、エオνγ好性の仁を有

する細胞核が細胞のほぼ 中央部に 1個ある。仁は球状で、 直径が平均0.67μであ

る (表2)。 細胞核は 多くの場合、横に長い 陪円形をしており 、平均の長さが、縦

2.92μ 、横t3.54μである (表2)。上皮中には、5-20μ大で内部がへマ トキ νリン

(<::.淡染する杯状または球状の腺細胞がしばしばみられる (図40，C)。またエオνン

に好染する頼粒を有する杯状または球状の腺細胞が上皮中や上皮直下にみられる こ

ともある。上皮中や上皮直下にこのような腺細胞をそなえている点は、正常葉珠の

冥珠袋上皮においても同様である (図40，E)。すなわち、真珠袋上皮が概して厚い

点と . その厚きがさ ま ざまである点をのぞく と、 正常~珠の哀珠袋上皮と比べて、

その形態には特異的な差異が認められない。

図40.稜柱厄真珠の真珠袋上皮 (A-C) と、正常兵珠の其珠袋上皮 (D・E).

A:扇平な兵珠袋上皮.x346. B:くしの歯状の真珠袋上皮.x346. C:線細胞を

有する真珠袋上皮.x346. D:馬平な真珠袋上皮.x346. E :腺細胞を有する真珠
袋上皮.x346. 標本の染色はいずれもヘマトキシリン ・エオジンによる. gl:腺細
胞.pl:兵珠侶.pr: 稜住~i. ps:真珠袋上皮.

E 殻皮 層真 珠

殻皮庖真珠の真珠袋上皮は、背の高い円柱状の細胞が一層に並んでいる上皮であ

る(図41)。この哀珠袋!とおけるよ皮細胞の高さIr;l:..一定しないが、真珠府や稜柱層

を形成している真珠袋細胞より著しく高く、平均55.83μ である (表2)。その最高な

ものは100μに達していることがある。 この背の高い円柱上皮細胞の細胞核は、細
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に多くみられる。上皮 は大別すると、表面が平らかなものと(図41， A)、

ひだ状のものとがある。ひだええのものには、 J:.1支細胞の背丈が分的に異なってい

るために生じたものと(図41， B)、上皮細胞の基底部に遊走車111胞が部分的に多数民

入したために生じたものとがある(同42，A)。

表2.真珠の種類と真珠袋細胞の形態.

別
融
¢
軍
事
A

さ

一

3
4
1同
門
比
l
u即

発

J

4

-

-

-
一l
l
f
E

草
刈
l
1
1
1
1

背
白
墨
さ

上皮細胞の遊離縁にはしばしば繊毛がみられる

(図41， C)。上皮細胞のあいだには、ヘマトキν

リン好性の粘液をふくんでいる腺細胞や、エオν

ン好性の頼粒をふくんでいる腺細胞がみられる

(凶41， D)。これら腺細胞の形は、杯状か球状な

している。また、上皮直下にはヘマトキνリシ好性の粘液細胞がしばしばみられる

(図41， E)。このと皮直下にある粘液*Hl胞は球状を呈しており、ふくらんでいる場

合には、その直径が30μ ぐらいに迭していることがある。上皮中に豊富にある腺細

胞が内容物を放出すると、上皮はくしの断状になる(図41， E)。上皮細胞のあいだ

や基底膜付近には遊走細胞の侵入が認められる(図41， E)。

ひだ状をなしている殻皮膚真珠の真珠袋ヒ皮では、真珠袋上皮の一部が脱落しか

かっていたり(間42，A)、あるいは脱落している組織像がしばしばみられる(図42，

B)。冥珠袋と皮の一部が脱法しかかっている場合には(図42，A)、基底部の付近に

遊走細胞が多数侵入しており、上皮剥1ft包が遊離縁に向かって圧縮された状態になっ

ている。この哀珠袋ヒ皮からは(図42，A)、殻f芝居とともに、ー良珠袋」二皮から脱落

した諸種の細胞がiili着i前に放出されている。このような組織変化がさらに進行する

と、いずれはその部分の上皮細胞が脱落するようになる(図42，B)。さらにまた、

冥珠袋上皮直下の組織が脱落しかかっていたり(図42，C)、あるいは脱落している

ことがある(閉42，D)。このように殻皮層真珠の哀珠袋上皮ならびにその直下の組

織には、組織の脱落が認められることが少なくない。

また、殻皮階哀sI;の喪珠民周辺の組織中にl士、ゴンペイトウダマの烹珠袋周辺の

-57-





な形態をしており、設皮層を形成している部分の真珠袋上皮は、殻皮層真珠の莫珠

袋上皮と同様な形態、をしている。カケダマの巽珠袋では、一部分が、層状筋肉葉か

あるいは足糸線の腔部の上皮組織に由来する上皮からなっている。

コシぺイトワダマを産出した翼珠袋において、突起部に殻皮層分泌が行なわれて

いるものでは、その莫珠袋上皮の形態が、殻皮層箕珠の真珠袋上皮と類似してい

て、特異的である。そればかりでなく、コンペイトワダマの葉珠袋周辺の組織中に

は、しばしば塊状体がみられる。翼珠袋周辺にそれら塊状体が存在している個体で

は、その存在がコンペイトワダマの成因に関連しているように思われる。しかし、

コンペイトワダマを産出した個体のすべてにこの塊状体がみられるとは限らないの

で、この塊状体が存在してなくてもコンぺイトクダマになるわけで、その際の成因

については不明である。その塊状体が何であるのか、あるいはまた、何が変化した

ものであるかは、いまだ明確でないが、その形態やそれがみられる位置から推測す

ると、それは生殖腺に寄生する吸虫 (Bucゆhalusmargarziae)のセノレカリヤが

残留して変化したもののように思われる。もしそうだとすると、その塊状体の周辺

にみられる異常な総織像は、該1.0え虫の子襲(スポロ νスト)の崩壊像、ということに

なる。 Buceρhalusmαrgariiae (1コセノレカリヤが脱出しても、子繋が残される点に

ついては、すでに大西 (1963)が確認している。また、該吸虫の寄生貝からコンペ

イトウダマの出現?lSが高い点は、第 3章・第 7宮i1・第 3項の養殖試験で確認されて

いる。

ハチマキダマの溝の部分に接している真珠袋上皮の直下には、とくに筋肉繊維が

密に分布していないので、翼珠iこ溝ができる原因には筋肉繊維の存在が関係してな

いように思われる。また、海に接している真珠袋上皮が部分的にj享いことがある点

や、その部分の真珠袋直下にケ i/が形成されている点も、ハチマキダマの溝の部分

に殻皮層の沈着をもたらしたり、ミゾの近辺にケ i/を付景させたりする原因にはな

るが、それが真珠の表出に溝を作る原凶になるとは考えられない。ハチマキダマの

成悶に関しては、第 3主主・第 2f前・第 4項であらためて考察してみることにする。

稜柱層真珠の真珠袋は、上皮細胞の形態ならびに周辺組織の状態が、正常真珠の

それらと大差がない(図40;表2)。稜柱層哀珠では CaC03が方解石 (calcite)

型に結品し、正常真珠ではそれが議石 (aragonite)型に結晶しているのであるか

ら、真珠袋の分泌機能に特異的な差異があるはずであるが、両者の真珠袋上皮な

らびにその周辺組織の形態には大きな差異がない。両者間の分泌機能の差異につい

ては、今後組織化学の分野で研究し、是非とも明らかにしたい問題である。和問

(1959a)は、分泌された CaC03が霞石型に結品するか、あるいは方解石裂に結晶

するかは、結晶がおこなわれる場の物理・化学的な諸条件に関係するのではないか

と報じている。

殻皮膚莫珠の一真珠，t'U:皮は特異的であって、一般には、非常に背の高い円柱状の

-59-



細胞からなっている(閲41;表2)。それには、 と皮の形態が比較的平らかなもの、

ひだ状のもの、またはくしの一的状のものなどがある。上皮細胞のあいだや基底膜付

近には、腺細胞や遊走細胞が確認される。また真珠袋上皮が脱落していることが

あり、さらに真珠袋直下の組織までが脱落していることがある。殻皮膚真珠の真珠

袋上皮ないしはその誼ドの組織部にみられるこれらの特異的な組織像は、中原・町

井(1956)やTsujii(1960)などの観察結果とほぼ一致する。

設皮層真珠の真珠袋上皮が、背の高い円柱上sZ少からなっている原因については、

いまだ明確にされていないが、その哀珠袋上皮がしばしば壊死をおこして脱落して

いる点から考えると、 {"1らかの原悶による一様の炎症像であるように忠、われる。

Tsujii (1960)は殻皮膚翼珠の真珠袋を観察して、ある場合には、カタノレ性炎症を

おこしている腸管や炎症性水腫をおこしている皮膚にみられる組織像と類似してい

るという。その炎症をもたらす原因の一つには、真珠袋内に死滅した細胞や組織が

しばしばふくまれている点から考えて、それらの細胞や組織の変質によって生じた

物質の真珠袋上JJzに対する化学的な刺激が推測される。なお、炎症をもたらす原因

には、ケνが連絡してツノ夕、マになる際に連結部の哀珠袋細胞が円柱状に変化する

(図36，A)点から考えて、物理的な刺激も三;qえられるO それらの物理・化学的な刺

激が作用する方向には、それが真珠袋と皮の表面の方から作用する場合と、基底面

の方から作用する場合とのことおりがあるようである。それらの物理・化学的な刺

激が原悶となっているとすると、そのような刺激をうけている思珠袋上皮の分泌機

能は、当然異常性をおびるようになるものと忠われる。
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珍 3章異常真珠の成因に関する諸研究

第 1節 真珠核とピースとの位置的関係が異常な場

合における真珠袋ならびに真珠形成

第 1項材料と研究方法

京çJ~(養殖場で:V-:士、外套 Jj英j十 (mantle piece，以下ピースと町長す)の外部※が真珠

核に帝差するように挿核施術を行なっている(図43，A)。しかし実際には、施術さ

れたものがすべて

このような状態に

なっているとは限

らず、なかには、

ピースの外面が;真

珠核に面しておっ

ても、両者が互に

分離していること

i'J:あるし Cr;ZI43，

B)、 あるいはま

た、ピースの外部

、反

対似liの内聞が冥

1交にf妥若している

こともある(似143，

C)。

ここでは、この

ように災常なイ立置

に移組されている

ピースの民珠袋な

らびに真珠形成の

表3. 本調査に使用した資料の挿核施術日・養殖日数・観察個体数.

持核施術臼

年月日

1956. 4. 28 
1957. 4. 13 
1958. 4. 26 
1958. 5. 31 

5 
6 

1956. 
1958. 

19E6. 
1957. 
1958. 
1958. 
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1957. 
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6. 26 
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1 
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1
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円

h
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7 

8. 15 5 
8. 27 6 
8. 5 -

1956. 9. 21 11 
1957. 9. 14! 1 
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とピースとの佼定的関係が兵常な場合も異常真珠やνラ夕、マの

※タト主主!獲の良部に援している方の面

可

1占
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着するように挿核施術を行なった。資料の採集は、施術後 301日までに数回にわた

って行なった。組織標本の作製法などは上記の方法と同様である。

なおまた、ピースの内面上皮の変化を調べるために、再度1960年 8月19日に、上

記したのと同様な方法で、ピースの内面がパラフィン製の真珠核に接着するように

作為的に挿核施術を行なった。この際に用いたピースは、ピース採取にあたって、

とくに内面の上皮細胞が剥落しないように注意して作製したものである。この資料

は施術後31日までに数回採集した。標本の作製法などは前記した方法と同様であ

る。

以上のようにして作製したいろいろな標本を検鏡し、それぞれの場合における真

珠袋ならびに真珠の形成過程を究明した。

第 2項 挿核時期と真珠核に対するピースの接着状態との関係

真珠核に対するピースの接着状態を挿核時期別にまとめてみると表 4に示すよう

になる。ピースと真珠核とが分離している各種個体の出現E容は、挿核時期によって

多少異なっている。ピースの内面が莫珠核に接着している個体の出現率は、いずれ

の時期もほぼ同様である。

ピースと

真珠核とが

分離してい

る際には、

その間隙に

遊離した細

胞が多数ふ

くまれてい

る。そこに

ふくまれて

いる遊離細

砲は、 2穏

に大別され

る。その一

つは、遊離

した生殖細

抱であり、

いま一つ

表4.挿核時期と真珠核に対するピ戸スの援鳶状態との関係.
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は、 5~10μ 大の球状の遊離細胞である。後者はそれが単一種で、その間隙に多数
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集結していることがあるが(図44，B)、前者では単一穏で集結していることは珍し

く 、 それら生殖細胞鮮に後者の球状の遊詩!~削胞がいりまじってみられるのが内通で

ある(図44，A. C)。

ピースとn珠核とのあいだにみられる

それら球状の遊離細胞には、へマトキジ

リン ・エオジシ染色によって、細胞質が

青みがかった桃色に好染するもの と、そ

の染色性が弱いものとの2種がある。細

胞質の染色性が強い遊離細胞は (図44，

B)、周辺の組織中からそこに侵入して

きた遊走細胞である。 問問iに集結するこ

れら遊走細胞には、結合組織を形成する

機能がある (本章 ・第4節)。 細胞質の

染色性が弱い球状の遊離細胞は (図44，

C)、真珠核周辺の生殖腺が病的に脱落

し、その結合組織や泌胞壁が崩壊し、そ

れら組織の細胞が遊離状になってそこに

流入したものである。この生殖腺からの

脱落細胞は、細胞核が核濃縮をおこ して

いるか、あるいは細胞核の存在が不明で

為って、細胞質の染色性が弱く 、なかに

は細胞の輪郭さえ不明瞭になっているも

のがある。

ピ ースと 工~珠核との間隙にふ くまれて

いる遊離細胞の種類を時J別別にみる と、

つぎのようになる (表4)。ピースと真珠

核とのあいだに主として生猶細胞がふく

まれている個体の出現率は、4月ないし

は5月に施術した資料ではあまり高くな

く (9.4%)、6月に施術した資料におい

て最も高い (33.3%)07月以降では、ピ

ース と真珠核とのあいだに生殖細胞を包

含している個体が徐々に少なくな吸 、9

-10月に施術した資料では、その出現率

図44. ピース とA珠核聞にふくまれ
ている各組細胞-
A:生殖細胞と遊走細胞あるいは
生殖線からの脱r6細胞.施術後7
日.x43. B:遊定細胞のみ.施術
後7日.x165. c :生殖細胞と生殖
腺からの脱蕗細胞.施術後7日.
x165. 関本の染色はいずれもへ
マトキ γ リン ・エオシンI'C.よる.

f :生殖腺からの脱落細胞.gc :生
殖細胞 m ピーユ.n: A珠核
w:遊走細胞.wf:遊走細胞ある
いは生殖腺からの脱落細胞.

が最も低い (2.3%)。また、ピースと真珠核問!と生殖細胞が存在している状態は、

施術直後の標本においてすでにみられる。このこ とは、それら生殖細胞が施術時に
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ピースと冥珠核聞に流入し、その結果として両者が分総したことを意味している。

このように、ピースと哀ま非核聞に生剣和11胞がふくまれている場合には、それら

細胞を包含した哀珠袋が形成され、不正形哀珠になるのが普通である。

ピースと真珠核問に主として遊走細胞がふくまれている個体の出現率は、 4-5B

に施術した資料で最も高く (34.3%)、 ついで 8月・ 9-10月に施術した資料にお

いて高く (8月で29.4%・9-10月で29.7%)、6-7月に施術した資料ではそれが最

も低い (6月で16.7%・7J=lで15.0%)。ピースと哀珠核との相互間にみられるこれ

ら遊走刺胞は、施中I~直後の椋ヌドでは少なく、施術後2-5日間経過した標本において

多くなる。このことは、 4-5月ならびに 8-10月に施術したi号合、もしピースと

.1'*核とが分離していると、両者のあいだには生殖細胞が介入するかわりに、遊走細

胞が多数侵入してくることを示している。このように、ピースと真珠核問に遊走細

胞がふくまれている場合には、それら遊走細胞な包含した不正;il三真珠が形成される

のが話通であるが、なかには、それら泣定調llrl包の結合総純化によって、ピースが:f:j:

珠核から隔離され、止が形成されないこともふる。

ピースと真珠核とのあいだに侵入している泣走制胞が健康な結合組織を形成して

いる似体の出現不l士、標本数が少なくて明J液ではないが、ピースの哀珠袋形成述度

がおそいねJ冬 (11月)に施術した資料においてl高いようである (20.0%)。 このよ

うに、ピースと漠珠核[t¥Jに健康な結合主11織が生じて、

は、反珠は形成されない。

ピースとえ核とのあいだに、主として生組眠からの脱落細胞が流入している恒

体の出現不は、アコヤガイの哀弱時期である 8月に施術し7己資料において最も高い

(17.6%)。このように、ピースとどミ珠枝ii"Jに生殖)J泉からの脱器細胞が流入している

劫合には、それら脱落和11胞を包含した不正形民刻、が形成されるのが普通であるが、

されている場合に

まれには、ピース組織も!河辺の

形成されないこともある。

と toこして員郎氏し、

第 3項 哀J;k核から分離しているピースの宴珠袋ならびに

珠形成

五:r;j(核から分献しているピースでも、末技に対するピースのも1;汗的患はさま

ざまである。 たとえば、ピースが日日;核のま之日mご沿して、 lまぼ平行している場合も

あれば(同44，A)、斜めの牧民に移植さわしている j持合もある(悶43，B)。いずれの

も、施術後llll;くLてかち観察すると、一紋にピ一スと玄i土刻

遊離1剤和制j出机1I胞7が7戸1多数ふくまれている O それらj泣l位2珂脅酎酷i日i油和刺制Ii!胞出:に/亡ご(は土、 さきに述べたとおり、大別

して、生嫡細胞と 5~10μ 以ノコ上の説記包との 2 があり、さらに後者の l判!こ

p
h
u
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の遊離細胞には、細胞の染色性が強いものと弱いものとの 2桟がある。染色性の強

いものは主として遊走細胞であり、染色性の弱いものは主として生F直線からの脱落

細胞である。

不正形蔓l末 不正形真説

ピス

図45.真珠核から分離しているピ{スが行なう真珠形成の3型 (A・B・C)を示した様

式図.

A:不1E形真珠の形成 B:生嫡腺の組織中にケシの形成 C::不正形真珠とケシの
同時形成. むJ:ピースの外国上皮に由来する不正形真珠 (A・C)もLくはケジ
(B) の真珠袋上皮. I否認:真珠核周辺の生猶腺組織..:真珠袋からの分泌物.

翼珠核から分離しているピースが真珠袋ならびに真珠を形成していく過程には、

不正形真珠を形成する場合(陀145，A)、純識中にケνのみを形成する場合(関45，

B)、および不正形哀珠とケνとを同時に形成する場合([羽45，C)の三とおりがみ

られる。

それら三とおりのうちでは、不正形異珠を形成する場合(図45，A)が最も多く

みられる。その際におけるピースの真珠袋ならびに真珠形成の過程は、つぎのよう

になるO まず、真珠核から分離している位置にあるピースは、真珠核とのあいだに

遊離細胞の築合体を介したまま、その外面を真珠核の表面iこi向けながら全体が周囲

に向かつて伸長する。その結果として、ピースの断面は三日月型を~するようにな

る。ピースの内腿上皮は、ふつう大部分が長1j落しているから、内回上皮を欠く部分

が生猶腺の組織と結びっく。ピースと生殖腺組織との結びつきには遊走細胞が関与

している。

その後、ピースは、外面上皮が形態を変化させながら周囲の健康な組織上へ伸長

L、一部の上皮細抱が移動像を示しながら冥珠核周辺の健康な組織上に羨床して、

真珠袋を形成する。その結巣として、ピースの移植位置には真珠核から離れた真珠

袋上皮が形成される(図46，A)。
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その哀珠袋上皮と哀珠核聞にふくまれている 遊離細胞の集合体の上には、その

後、真珠袋上皮から多泣の殻皮層が分泌される (図46，B)。殻皮層の上には、稜柱

層が分泌され、ついで真珠層が形成される。巻き込まれた遊離細胞の集合体は死滅

し、淡褐色ないしは茶褐色に着色される。このようにして、その部分には、死滅細

胞や殻皮層を多量にふくんだ背黒い突起物が形成される。

まれには、ピースと真珠核問だけではなく 、真珠核の全表面から離れた真珠袋が

形成されることがある(図46，C)。このような際に冥珠核と真珠袋とのあいだにふ

図46.n珠核から分離しているピースが不正形其珠を形成していくいろいろな初期の状
態

A :ピースの移僧位置のみに、 n珠核から離れたA珠袋上皮が形成される場合の状態.
施術後10日.x15. B: n珠袋から離れて形成された其珠袋上皮が、遊隊細胞の集合
体や滋皮居を包含した突起物を形成していく初期の状態.施術後20日 • x22. C: n 
珠核の全表面から離れた兵珠袋が形成される場合の状態.施術後10日.X13.標木の
染色はいずれもへマトキシリン ・エオシンによる m ピ{兵.n::p;珠核.pe・1投

反~i. ps:兵珠袋上皮.wfg::n珠袋上皮にとりまかれたし、ろいろな遊離細胞の集合
{本.

くまれている遊離細胞には、細胞質の染色料が弱く 、細胞核が核濃縮をおこしてい

るか、もしくはその存在が不明なものが多い。それら細胞の多くは、i袈死をおこして

脱落した生殖腺組織が崩11<し、それら遊離状の!脱落細胞が、真珠核とピースまたは
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施術を行ない、施術後数回にわたり、ピースの真珠袋ならびに真珠の形成過程を組

織学的に観察した。この際におけるピースの変化過程には、大別して、ケνのみの

形成(図48，A)、ヶ νと真珠との同時形成(図48，B)ならびにツノダマ形成(図

48， C)の三とおりが観察される。

A I 

B I 

C 

→U~U 
E E 

-匂陶.ーョ， ーーーー田ア

受三三診 縄睡惨

ー問問・--，. -ーー・，.

E E
 図48.真珠核に内面を接着させているピ{スが真珠袋ならびに真珠を形成していく過程

の3型 (A・B・C)を示した様式図.
A:ケシの形成 B:ケシと真珠の同時形成 C:ツノダマの形成. 1:施術直後.

II:真珠袋形成期. 1旺:分泌期-"7:真珠形成の進行方向. .J:ピ{スの外市上皮が

伸長してL、く方向五::1に示すそれはピ戸スの外国と皮. II'JJlに示すそれはケ

シの真珠;袋上皮、または真珠核をとりまく真珠袋上皮.踊:ィ分泌物.

ピースの内面が真珠核に接清している場合には、図48，Aに示すように変化する

個体の出現率が高い(表5)。まず、この場合のピースの変化から説明することにす

る。図的， A-Cには、この場合の実例jをいくつか示した。このように変化するも

のは、ピースの内面が真珠核に完全に密蒼し、しかもピースの端商が生殖腺組織と

完全に結びついていなければならない(図48，AのI)。施術後しばらくすると、生

殖腺組織に向いているピースの外聞と皮は、関48，Aの Iに示す矢印の方向に向か
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折しているケジが形成されている。

n 

IS' 

¥ 

図51.兵珠核に内商を援活させてい
るピースがケ γ とn~とを問|時に

形成していく状態.

A:移随されたピースの周辺が一
部内簡に向かって折れl仰っている
状態.施術後7日. x28. B:ケ

シの兵珠袋と真珠核をとりまく兵
珠袋とが同時に形成されている状

態.施術後19日.x23. C :ヶ γ

と真珠とが同時に形成されている

状態.施術後40日.X33.燃本の
染色はいずれもヘマトキシリ ン・
エオ γ yによる is ピースの内

而 k:ヶγ m ピーユ.n: n 
珠核.oe ピースの外面上皮.
pk:ケシの真珠袋.pl: nEj;肘.

ps: n珠伎をとりまく n珠炎上
皮.

ピースの内面が去珠核に接指するように作

為的に施術を行なった場合におけるピースの

変化過程は、三とおりに大別される(図48)。

すなわち上に述べたように、 組織中l乙ケνの

みが形成される場合 (図48，A)、ヶνと真珠

とが同時に形成される場合 (図48，B)、およ

びツノダマが形成される場合などである(図

48， C)。
これは、ピースの周辺が一部内面に向かつ

て折れ曲っていたり(図48，Bの 1;図51，

A)、あるいは、ピースの端商が一部分生殖腺

の組織と結びつかず遊離しているなど(図48，

Cの 1;悶52，A)、いろいろ細い点で異なっ

た状態にピースが移植されていることがある

ためである。つぎに、これらの;場合における

ピースの真珠袋ならびに民珠の形成過程を観

察してみる。

ピースの悶辺が一部折れ曲って移植されて

いる場合にもいろいろあるが、いま仮に、ピ

ースが図48，BのIlヒ示す状態になっていた

とする。この際には、ピースの外部上皮が、

同図に示す矢印の方向に11ド長・するのが普通で

ある。すなわち、ピースの外聞JニIH土、生殖

線に而しているその一部の上皮が、生殖腺内

に小さな点珠袋を作り 、 n努~核の方に折れ曲

っているピース端部の一部のJ二皮が、真珠核

をとりかこむ訂正q;袋を形成することになる

(図48，Bのn; ~15 1 ， B)。その結果として、

一つの ピースから、ケ ν と t~珠とが同時に形

成される (阿48，BのJ[;岡51，C)。 このよ

うにして形成されたクνと立珠とが、互に成

長し、将来それらが連結すると (阿53，A)、

ケVが付指したツノダマになる。

移航されたピースの端面がー部分生殖W~の

日l織とれIiびついていないH!，合には(閉48，Cの 1)、手f{通つぎのような組織変化がおこ
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ら出て、両者間に侵入してきたものである。それら遊走細胞にv土、互に結びつい

て、間i隙に結合組織を形成する機能がある。この点は、 1]<147，Aに示すように、ピ

ースが結合組織化した遊走細胞の集合体の下に1ffi没されている仔uがあることからも

推測でき、また、本章・第4節の研究によって確認される。これら遊走細胞と生殖

腺からの脱落細胞とでは、細胞の染色性が異なっているから、その区別がさほど困

難ではない。

豆珠核から分離しているピースの多くは、相互間にふくまれているいろいろな遊

離細胞の集合体をとりまきながら、真珠核の周辺Yごー冥珠袋を形成する。この際のピ

ースの変化は、正常位置に移植されているピースの変化と恭本的には差災がない。

すなわち、そのピースは、冥刻、核から離れた位置でその内面が生殖腺組織と結びつ

き、外面上皮が健康な組織上を変化しながら成長して哀珠袋を形成するのである。

ピースの外国が真珠核に接若している正常個体における冥珠袋の形成過程につ

いては、数人の研究者がすでに調べている。生殖腺内に挿入されたピースは、まず

全体が伸長して三日月形になり (Kawakami，1953)、ついで、ピースの外出上皮

には、上皮細胞の増殖(松井・小島.i皮辺， 1953) と形態変犯(中原・町北 1957)

が認められるO その後ピースの外而上皮細胞は、移動像を示して(中原・町井，

1957)、真珠枝周辺の組織上に広がり真珠袋を形成する。この際、特筆すべき点は、

ピースの外国主皮細胞が、真珠核周辺の健康な組織上に広がることであって、真珠

核の表面に沿って真珠袋を形成するのではないということである。したがって、哀

珠核から分離しているピースでは、当然真珠核に密蒼した真円の哀珠袋が形成され

ないことになる。

冥珠核から分離しているピースが真珠袋ならびに真珠を形成していく過程は、三

とおりに大別される(図45，A・8・C)。そのAは、相互間にふくまれている遊離細

胞の集合体を巻き込みながら、真珠核周辺の組織上に莫珠袋を形成する;場合であ

る。この場合には、ふくまれている遊離細胞の集合体の上に、その後、殻皮層が厚

く分泌され、ついで稜柱層ならびに哀珠層が発達し、そこに外観色の青黒い突起が

形成される。遊離細胞の集合体の上に殻皮層が厚く沈着してくる原因については、

ふくまわしている遊離細胞の変宮によって、真珠袋上皮が化学的に刺激され、その結

果として異常に多くの殻皮層の分泌がうながされるのではないかと解釈される。

そのBは、ピースと真珠核とのあいだに健康な組織ができて、その結果として、

ピースが組織中に埋没されてしまう場合である。埋没されたピースは、その部分に

ケジの真珠袋を作るのが普通である。ピースと冥珠核とのあいだにできる健康な組

織の主体には、その聞に集積した遊走細胞が互に結びついて結合組織化したもの

と、周囲から伸びてきた生殖腺組織が癒合したものとの 2種がある。なお、生殖腺

組織が癒合する場合も、その癒斎には結合組織化する機能をもった遊走細胞が関与

している。
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そのC(士、以上述べた二とおりの変化が複合したものである。すなわち、一つの

ピースが、真珠核をとりまく不正形な真珠袋とケ νの冥珠袋とを向日守に作る

ある(図45，C; 12TI47， D.E)。そこに形成されるケνと不正形冥珠とが成長して将

来互に連結すると、有機物とケジとの両方をふくんだ突起が形成されることになる

(たとえば図12，Jに示すような突起)。

ピースと莫珠核とが分離している場合、ピースの外面上皮によって宴珠核をとり

まく真珠袋が形成されるか形成されないかは、両者間の分離距離、両者間にふくま

れる遊離細胞の種類、ならびにピースの哀珠袋形成力と周囲の組織がもっ組織再生

力との差異ーなどによって決定されるものと思われる。つまり、両者間の分離距離が

長い場合には(図47，B)、たとえピースの真珠袋形成カが庇盛な時期jであっても、

周囲から伸びてきた生殖腺組織が癒合して、両者が隔離される可能性が高くなる。

また、両者間にふくまれている遊離細胞が主として生殖細胞であったり(図44，A)、

あるいは生殖腺からの脱落細胞である場合には(図46，C)、分離距離がたとえ長く

ても、それら遊離細胞を包含した真珠袋が形成される可能性が高いことになる。な

おまた、両者聞にふくまれている遊離細胞が結合組織化する機能をもった遊走細胞

であって、しかもピースの真珠袋形成力が弱い時期には(図47，A)、たとえi弱者間

の分離距離が短くても、それら遊走細胞の結合組織化によって両者が隔離される可

能性が高くなる。図47，Aの組織像は、初冬11月初旬(水温20
0

C)に挿核施術した

資料の 6日目の一例であって、ピースと真珠核とが、結合組織化した遊走細胞によ

って隔離されている状態をあらわしている。つまり、このような時期には、真珠袋

の形成力がきわめて弱いため(青木， 1956)、たとえピースと哀珠核との分離距離が

短くても、ピースの真珠袋形成がはじまる以前に、その間際部に遊走細胞に由来す

る結合組織が形成されて雨者が隔離され、哀珠袋が形成さわしない可能性が高いこと

になる。

E ピースの内面が真珠核に接着している場合:ピースの内面が接差している備

体の出現率は、挿核時期に関係がないようである(表4)。つまり、ピースの内聞が

真珠核に接蒼しているのは、多くの場合施術の失敗に原因していることになる。ピ

ースの肉聞が真珠核に接差している;場合には、その内面上皮が真珠構成物質を分泌

する真珠袋上皮に変化することがないので、乙/ラダマになる可能性が高い。この

際、生継目泉に出しているピースの外国上皮は、そこに小さな莫珠袋を形成し、その

内部にケνを作るのが普通で、あるO

ピースの内面が真珠核に援澄するように作為的に施術を行なっても、移植された

ピースの状態はさまざまであるから、なかにはピースの外面上皮が真珠核周一辺の組

織上に伸びてきて、哀珠核をとりまく真珠袋を形成することがある。その哀珠袋l土

外面ヒ皮に由米しているから、真珠構成物質を真珠核の表面に分泌することができ

る。しかし、この際、形成される真珠の多くはツノダマになる(図53，A. B)。ピ
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ースの外面ヒj支部11胞には、さきに述べたように、健康な組織上に広がっていくとい

う基本的な性質があるから、このような変化が生じるのである。

養殖場で施術の際に用いられているピースの内面ヒ皮は、多くの場合、外面上皮

が真珠袋を完成する以前に消失するといわれている (Kawakami，1952・1953;青

木， 1956;中原・町井， 1957)。高dj・中原 (1956)は、ピース作製の際に、養鴻;場

では内外面を軽くガーゼなどでふくため、その時、すでに内面の上皮細胞が大部分

剥落していると述べている。つまり、ピースの外面上皮によって莫珠袋が完成され

る以前に、内面上皮が一般に消失しているのは、ピース挿入以前に、すでにそれら

内面の上皮細胞が大部分剥落していることが大きな原因である。いま仮に、ピース

の内面を全くこすらないようにして作製すると、図50，A. Bに示すように、その

内面の上皮細胞が、生殖腺内で真珠核に面した組織上に広がって、施術後 1カ月前

後を経過するころまで、残存していることがある。しかし、その内問上皮からは真

珠構成物置の分j必がみられず、またその上皮細胞は、まもなく着床していた宿主の

組織から脱落すのようになる。脱落し?とそれら内面の上皮細胞は、いずれ消失する

ものと推定される。この点については、町井 (1962)も同様な観察結果を報じてい

る。つまり、ピースの内面が莫珠核に接着している場合には、内面上皮の存在如何

に関係なく、 νラダマの出現率が高いことになる。

以上述べたように、アコヤガイのピースでは、その内聞の上皮細抱が生殖腺内で

莫珠構成物質を分泌する機能を有する真珠袋上皮に変化することがないが、イケチ

ョワガイ均，rioρsお schlegelii‘のピースでは、その内面の上皮細胞がイケチョワガ

イの生殖腺内で分泌、機能を有する箕珠袋上皮に変化することがあるといわれている

(Kawakami， 1954)。この点は興味あることと思われる。

第 2節 各種真珠の出現位置

第 1項材料と研究方法

アコヤガイをほ貝とした哀珠養殖において、挿核施術が行なわれている部位は、

函54にその概略を示したように、収足筋をなかにして、中賜腺側とその反対側(腸

管迂曲部側)の生殖腺内である。この論文では、中腸腺側の生殖腺に行なう挿核施

術を“うかし"入れ楽、 腸管迂曲部側の生殖腺に行なう挿核施術を“ふくろ"入れ

と呼ぶことにする。なお、本論文でいう収足筋とは、閉穀筋に付若している基部か

※中腸腺側の生殖腺に行なう挿核施術は、1.l1Jに“どう"入れ、“みぞ"入れまたは“押込

み"とも呼ばれている。
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ら足部にいたる さしている。

大まかには、この“うかし"と“ふくろ"の 2部位に挿核施術を行なっている

収足筋

開殻筋

B 

とう力、しミ

腸管迂曲部

月号

(下

国54.持核tHi伎を示す伎式iヌ1.
A:軟体音fjの右側面図.お :A図に示す放
線部にそって切断し、その断簡を前方から

みた図.

が、|百]一部イ立に施術されたもので

も、施術後に形成されつつある真

珠の位置を、個々に一ついて詳細に

調べてみると、厳密にいって多少

その位置が異なっている。これら

形成位置の顕微鏡的な差異が、宴

珠の形質を決定する重要なー要因

になると考えられている。ここで

は、各~三賀の莫珠が形成された位

置を詳細に調査することにした。

この調査に使用した資料は、

1956i:j三から1962年に至るあいだに

10数回にわたって、数人の施術員

が英虞湾のー養殖場で、持核施術

を行なったものである。拝7核施術

l士、 “うかし"と“ふくろ"の之

部イ立に、毎凶、多少挿核位置を変

えて行なった。施術に用い

核の大きさは、各施術時のほ民

(3~4年生)の大きさに応じて、

4. 2~6.1側広往のものである。な

お、真珠核は養描Jfjでf0日つれてL、

る貝殻製のものを主として j有い

た。には、異常立珠の内部構

るため、切片にしやす

いように、ノミラフィン製の

も用いた。施術良は採集するま

で、 した。貝

、施折、;後約 1

カ年三p養地して採集した。パラフ

イン核を挿入した資料は、呉

珠の初期の みるため、施行後約 6カ月間養殖し、その問に数回採集L

た。

採集した施術貝 し、註ちに秋何二ど10% ，Í'ノレマリン iì~でほ

-80 --

し



た。回定には、なるべく大きな容器を府い、個体と個体とがかさなり合わないよう

にした。

貝殻核を挿入した各資料については、 ~i定後“うかし"・“ふくろ"の 2 施術部イ立

に分け、真珠を組織中をふくめたまま水洗して、アノレゴールで脱水した。組続中に

ふくまれている冥珠は、脱水操作後に組織をていねいに切開して取り出した。 摘出

し?と各形質の真珠は、正常玄J~ミ・不正形真珠ならびに非主摺哀珠に大別した。さ

らに、正常真をムキズダマと良品J~珠の 2 種、そして、第 1 章の分類にもとづい

て不正形瓦珠を 9 種、非真珠~j哀珠を 2 聴に京l切Ijした。それら各種I~珠の出現位置

は、それぞれの組織を常法のパラプイシ法にしたがって組織切片にし、デラフィー

ノレドのへマトキνリシ・エオνン染色をほどこして、顕微鏡下で測定した。貝殻核

を挿入した資料のうち、それら :U現位置の測定に使用した根本(士、 “うかし"入れ

のもの300個体、“ふくろ"入れのもの286個体である。

パラフィシ核を挿入した各資料については、国定後“うかし"・“ふくろ"の 2施

術部位に分け、その哀#tを組織中にふくめたまま、三塩化酪酸・ホノレマリシ混液

(5%三塩化酷酸9:*Jレマリン1)に入れて脱灰した。脱灰が完了したら、アルコー

ノレで脱水し、セダーオイノレに投入した。セダーオイノレが浸透すると組織が透明にな

るから、ふくまれている真珠の形質が外部からほぼ判別できる。ここで各形質別に

分けられた資料は、パラフィンj去に従って組織切片にし、その組織切片にはデラフ

ィーノレドのへマトキνリシ・エオνン染色をほどこした。そして、顕微鏡下でそれ

ら各種真珠の出現位置を測定した。パラフィシ核を挿入した資料のうち、それら出

現位置の測定に使用した標本は、“うかし"入れのもの180個体、“ふくろ"入れの

もの41個体である。

組織切片は、それが“うかし"入れの真珠の均合にl玄関55か図58、またそれが

“ふくろ"入れの真珠の場合には図61か関64に示すように、各資料を11来足筋に直交

または体部の正中凶に平行するように切断してf'1二った。測定にfHいた標本は、各種

哀珠のほぼ中心部を切断したものである。 iWJ定は、関55・58・61・64に示すA・8・

C; D.E.F; R.S.Tならびにx.Y.Zの各個所における

距離をはかった。

哀珠の形質は多種類に類別されるため、それらを二つに分けて記述することにし

た。第2項では、出現頻度の高い正常真味(ムキズダマと良品哀珠) ・ツノダマ・

コブi/ダマ・稜柱国立珠・妓皮層真珠などについて、それらの出現位置を比較し

た。なお正常真珠のうちで“ムキズダマ"というのは、異常性が全くみられず、肉

眼的に外形が冥円なものである。また“良品真珠"というのは、わずかなνミやご

く小さな突起もしくは窪みが 1・2カ所にあっても、それら欠点が肉眼的に目立た

なく、外形がほぼ立F9なものである。第 3項では、 コシペイトワダマ.-c.クボダ

マ・ドロップダマ・チリメシダマ・カケダマならびにハチマキダマについて、それ

までの最短

口。



らの出現位置を比較した。なお、ツナギダマについては、その出現位置が“うかし"

と“ふくろ"の[匂施術部位にまたがっていることがあるので、記述することを割愛

した。

第 2項 正常真珠(ムキズダマと良品真珠〉・ヅノダマ・コプ

νダマ・稜柱層真珠ならびに殻皮層真珠の出現位置

I “うかし"入れ施術によって形成された各種;頁珠

A)そ の 1

真珠が形成さわしている“うかし"入れの施術部位を、収足筋にほぼ直交し、

図55.'‘うかじ'入れ施術によって形成された
真珠の出現位寵を示す断面模式図.
収足筋にほぼ{定交L、真珠のおよそ中心を
通る断面を前方からみた様式図. A:収足

筋から真珠袋上皮の表部までの最短距離.
B:軟体部右側のと皮基底面から真珠袋J二
皮の表筒までの最短距離 C:中!湯腺宍質

部の上皮基底面から真珠袋上皮の表題まで
の最短距離.

珠のおよそ中心を通るように切断する

と、図55に模式的に示すような断面像

がえられる。 “うかし"入れの施術部

位で形成された各種真珠の出現位置に

ついては、まず、このような断面像が

えられるように組織切片を作って調査

した。

各務真珠ごとに悶55に示す三つの部

分の距離A・B.Cを顕微鏡下で測定

し、それぞれの実測値をもって、各種

点mとの出現位置を柱状図表であらわす

と、国561と 7jミすとおりになるO 距離A

は収足筋から、距離Bは軟体部右1f{IJの

上皮基J.idi而から、また距離Cは中腸腺

実質部(校導管または細管)の上皮基

底面からそれぞれ哀珠袋上皮の表面ま

での最短距離をあらわしている。な

お、真珠が接s している中腸腺組織に漬

じているものは、距離Cの変量

を負の値で示した。

各種真珠の出現位置を収足筋からの距離のみについてみると(図56，A)、つぎの

ようになる。ムキズダマと良品冥珠など正常真珠の多くは、その出現位置が互に類

似しており、収足筋から100~500μ 離れた位置から出現している。ツノダマの多く

は、 100μ以内収足筋に接近した位置から出現している。ヅノダマの出現度数が最も

高い位置は、 20μ以内収足筋に接近したところである。なおツノダマには、収足筋
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からかなり離れた位置から出現しているものもある。ゴブνダマや殻皮層真珠は、

その出現位置が広く分散しており、それらには20μ以内Jjx足筋に接近した位霞から
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図56.“うかじ'入わし施術によって形成された各種真珠の出現位置.
出現位置は、収足筋から (A)、軟体部右側の上皮基底部から (B)、ならびに中腸腺

宍質部の上皮基底辺市から (C)それぞれ真珠袋上皮表面までの各距離であらわした.

出現しているものもあれば、正常真珠と類似した佼置から出現しているものもあ

り、あるいはまた、 3000μほども収足筋から離れた位院から/:1:¥現しているものもあ

る。 “うかし"入れしの施術部位で形成されるコブνダマならびに殻皮陪真珠には、

収足筋から中腸線側へ向かって、板端iこ離れた位置から出現しているものが多い。

出現位置は正常~t珠のそれと類似している。

各種真珠の出現位置を、軟体部右側と皮からの距離のみについてみると(図56，

B)、 つぎのようになる。正常真珠の多くは、その距離が垣い位置、つまり軟体部

右側の上皮近くに浮いた位置から出現している。ヅノダマの出現位置は正常真珠の

それより分散が大きく、それには軟体部右側の上皮活iへ向かつて浮いた位置から出

現しているものもあれば、その上皮商から軟体部深部へ向かってかなり沈んだ位置

から出現しているものもある。沈んだ位置から出現しているツノダマには、軟体一割:

深部に存在する中腸腺側に突起が発達しているものが多い。ゴブvダマならびに設

皮層異珠の出現位置は、軟体部右側上皮からの距離のみについてみると、正常虞珠

のそれと比べて大悲がない。しかし、それら異常実珠は大きく異常発達しているた
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め、それら真珠のと出が軟体部右側の上皮へ接近しているばかりでなく、その下面

もかなり軟体部深部にまで達していることが多い。稜柱層艮珠の出現位置は正常其

珠のそれと類似している。

各穏:真珠の出現涯を中腸路実質部の上LZ去、底面からの距離のみについてみると

(図56，C)、つぎのようにかる。正常冥l米l士、中脇院に接近した f立置から出現して

おり、その出現度数が高い位置は中脇1152実質部のと皮基底面から20~80μ のところ

にある。しがし、その変量が 0以下のところには正常世:珠が 1個体も出現していな

い。つまり、“うかし"入れの施術部位で正常真珠になるためには、中J]易服組織に

病迎変イ巳が生じてないことが必要な条H になる。ヅノダマには、中日易fJií~ít:\IJ にごく接

近した位置から/1-1現しているものと、 rI='HbJ!恥からかなり離れた位置から出現してい

日¥払
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図57.“うかじ'入れ施術によって形成された各種真珠の三角グラフとにおける出現位資

(1)と出現区域 (2). 

A:収足筋からの距離. B:軟体部右仮uの上皮基!民団からの距離 C:中揚腺実質部

のと皮基底面からの距離.一 一…:収足筋影響のツノダマ出現区域. ・・ー・:中
賜!限影響による γノダマ・コプシダマ・殻皮踏真珠の出現区域一一一パ i又足筋ま

たは中践l漂いずれかの影響による γノダマ・コプシダマ・殻皮庖真珠の出現区域.

ムキズダマ・良品真珠の，'t\~見区域.0: ムキズダマ.ム:良品真珠.

A:、yノダマ.@:コブシ〆マ.盟:殻皮脂真珠.口:稜柱隠真珠.

るものとの二とおりがみられる。中関~ií~からかなり離れたイから出現しているヅ

ノダマの多くは、 l以足筋l亡接近しており、 i以足筋の影響で突起がl以足筋側に異常発
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達しているものである。中関線に接近した位置から出現しているヅノダマの多く

は、中!話線組織に与えた傷害が原因となって突起が中腸腺側lτ 異常発達しているも

のである。突起内部に呉賀物が付着形成中のものでは、その部分の中腸腺組織に漬

癌が確認される(図56において距離 CがO以下のもの)。

コブνダマと殻皮)苦衷殊にも、ツノダマと同様に中腸腺に接近した位置から出現

しているものと、中腸腺からかなり離れた位置から出現しているものとがふる。“う

かし"入れの詑初日込らえられるこれら異常冥珠には、中腸践に極端に偏したと

ころから出現しているものが多く、それらは中鵠!埠に与え その成因に考え

られるO 呉賀物の付着形成が進行中のものでは、やはりその部分の中臨時紹総に治

場が;間三される (図56において距離CがO以下のもの)。 校柱間実珠の出現位置

は、その多くが正常哀珠のそれと類似している。

出現位置をA・B.C3部分の距離関係で示す三角グラフヒにあらわず

と、各種玄珠の出現位置が明瞭になる(国57，1)。つまり、ムキズダマと良品莫珠の

出現位置は、収足筋から中腸腺側に向かってやや離れたところで、軟体部右{t~IJ上皮

に対して極端に浮きすぎもせず、また沈みすぎもしないところである。なお、“うか

し"入れの施術部位で、それらが正常頁珠になるためには、さきに述べたとおり、

中践時組織に病主主変化が生じていないことが必要な条件になる。

ツノダマの出現位置は、かなり広い範囲に分散しているが、巨視的にはつぎのよ

うになる。すなわち、“うかし"入れの党術部位からえられるツノ夕、マには大別し

て、以足筋に接近した位置から出現しているもの、軟体部右側の上皮から離れた軟

体部深部から出現しているもの、ならびに中腸腺にごく接近した位置から出現して

いるものの 3 がある(図57，1)。

コブジ夕、マならびに殻lE層烹珠の l士\現イ}~~置は、広く分散しており、ツノダマと同

、その成田が複雑なことを示している。 “うかじ'入れの施術部位では、軟体

出現位置に無関係であることを

つぎに、~又足筋からの距誌と

した位置から、それらが出現する傾向が強い

は、正常冥3止のそれと同様であって、その成12]が

らびにその出現状態との関係を調

べてみると、表6に示すとおりになる。

11ス足筋!と接近した位置から出現しているツノダマ('1、収足宣Hと隣接している生殖

の組織部に向かって突起が発達している(表6)。 “うかじ'入れの施術部位にお

いて、収足筋に接近し ら出現しているツノダマの多くは、収足筋右側(表

6の模式闘では上側) iL[i向かつて突起が発達している。なかには、収足筋左側(表

6の様式回では下関)、あるいは収足筋の両側に向かつて突起が発達しているものも

ある。収足筋に接近した位置で形成されているツノダマの多くは、その成因が収足

筋の影響にある。収足筋が主主珠形成におよぼす悪影響については、本章・第 3節・
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第 2項においてあらためて詳述するが、冥珠核がi民足筋に接近している場合には、

収足筋に隣接している生殖腺の組織部に、真珠核と組織とが密荒してない間隙が生

じやすいということである。したがって、その間際さえ生じなかったら、収足筋に

99μ以内接近していても、まれにムキズダマ・良品真珠など正常な冥珠が形成され

ることになる(表的。

表6. 1反足筋からの距離と各種真珠の形態ならびにその出現状態.

註. “うかし"入れ施ji!'iによって形成された各種真珠....・ノミラフイン核のγノダマの

み.

収足筋からやや離れた位置では、正常な真珠が形成される可能性が高く、収足筋

から板端に離れた位置、すなわち中腸線?と突込んだところでは、ツノダマ、コブν

ダマならびに殻皮層真政など、異常冥珠になる可能性が高い(表6)。中腸腺に突込

んだ位置で形成されているヅノダマの多くは、中路腺{民IJに突起が形成されている

(表6)。 なお、収足筋に片寄った位置にありながら、中関腺に向かった突起が形成

されている 1・2のツノダマは(表6)、軟体部深部から出現しているものであって、

軟体部深部にはりだしている中腸腺に与えた傷害がその成田に考えられるものであ

る。

中!陽腺に傷害を与えた場合にl士、哀珠形成に悪影響があらわれる(本章・第3節・
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第3項)。その際には、ツノダマになるばかりでなく、その影響が真珠全体にあらわ

わして、コブνダマや殻皮層真珠に異常発達することがある。また、その際における

突起の形成過程は、収足筋接着によって異常発達する突起の形成過程と多少異なっ

ている(本章・第 3章・第 2項と第 3項)。

なお、正常哀珠と同様な位置から出現しているツノダマ、コブνダマならびに殻

皮層莫珠などのうちには、中腸線に傷害を与えていなくても、他の技術上の失敗や

病的原因でそれら異常真珠になっているものも当然あるわけである。たとえば、ピ

ースと冥珠核との接着具合いが悪く、それが原因してピースの移植位置にー突起が発

現しているヅノダマなどは、その一例である(表6)。

コブνダマや殻皮膚真珠のうちには、収足筋に接近した位置で形成されているも

のがあるが(表的、それらの多くは、軟体部深部で収足筋に接近している(関57，

1)。軟体百五深部のその位置には、中腸腺もはりだしていて、生組腺の発達がせまい

(図55)。 したがってその位置に真珠核が挿入された場合には、収足筋か中!路線の

いずれか一方、または両方に傷害を与える可能性が高い。それら器官に傷害を与え

た場合には、コブジダマや殻皮層冥珠になることがある(本章・第3項と第4項)。

つまり、軟体部深部で収足筋にちか寄った位置から出現しているコブνダマや殻皮

膚真珠には、収足筋か中脇田iのいずれか一方、または両方に与えた傷害が成因とし

て考えられるものが多い。

図57，2iこは、以上述べた諸結果を要約して、各碍真珠が形成されやすい位置を区

画してみた。すなわち“うかし"入れの施術部位において、収足筋に梗めて接近し

た区域では、収足筋の影響でツノダマになる可能性が高く、その区域は、軟体部右

側iから軟体部深部にかけて、収足筋の部分にそって続いている。一方、中腸腺に極

端に偏した区域では、中腸腺の影響でツノダマ、コブVダマあるいは殻皮層真珠に

なる可ー能性が高く、その区域は、軟体i部右側から軟体部i楽部にかけて、中腸腺の部

分にそって広範聞にわたっている。それら向危険区域の中間が、正常翼珠になる可

能性の高いところである。

なお、軟体部深部の区域l士、ツノダマ、コブVダマならびに殻皮層真珠など、兵

常真珠になる可能性がi高いところである。その区域は、さきにも述べたとおり収足

筋と中賜腺のいずれにも接近しているため、両器管の影響をうけやすいところであ

る。つまり、その区域から出現しているツノダマの突起形成には、収足筋に接近し

ていることが原因しているものもあれば、軟体部深部にはりだしている中腸腺に傷

害を与えたことが原悶しているものもある。また、その区域から出現しているコブ

νダマや殻皮層真珠には、収足筋か中腸腺のいずれか一方、または双方に傷害を与

えたことが原因して異常発達しているものが多い。そこで、図57，2には、その区域

を収足筋に接近した危険区域と中腸腺に接近した危険区域との両方にふくめて別に

ほ画することにした。
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lヨ)その 2

ここでは、同じ“うかし"入れの]真珠について、正中面にほぼ平行し、主主珠のお

よそ中心を通るような組織切片を作って、各種冥の出現位置を調べることにし

腸管

収足筋

図58. “うかじ'入れ施術によって形成された真珠の出現位置

を示す断面模式図.
体部の正中部にほぼ平行し、真珠のおよそ中心を通る断面を
右側iからみた模式図 D:収足筋から真珠袋上皮の表面まで
の最短距離. E:軟体部後方の上皮基底聞から真珠袋上皮の
表面までの最短距離 F:軟体部前方のと皮主主底面から真珠
袋上皮の表面までの最短距離.

ずこ。図58はその断面

接式図でゐる。

DIま収足筋から、距

離Eは軟体部後方の

上jf基底面から、ま

FIま軟体部1m

方の上皮基底尚から

それぞれ哀珠袋上皮

の表閉までの

離をあらわしてい

る。これら三つの部

分の距離D・E.F

Zど顕微鏡下で測定

し、それぞれの笑出

値をもって、各種真

珠が形成さわした位置

を柱状国表であらわ

すと、図59に示すよ

うになる。なお、 CRl

58に示すような切片をとった場合には、収足筋の形態が図55に示す場合と違った状

態で示されるから、各種冥珠の収足筋からの距離関係(図59，D) も、さきの調査

における収足筋からの距隣関係 cr3156，A) と比べると多少異なっている。

各種真珠の出現位置を収足筋からの距離のみについてみると(閲59，D)、つぎの

ようになる。ムキズダマと良品莫珠など正常哀珠乃多くは、収足筋からやや離れた

位置から出現している。図58のような断面三どとった場合には、それら正常真珠の出

現度数の高い位置が、収足筋から 100~1000μ 離れたところにあらわれている。 ツ

ノダマには、収足筋に接近した位置から出現しているものと、収足筋から離れた位

置から出現しているものとの二とおりあるが、その多くは収足筋に接近した位置か

ら出現している。ツノダマの出現度数がもっとも i高い位置は、収足筋に20~40μ 接

近したところである。コブνダマと

おり、それらには40μ 以内収足筋に接近し

、その出現位置がかなり分散して

から出現しているものもあれば、

正常冥珠と類似した位置から出現しているものもあり、あるいはまた、 4000μ ほど

も収足筋から中腸l県1T11Jに向かつて離れた位授から出現しているものもある。 “うか

一部ー



し"入れの施術部位からえられるコブi/ダマ支層真珠には、 i民足筋から極端に

中腸腺側に偏した位置から出現しているものが多い。 1支柱摺冥珠の出現位置につい

ては、資料が少なくて明確でないが、その出現位置は正常冥珠のそれと類似Lてい

るように思われる。

軟体部後方の上皮基底而からの距離と、前方の上皮革底面からの距離それぞれの

みについてみた場合には(図59，E. F)、正常真珠の分散がせまい点をのぞくと、各

種真珠の出現位置に目だった差呉が認められない。

各種真珠の出現位置をD.E.F、3部分の距離関係で示す三角グラフ上にあらわす

と、各種亘珠の出現位置が明瞭になる(1'2<'160，1)。 つまり、ムキズダマと良品立珠

の1:-1¥現位置は、収足筋から中賜践例jに向かってやや離れたところであって、とくに

その出現頻度が高いところは軟体部胡・後方からの距離がほぼ等しい生殖践の中心

部で為る。校柱層広珠のH:耳目立直l土、正常民珠のそれと類似している。

← T 一-F

E-一 一斗ELqqLFiloL斗to--t111一 平 一 千 一 一 千ιf
o 1000ノ品 目 00 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 「一一一γ一一一--]-----.-.r......-T--..---.r-..-...--]".---.-.r-....---1一一ー -j

一一一ー一一 一一一一一一一_.-一ーやーーーー一一一官一一一一一一一一一ーー一-F
匂一.~-ーー一ー一一一一一・ー一 ー一 一令一 ーい予

E 一一一ー官一一ー{一 一冒 島市・....... 官、or-I--富一一 一一『・~-... 戸‘ 一一-"・1-...--.._-_1.___田圃・ A ・.，-・一一_......_..・ E 一一一一句凪且巴司会一 一一切『一一一ーー一一一一一"‘ ー
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lOOOjt 2000 3000 4000 

図59. “うかじ'入れ施術によって形成された合撞真珠の出現位設.

出現位置は、収足筋から (D)、軟体部後方のと皮主主底面から (E)、ならびに軟体部

nlj方の上皮基底面から (F)それぞれ真珠袋 i二皮の表面までの各距離であらわした。

ツノダマ、コブジダマならびに殻皮層冥珠の (土、かなり広い範囲に分散

しているが、巨視的にはつぎのようになる。すなわちツノダマの多くは、~又足筋に

接近した佼置から出現しているが、そののものは、収足筋から i~端に中路院院IJ

に偏した位置から出現している(閃60，1)。 一方、コブνダマ

の一部のものが収足筋に接近した位置から 1:1¥現しているが、その多くは

込んだ位置から出現している(同60，1)。
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これらの諸結果は、図55~c.示したような断面をとって調査したさきの結果とほぼ

同様である。収足筋に接近した位置から出現しているツノダマの多くは、収足筋の

彰響で突起が形成されたものである。また、中腸崩lに突込んだ位置から出現してい

、 、
80 20 

2 

1/ 40 

グ二二二三〉

マ
80 

80 

図60. “うかじ'入れ施術によって形成された各鶴災珠の三角グラブ上における出現位

震(l)と出現区域 (2).

D: 収足筋からの距隣 E: 軟体部後方の上皮基底面からの~g隊 F: 軟体部前方の

上皮慕民間からの距離.一一一一 収足筋影響のγノダマ出現区域.一一一一・・中腸
腺影饗のヲノダマ・ユプシダマ・殻皮屑真珠の出現区域.………ムキズダマ・良

品真珠の出現広域.0:ムキズ〆マ.ム:良品真長|乙Jt..:ツノダマ. .:コプシダ~

盟:殺皮層真珠.口:穣柱JIT，l真珠.

るツノダマ、コブνダマならびに段!Ji陪真珠の多くは、中fl是!協に傷者を与えたがた

めに、異常発達したものである。つまり、この 2区域から出現しているそれら兵常

真珠ーは、その成田が五に異なっていることになる。なお収足筋に接近した位置か、

または~.又足筋からわずか中!路線側に総れた位置から出現しているコブジダマと殻皮

は、さきの調査のところでも述べたように、軟体部深部から出現している

ものがあって、それらは収足筋か中路腺のいずれか一方、または両方に与えた傷害

がその成因であると考えられる。

閲60，2には、以との諸結果会安約して、各種実珠が形成されやすい佼置を区画し

てみた。すなわち、収足筋に接近した区域l士、その筋肉組織の影響で、ツノ夕、マに
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なる可能性が高いところであって、その区域は、足部から間設筋にいたるまで、収

足筋の部分に沿って続いている。中j協Jj)jlに極端に偏した区域l士、中時腺の影響でツ

ノダマ、ゴブνダマならびに殻皮層冥珠になる可能性が高いところであって、その

区域は、中腸腺の上部に中腸腺の部分に沿って広範囲にわたっている。これら二つ

の危険区域の中聞が、正常真珠の形成されやすいところである。正常真珠のなかに

は、かなり中腸腺に突込んだ位置で形成されているものがある。このことは、中跨

腺にごく偏した位置に挿核施術されても、中!時限に傷害を与えていなければ、哀:F~ミ

形成に異常性があらわれないことを示している。

E “ふくろ"入れ施術によって形成された各程真珠

A)そ の 1

翼珠が形成されている“ふくろ"入れの施術部位を収足筋にほぼ直交し、

およそ中心を通るように切断すると、関61に示すような断固保がえられる。 “ふく

ろ"入れの施術部イ乏で形成された各種玄

珠の出現位置については、まずこのよう

な断面像がえられるように組織切片を作

って調査 Lた。図61に示す三つの部分の

E.S.Tを顕微鏡下で測定し、それ

ぞれの実測怖をもって、各種玄珠の出現

あらわすと図62に示す

とおりになる。 NE1出U~ R {士以足立五から、 NE

Sは軟体部左(ftl]の 1:戊正底部iから、ま

た距離Tは軟体部右(rV]のと皮革底聞から

それぞれ]真珠袋 i二!立の表耐までの

あらわしている。

各種のIl:i現位置を収足筋からの距

離のみについてみると(関62，R)、つぎ

のようになる。ムキズダマと良品哀珠な

ど正常真珠の多く l士、 1[又足筋からやや隙

からll¥現しており、一方、ツノ

ダマの多くは、 Jt正足に接近し7九二位置か

らj11現している。正常草野kの出現度数の

高い位置は収足前から 20~150μ ほど離

月覇管

!曹 J埼玉閃~

友世1)

図61. “よ、くろ"入れ施術によって
形成された真珠の出現位置を示す
様式図.

収足筋にほぼ直交し、真珠のおよ
そ中心を通る断面を前方からみた
模式図 R:収足筋から冥1:*袋と
反の表面までの最短距l社 S :軟

体部左側!の上皮基底面から真珠袋
上皮の表箇までの最短距離.

T:軟体部右iNUのーと皮基底面から
真珠袋上皮の表面までの最短距

離.
れたところであるのヅノダマの出現度数

がもっとも高い{ï'l置は、正常玄}Jt~のそれに比べると i以足筋者りであって、 20 J.L 以内

i以足に接近したところである。ゴブVダマの11¥現佼置は正常冥珠のそれしと

1
1
4
 

Q
)
 



ない。殻皮)雪}1i，珠の tll現位置も、その多くは正常真珠のそれと類似している。た

だ、殻皮層真珠の数例中 1個体だけは、収足筋に滑走ました位置で形成されている

が、それは収足筋ならびにその内部の層状筋肉葉組織に潰癌が生じていたためであ

って、収足筋に傷害を与えたことがその成因に推定されるものである。稜柱摺真珠

の出現位置は、正常真珠のそれと類似している。
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図62. “点、くろ"入れ施術によって形成された合蕊真珠の出現位置.

出現位置は、 l戊足筋から (R)、軟体主i[i左側!のとEz主主民日iから (S)、ならびに軟体部

右側の上J文芸夜間から (T)それぞれ主主珠袋上皮の三菱自ーまでの名距離であらわした.

註を軟体部主:似lから と、秋休部右側からの距齢それぞれ

のみについてみた均合には(図62，S .T)、ツノダマの出現佼置が仙に比べて広く

分散している点と、今回えられたコブνダマならびに夜tum完成の山政佼置がやや

休部左官llJに偏している点とをのぞくと、

られない。

ごとにあまり特徴的な差奥がみ

をR・s・Tの3部分の距離関係で示す三角グラフとにあらわ

ずと、各張主主主の出現位置が明瞭になる(図63，1)。つまり、ムキズダマと良品;真珠

の多くは、 L~(足筋から離れた“ふくろ"の生絹 fJlji内のほ、ぼ Lド央部から出現してい
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た位置から出現している。正常主珠の出現度数の高い位置は、収足筋から20~200μ

ほど離れたところである。ツノダマの出現度数がもっとも高いところは、 20μ以内

収足筋に接近したところである。コブνダマ、設皮層真珠ならびに稜柱層真珠のU:¥

X一一一一品
0lOOCμ  

_.1._______._______________ Y 
Z且 A一一一一一一一一一ー一ーニ二一一一一一
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図65. “ふくろ"入れ施術によって形成された各種真珠の出現位置.

出現位置:士、収足紡から (X)、軟体部前方の上皮主主E支部から (Y)、2ならびに腸管と

皮の墓蛮習から (Z)それぞれ真珠袋一と皮の表部までの各距離であらわした.

現位.fI.¥士、?正常其J来ηそれとほとんど類似、している。ただ、殻;た層J烹珠の数Wuのう

ち11関本fふすま、収足;自こ密若した位互から出現しているが、それな収足拐ないし

はその内部心層ば筋肉葉 iil.級、こ潰療が認められるものであって、 iは足筋に与えた傷

害がそ乃成因であると考えられる。他;つ殻l土層支i来1士、正常真長!とと同様に収足筋か

らやや離わした位置から出現している。殺?主!苫真珠も 3似体のうち 2偲体l士、正常真

珠と同様、こ収足筋ーからやや離れた位笠から出現している。

各種真珠の出現位置を、軟体さlí前方の上主主直面からの距離と、 i品管と(~の正直

面からの距離それぞれのみについてみると CI2Z'65，Y・Z)、 つぎのようになる。正

常真珠の多くは、軟体部前方の上 E~から離れた腸管似I1 の佼白から出現している。ツ

ノダマの出現位置はかなり広い銭関に分散している。コプジダマ、設だ陪烹珠なら
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びに稜柱層真珠の社l は、各資料が少ないので明石認でないが、正常莫珠のそれ

とほとんど類似している。

各種真珠の出現位置をx.y.z3部分の距離関係で示す三角グラブ I:にあらわず

と、各種真珠の出現位置が明瞭になる(関66，1)。 つまり、ムキズダマや良品冥珠

など正常真珠の多くは、収足筋から腸管迂曲部{則へ向かつてやや離れたところで形

成されている。そして軟体部前方城では、それら正常冥珠になる可能性がとくに低

い。腸管仰jで正常真珠になるためには、Il易管に病理変化が生じてないことが必要な

条件になる(本意・第3節・第 5J]D。

ツノダマの多くは、収足筋に接近した位置から出現している。とくに、前方域で

収足筋に接近したところは、ツノダマになる可能性が高い。コブジダマ、殻皮

珠ならびに稜柱層真珠のH:現位置は、正常真珠のそれと類似している。

、 x
λ

、
a‘ 

-一一一y

60 40 20 守一一一一-y

図66. μふくろ"入れ施術によって形成された各種真珠の三角グヲフ上における出現位
置(1)と出現区域H2J.
X: 収足筋からの距離.Y: 軟体部前方の上皮基底預からの~g虫色 Z: 腸管上皮基底
面からの距離.喜一一一一一:J収足筋影響のヅノダマ出現区域.…………:ムキズダマ・
良品真珠の出現区域.0:ムキズダマ.ム・良品真珠. .A:γ ノ夕、マ. tt:コプシダ
-，回:殻皮層真珠.口:稜柱溜真珠.

図66，2には、以上の諸結果を要約して、各種真珠が形成されやすい位置を区画し

てみた。収足筋に接近した尽域は、その筋肉総械の影符でツノダマになる
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高いところであって、その区域は、足部から閉殻筋にいたるまで収足筋の部分に沿

って続いている。足部周辺の軟体部前方域では、ツノダマになる可能性がとくに高

い。 i以足筋から腸管迂曲部仮IJに向かってやや離れた区域は、正常真珠が形成される

可能性が高いところである。

腸管に接近した区域は、腸管に傷害を与える可能性が高く、一見危険な区域のよ

うに忠われるが、その区域からとくに異常真珠が多く出現していることはない。腸

管1'<:.20μ 以内接近した位置からもムキズダマが出現する可能性があるから(図65，

Z)、腸管は、傷害を与えない限りにおいて、真珠形成に影響をおよぼさないものと

忠われる。腸管に傷害を与えた場合には、それが異常哀珠の成因になるよりも、難

死の原因になる場合の方が多いようである。もちろん腸管に与えた傷害が原国して

異常真珠になる可能性も推定される(本章・第 3í~î ・第 5 畷)。

コブνダマ、殻皮隠;真珠ならびに校柱層真珠などの出現位置は、正常真珠のそれ

と類似しており、それらの成因が出現位置に無関係であることを暗示している。つ

まり“ふくろ"入れの施術部位において、異常京:珠が形成されやすい危険区域は、

IZI 64 i'<:.示すような断面をとった場合にl玄関66，2に示すように、ツノダマの出現率が

高い収足筋に接近した区域だけということになるO

第 3項 コンペイトクダマ・エクボダマ・ドロップダマ・ナ

リメン夕、、マ・カケダマならびにハナマキダマの出現

位

工 “うかし"入れ施術によって形成さ

“うかし"入れの施術部位からえられたこれら各種主珠につき、図55に示すよう

な組織切Jt-.:どれ二つて、その出現位置を調査した。 lZl55に示した三つの部分の

A・8・Cを顕微鏡下で'if判定し、それぞれの実測憶をもって、これら各種真珠の出現

を柱状図表であらわずと関67に示すとおりになる。 また、これらの測定値をも

とにして、各種真珠の出現佼置をA・8・C3部分の距離関係で、示す三角グラブ上に

あらわすとIZl68のようになって、各種主主珠の出現位置が明瞭になる。

ゴシペイトワダマ・エクボダマ・チリメンダマなどの出現位置は、距離A・B・c
それぞれについて特徴的でなく、広い範囲に分散しているが、それらの多くは、図

56と57に示したムキズダマや良品真珠の出現位置と類似したところから出現してい

る(図67・68)。ドロップダマの多くは、比較的収足筋に接近した位置から出現して

いる(図68)。 カケダマは生殖腺深刻iで、しかも収足筋に接近した位置から出現し

ている(図68)。 なおカケダマで特1~史的なことは、足糸)阪または層状筋肉突の腔部
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の上皮組織が、直接その異常部に接表していることである。ハチマキダマは、

腺の深部か中関腺に接近した位置から出現する傾向が強い(図68)。 なお、ハナマ

キダマの突起は、 6例中41Jiuがrfl時腺右側上部へ向かって発達していた(関71， A)。
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図67. “うかし"入れ施術によって形成された各頭真珠の出現伎置.

出現位置は、収足筋から (A)、軟体部右側の上皮基底面から (B)、ならびに中腸線

宍質部の上皮基底面から (C)それぞれ真珠袋上皮表面までの令距離であらわした.

E “ふくろ"入れ施術によって形成されれ各種冥珠

ここでは、 “ふくろ"入れの施術部位からえられたこれら各種哀珠について、[~

61に示すような組織切片を作って、その出現位置を調査した。図61に示した 3部分

の距離R.S.Tを顕微鏡下でiHlJ定し、それぞれの実測値をもって、これら各種真珠

の出現位置を柱状図表であらわすと、関69に示すようになる。また、これらの測定

値をもとにして、各種立珠の1:1:¥現位置をR.S・T3部分の距離関係で示す三角グラ

フ上にあらわすと図70のようになって、各穂冥珠の出現位置が明瞭になる。

コンペイトワダマ、エクボダマならびにナリメンダマの出現位置は、“ふくろ"入

れの施術部位においても、距離R.S・Tのそれぞれについて特徴的でなく、広い範

囲に分散しているが、それらの多くは、 1'2ZJ62と63に示した正常哀珠の出現位置と類

似したところから出現している(図的・ 70)。 ドロップダマの多くは、比較的収足

筋に接近した位霞から出現している(図70)。 カケダマの出現位置は、 S.Tの距

離関係において“ふくろ"の生地線中央部であるが、収足筋に接近している(図

70)。 なお、カケダマで特徴的なことは、さきにも述べたように、足糸腺または層
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状筋肉葉の腔部の上皮税減が、直接その呉常部に議悲していることである。
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図68. "うかじ'入れの施術によって形成された各種真珠の三角グラフJ二における出現
位登.

A: 1又足筋からのE問lt B:軟体部右側!の上皮基J求問からの距離. c 中防政実質部
の上反基底聞からの距離.0:チリメンダマ.ム:エクボ〆""'7 A:コンペイトウダ
マ.8・ロドップ〆マ.髄:カケダ""'7口:ノ、チマキ〆マ.

第 4項論 議

本郊では、各種真珠のU¥現位置を詳細に記した結果を述べた。以下、各穂真珠

の出現位置を比較しながら、その成田を二号祭してみることにする。

ムキズダマや良品真珠など、正常瓦珠の多くは、“うかし"・“ふくろ"同施術部い

ずれにおいても、施術部の生殖院内のほぼ中央部で形成されている (図57・60・

63・66)。 正常冥珠が形成される可能性の高いところは、“うかし"の施術部位で

は、 i訳足筋からや時llf~íl\lJìと向かつてやや離れた生嫡)限内であり、“ふくろ"の施術部

円

U
円
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変化が原因してツノダマになることがある(本章・第 3節・第 3:t頁)。 すなわち、

“うかし"の施術部位から出現するツノダマのうち、その成因が出現位置に関連し

ているものには、さきに述べた収足筋接着がその成因となっているものと、中腸掠

に与えた傷害がその成問になっているものとがあることになる。

T 

80/ι ミ20

• 。
丘止
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60，L 

血 .~40 
~ ム
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。

40メ ふ60

ム A

。
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図70. "ふくろ"入れ施術によって形成された各種真珠の三角グラフ上における出現位
罷.

R: 収足筋からの~g隊. S:軟体部左側!のと皮募!表面からの距離 T:軟体部右側jの

上皮基底面からの距離 0:チリメンダマ.ム:エクボダマ.A・3 ンベイトウダマ
tt:ドロップダマ.回:ヵヶダマ

コブジダマならびに殻皮層冥珠の出現位置は、“うかし"・“ふくろ"の同施術部

いずれにおいても、かなり広い範囲に分散しており、これら異常烹珠の成|封が多種

多様であることを示している。 “うかし"入れの施術部位では、中践腺にi~E端に備

した位置か、あるいは軟体部深部に位置している場合、ゴブνダマや殻皮

なる可能性が高い(図57・60)。 中腸に板端に偏した位置で形成されているそれ
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なわち、それら異常真珠の成凶は、 iほ民なら

ているものと忠われる。

ドロップダマには、比較的収足筋に接近

した位置で形成されているものと、そう

でないものとがある(図68・70)。 収足筋

に接近した位置で形成されているドロップ

ダマは、真珠の成長がlIX足筋の存在で部分

的に抑圧され、その結果として、ドロップ

状に変形したのではないかと想像される。

カケダマは収足筋に接近:もしくは密若し

た位置で形成されている(図68・70)。 そ

の異常部には、足系崩:かまたは層状筋肉葉

のJ]空部の上皮組織が直接に接斎Lていて、

真珠袋上皮が形成されていない。すなわち

カケダマができるのは、 i以足筋に接近して

いることではなく、足糸腺かまたは層状筋

肉莱のj捜部の上皮組織が哀珠核周辺の一部

の組織上に形成されたためである。莫珠核

周辺の組織とにそれらの上皮組織が形成さ

れる原因ならびにその過程などについて

は、本章・第 3節・第 4項においてあらた

めて詳述する。

本研究で使用したハチマキダマの資料

は、すべて“うかし"の施術部位から採集

したものである。今回の調査では“ふく

ろ"の施術部位からハチマキダマを 1個体

も採集できなかった。 “ふくろ"の施術部

イ立で、ハナマキダマが形成されるかどうか

は不明である。今回“うかじ'の施術部位

から採集したハナマ今ダマvi、その多くが

収足筋から中協棋にfl~i]かつてやや離れた位

置から出現しており、その一部のものは軟

形成されている(図68)。そし

て、ハデマキダマのi茸に f~ している

[二氏の直下には、筋肉繊維がとくに密集していることがない(関39)。 これらの点

から考えると、ハデマキダマのの成国には、収足箔や筋肉繊維の存在が無関係の

国
守
B
ム

し

三宅起
a 

A 
d 

B a 

突起

C 

図71.ノ、チマキダマの出現状態(A)と、

推測されるその成問模式図 (B・C).
A:“うかじ'の施術部位を、 1反足筋iこ

E互交L、ノ、チマキダマの中jむな通るよ

うに切断した場合の断面模式図.
a ノ、チマキダマの突起部頂点とノ、チ

マキダマの中心を結んだ軸 B: ~真珠
(1)がある軸(めに沿って1-'2-'3の方

向に移動した仮定図. C: 1-'2-'3の
方向に移動した真一玖;がノ、ナマキダマに

なっていく初期の次官を想像した様式

図.





英虞湾におけるー養殖場で、 4-5mm直怪のパラブイン!裂の哀珠核を用いて 3年生母

貝に搾核施摘を行なったものである。

各内臓器官が真珠形成におよぼす影響を調べるために行なった笑験てゃあるから、

挿絞施術にあたっては、各内臓器官に真珠核が援活するか、あるいは各内臓器官に

傷害が加わるようにした。

施術後の資料は同養殖場で養殖し、李主F直中に数回採集した。採集後の資料は、た

だちに10%ホノレマリン液かスサ (Susa) 液で、ほぼ一昼夜固定した。間定後、さ

らに脱灰の必要があると忠われた資料については、三塩化酪酸・ホノレマリンj昆液

(5%三塩化酷駿9:ホノレマリン1)で脱灰した。組織切片の作製は、パラフィン法に

したがい、組織の染色には、デラフィーjレドのへマトキ νリン・エオジン染色ある

いはアグン染色を用いた。

第 2項収足筋 の 影 響

挿入された真珠核が収足筋に接着している資料では、 i以足筋に隣接している生殖

腺の組織部に真珠核と密差してなない間隙がしばしば生じている(図72，A)。その

間際には、球状・紡錐状・オタマジャクジ状などいろいろな形をした遊走細胞が多

数集結している(国72，B)。 球状のものでは、直径が約5μ ぐらい、紡錐状かオタ

マジャク乙/状のものでは長径が約10μ ほどもある。これら遊走細胞には、細胞の中

央か、やや片側に偏した位置に2-3μ大の核が 1悩ある。ヘマトキ1/9ン・エオ V

Y染色では、細胞核が背く、細胞質が青みがかった桃色に染まり、アグン染色で

は、細胞核が亦く、細胞質が桃色と青の中間色に染まる。細胞核の仁は、不明瞭で

ある。施術後、 2-7日もすると、その間際はそれら遊走細胞でいっぱいになる。そ

の間隙には、それらむ走細胞以外に、生地泡がまじっていることもある。施術後

5-7日もすると (7月中旬、間関に菜枯しているそれら泣走細胞のうちで、経

織側に存在している一部のものは、にあるものどうしが互に結びつき、結びつ

いた細砲の用紙には、ヘマトキ νリシ・エオνン染色で桃色に染まる繊維があらわ

れてくる。

以上述べ/こ変化がその間出

ピースの外出 i二皮;Y¥変形しながら

して、真珠核が接荒しているLfx足筋の表ffliiこは、

続袋上皮が形成される。そ

形成初期のものとして

収足j自に

心

に移棺されている

しだしている。そ

ともなって、

の糾抱)習であっ-c、

してい
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図72 収足筋に接近した位mにおけるツ/〆マ形成の過程.

A:収足筋の隣銭部には問阪が生じている.施術後5日.x45. B:間際内には遊走

細胞が集結している (A図の一部を拡大した図). x181. C:間際、内部l乙集結ーした遊

走細胞の多くは兵珠袋上皮l乙とりまかれてしまう. 施術後10日.x93. D: 1反足筋

の隣古11援には遊定細胞をふくんだ突起ができは じめている.施術後30日.x58. 

E:遊走細胞の集合体がれ珠核のヌ函のみに付許している突起.施術後88日.x52. 

F: 遊走細胞の集合体主投皮府とが交互にふくまれている突起. お~，ほ後98 日 . x15. 

標本の染色It.、いずれもヘマ トキyリン ・エオジンによる.n: ttf治安.p:突起.

pe 殻反回.pl 兵球目. pr: f:支柱府. ps: ~~王子、袋上皮 r 収足筋 s: 問~tt (点線

でかこんだ部分). w:遊走細胞.
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収足筋に接近した位置で形成される瓦珠は、以上述べたような経過を経て、ツノ

ダマになる可能性が高い。その突起は、“ふくろ"・“う かし"のいずれの施術部位

においても、収足筋に隣

接している右側(図73，

A・D)か左側 (図73，

B.E)、あるいはみぎひ

だり両側(図73，C・F)

の生殖腺組織部に形成さ

れる。また、そこに形成

される突起の外形は、慨

してくちばし状である。

第 3項中腸腺の

影響

“うかし"入れ施術の

際には、挿入された真珠

核が中腸腺組織に接着し

ていたり 、あるいはその

組識に傷害を与えている

ことがある。

中腸腺に接着するよう

に挿核施術 した資料で

は、正常な真珠が形成さ

れている個体が多い。こ

のように、中腸腺にごく

接近した位置にあっても

正常な冥珠が形成される

ためには、 nui術時に中

腸腺組織に似害を与えて

いないことがまず必要な

条件になる。施術時ーに中

腸腺組織に仰害を与えて

図73.京珠核が収足筋に接近している場合に、突起が

発現してくる位毘.
突起の発現位置は、収足筋にほぼ匹交した縦断面で

あらわす.したがって、図の上側が唱え体部の右側に、
下側が軟体部の左側になる. A-C:“うかじ'に
おける突起発現の位前.D-F: “ふくろ"におけ

る突起発現の位置ー
A : x5. 7. B・C・D: x 7. 3. E. F : x 5. 7.標本の

染色はいずれもヘマ トキジリン ・エオ γ ンによる.

n: n珠核.p:突起 r: I収足筋.

いなければ、中腸協の組織上!とは、 rJ;合組織の治生をともなって、正常な過程を経

た冥珠袋上皮が形成され、そのrL珠袋上皮からは正常な過程を経た分泌物がrJ;殊核
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造な蛋白質状の物質である(図75，D)。こ から

渉LBしたものと思われる。

傷害部で以と述べたような組織{設がみられるころ、他方では、傷害音13から

位置に移殖されているピースが、そのタト面上皮を変化させながら互珠袋形成を開始

している。すなわち、一方では傷害をうけた中関践の実質部の上皮が、傷口から

珠核に面した組織上にまで伸長L、他方ではピースの外国上皮が哀珠核周辺の組織

上を仲良し、それらは互に未端が交わるようになる(関76，A)。それら上皮は交叉

点においてその伸長が互に停止する(図76，A)。その結果として、傷害をうけた中

腸眠の近辺で、真珠核に面している組織とには、真珠袋ヒ皮と中腸腺の実質に由来

するJ二皮とが形成されている。中時限の笑質に出来する上皮細胞は、核内にエオν

ン好性の仁をふくんでいるから、一見哀珠袋上皮の細胞と類似している。しかし、

それが細管の場合には(図75，A)、淡黄色か褐色の色索願粒を有する色素細胞が上

皮細胞問に散在しているし、またそれが枝導管の場合には(図75，B)、その上皮細

胞の遊説縁に明らかな繊毛が認められることが多い。したがってこの点で、それら

は真珠袋上皮と区別できる。

その後、傷害をうけた笑質部では、傷口の接近している部分が癒着するようにな

る(図76，B)。傷口が癒荒した部牙で1土、真珠核に面した組織上にまで広がってい

った実質部の上皮細胞が脱落するようになる(悶76，C)。実質部の上皮細胞が脱落

して、その下層に結合組織が増生すると、莫珠袋上皮はそこまで伸びてくるように

なる。そして、その部分の冥珠核面に集積していた諸種の付着物は(図75，C・D)、

真珠袋内に巻き込まれてしまう(図76，D.E)。 その後、莫珠袋から殻皮層が分泌

され(図76，F)、そこに“乙/ミ"や“突起"が発現してくる。

なお、中腸腺が傷害をうけた場合には、中腸腺組織が壊死をおこして大きく脱落

することがある(図76，G)。その後、演窃からまぬがれた中腸腺の組織上に結合組

織ができて、その上に実務!と袋ヒ茂が形成されると(関76，H)、その部分には、さき

に述べた諸種の付着物以外に脱落した中関腺の紘織塊をふくんだ突起が形成される

ことになる。

以と述べたよう

に脱落してくることがある。その

l~~死がおこり(間77， A)、ついでその

まっても、その後、中!脱線の紙椅が二次的

(土、まず最初に、冥珠袋直下の中路腺組織に

おこした中腸l取組織が脱落してくる

(関nB.C)。その際、そこに形成されていたま球袋上皮は、中腸服組椛と一緒lこ

脱落してしまう。中H島JJ，Jiにおこるそのような二次的な病理変化には、それが中l喝隠

の近辺のみでとどまっている持合と(国77，D)、それが中1易協にはじま

までおよんでいる場合とがある(悶77， E)。その後、その病変部の

されると、 ツノダマ、後者の場合ばコブ

η
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図76.傷容をうけた中腸腺の病理変化と、その部分における其珠袋上皮の形成状態.
A:真珠核局辺の組織上に1[11長した中腸腺宍質部の上皮とA珠袋上皮とが交わってい

る状態.施術後15日.x48. B:突安t部の傷口が怒iUする状態.施術後15日.x48. 
C :n珠核に面した組織上に広がっていった実質部の上皮細胞が脱浴する状態.施術
後15日.x98. D 傷害部が治絞した部分に兵珠袋上皮が1~lびてくる状態. 施術後 8
日.x48. E:傷出部が治癒した部分にA珠袋上皮が形成された状態.施術後8日.
x98. F:諸留の付f{1物をまきこんだ兵珠袋上皮から殻皮r;'iが分泌されている状態.
施術後10日.x48. G:似 11の近辺が前泌をおこしている状態.施術後10日.x13. 
H:ti't幼郊の外側に只珠袋上皮が形成されている状態.施術後10.x48.標本の染色
はいずれもヘマトキジりン ・エオ γ ンによる a:諸笛の付Jl1物.mg:中腕腺.
n: 真珠核 ntm : 中!場腺のj~死組絞. pa:中胸腺宍空f部の上皮.pe:殻皮脳.
ps:其珠袋よ皮.
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中腸腺組織に二次的な病理変化が生じるのは、つぎに述べるように、i封苫部と真

珠核とのあいだにピースが介在している場合に多い。その際にはまず、{日告を うけ

図77.{窃lliをうけた中腸j協が、一度治癒したのちに、 =次的に病理変化をおこしている

状態.

A :，n珠袋直下の中腸!協組織が、壊死をおこしている状態.施術後37日.x52. 
B:中腸)似の組織が法務していく状眠施術後31日ーx18. C:中腸腺組織のii'HMと
同時にp;珠袋上皮が脱落している状態.施術後31日.x1C6. D:中腸腺の近辺の組織

だけがil'{認証をおこしている状態.施術後108日.x 9. E: n珠該周辺の会組織が潰
泌している状態.施術後31日 x9.撚本の染色はいす.れもヘマトキ γ リン ・エオシ

ンによる. g:生殖腺.mg:中腸線 n:兵珠核 ntg:生殖!協の壊死組絞 ntm :中

脇腺の1裂死組織.pe:殻皮，:.'i. ps 兵珠袋上皮.

た実質部の上皮細胞が、上述のよ うに変化しながら 、!勾口に治って広がる。したが

って、ピースと自主をうけたrj'脇腺組織とのあいだは、 施術後、しばらく結びつか

-114ー











である。真珠核の一部には足糸線控部の上皮組織、一部にはピースに由来する

袋上皮が形成されていることがある(関80，E)。その場合にはカケダマが形成され

る。このカケダマには足糸が付着してないことがある。

さきにも述べたとおり、左右のi以足筋合一部から足部にいたる筋肉組織の内部に

は、層状筋肉葉と呼ばれる組織があって、その組織の各控内には、足糸根が形成さ

れている。その部分の筋肉組織を破壊した場合には、内部の層状筋肉棄の腔部も破

壊されることになる。その控部が破壊された場合には(図81， A)、まず控部の組織

全体が真珠核の周辺にひろがり(図81， B)、そのIJ主部のと皮細胞は真珠核周辺の組

織上をさらに移動する(図81，C)。その結果として、莫おiミ核が層状筋肉葉の一つの

腔内に挿入されたようになる。居状筋肉葉の腔部のと皮に媛着している衰弱z核の上

には、エオ νン好位の足糸が付着ーしている(図81， D)。その際、葉珠核に面してい

る組織上の一部にピースの外国上皮に由来する莫珠袋と皮が形成されていると、ヵ

ケダマが形成される(図81， E)。

層状筋肉葉が傷害をうけた場合には、その一部の組織が、壊死して、脱落するこ

とがある(図81，F)。そのような場合には、その後、それら脱落組織を包含するよ

うに真珠袋上皮ができるか、浅うるいは残存している層状筋肉葉腔部の)部の上皮組

織がそれら脱落組織をとりまいてしまう。それら脱落総織をとりまいていると皮が

哀珠袋上皮の;場合には、殻皮層が多量に分泌され、ゴブジダマ(図20)や、殻皮層

翼珠が異常発達してくるO またその際、一部には扇状筋肉棄の控部の上皮組織が、

そして一部にはピースに由来する翼珠袋上皮が形成されると、それら脱落組織をふ

くんだカケダマが形成される。

第 5項腸管の影響

v土、賜宮の

までひろがってくる。その結果とし

にとりまかれしてしまう (図82，A)。

うけた-\:~>>合には、傷口が法活ずる可能性が低いが、ごくまれに

ることがある(図82，B)。

用語(iこのびた関宮の

られる。

脱落し?と

心。
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腸管がl波i要されている状態('I(図82、A)、施術後20日ぐらいまでならば、観察で

きるが、それ以後後殖した資料には、このような状態がほとんどみられない。 この

ことは、傷害を うけた腸管が、図80，Br乙示すような経過を経て治癒したか、ある

いはその傷害が原因して擁死したこ とを意味している。

“ふくろ"入れ施術では、ピースが腸管の近辺に移植されるが、腸管が大きな傷

害を うけている 場合には、ピースが周囲の 組織と結びつかず崩壊することがある

(図80.C)。

図82.傷密をうけた腸管上皮の伸長 (A) と癒i白 (B)、 ならびにその近辺に移値され
ているピ戸スの崩製状態 (C). 
A:施術後7日.x38. B:施術後20日.x17. C:施術後7日.x7. 6.標本の染色
はいすsれもヘマ トキ y リン・エオγ ンによる i:腸管のよ皮 m:ピース.n:t:U来核.

第 6項論 議

本節では、収足筋 ・中腸腺 ・足糸腺 ・Jl量管などの諸器官が哀務長形成におよぼす影

響について述べた。

前節で述べたよう !と、“う かし"と “ふくろ"のいずれの施術部位においても、収

足筋に接近した位置では、ツノダマになる可能性が高い。藤岡と立石 (1961a)も、

収足筋!と援活-した位置かまたはその近くで哀珠袋が形成されるときは、冥珠袋細胞

が ??通のものに比べて背が向く 、 殻皮U~物質の分泌が多い傾向にあったと幸!1 じてい

る。

r~珠核が収足筋に接近している場合には 、 くちばし状またはこぶ状の突起がl収足

筋に隣接している生殖腺の組織部に向かって形成される。またそこに形成される突

起の内部には、哀.珠袋から分泌された殻皮居や稜柱層のほかに遊走細胞が多数ふく
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まれている。その突起にふくまれている遊走細胞は、 らLUて、収足こ開

接している生殖腺の組織部に集結したものである。そして、それら遊走細胞の集合

体の上には、殻皮層が厚:く沈荒している。

この際、そこに形成される突起[土、

成問ではなく、それ以、前に、

!習が呉A常に多く分泌されたことが註援の

に遊走細胞がふくまれていることが根本的な

成因となっている。ここで問題になるのは、冥珠核が収足筋に接近している

に、どうして収足筋に隣接している生F直線の組械部に遊走細胞が集結するのかとい

う点である。本章・第4百iの実験でもわかるように、真珠核と

だに間践を作ると、その間i誌にはそれらと同一形態の遊走細胞が

る。すなわち、主主珠核が収足i誌に接近している

殖j誕の組織部にFdJ隙が生じやすいということである。

その間隙をもたらす原因としては、まずJ1父足筋のJ主主Uがあげられる。押入された

冥珠核が収足筋に接近している場合に、施術後、ー烹珠核の接近による刺激や貝自身

の述勤または人為的な衝撃などによって、収足筋にJlX忠告がおこり収足筋が太くなる

と仮定すると、真珠核の移動が三与えられる。そのようにして真株核が移動すると、

収足筋に隣接している生絹似の組糾部には、間践が生じる可能性が披it~û される。密

83はその過程を図示したものである。この図

した場合のみを仮

!こ示したが、実際にはその移動方向が多種多

あろうと忠われる。たとえば図に示すよ

うに、足部GRが収によってR'に肥大し、

N'の村民!こ校前1;したとすると、 S

じる
R 

図83.収足筋が真珠形成におよ(まず
思影響を推測した様式図.
l以足筋RがR'に肥大すると、去
核NがN'に移動し、 Sのところに

間以が生ずる.

される

鞄術部イなにおいては、その阪におこる

ることを暗示している。

、Jjぇ足筋に隣接している生

で形成される炎芯l士、多くのふJJ合収足の右

側(と方)に「占jいて受達している(表6)。こ

においては、

、多く

に向かっていることな示してい

る。 “ふくろ"

いろいろな方向に向かってい

可
S
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以上述べたように、挿入された真珠核がl以足筋に接近している場合には、真珠核

の移動にともない、収足筋に隣接している生嫡腺の組織部に間際が生じ、その結果

として、その部分に遊走細胞が集結するため、そこに突起が発現してくる可能性が

高いわけである。

収足筋の隣接部に間隙が生じる原因には、このほかに、哀珠核の通路の問題があ

る。すなわち、収足筋の右側上部は、“うかし"・“ふくろ"いずれの施術部イ立に挿

核する場合でも、真珠核の挿入通路となるO その際、真珠核が収足筋に接近してい

て上述のように軟体部右11~IJ に向かって移動すると、莫珠核の通路は、ますます癒着

しにくくなり、施術後しばらく間隙として残ることになる。その通路には、結合紹

織化に関与する遊走細胞が集結して、その通路が癒着されようとするが、癒着以前

にその通路に沿った部分で真珠袋が形成されると、そこに突起が形成されることに

なる。

アコヤガイの遊走細胞の分類および機能についてはいろいろ論議されているが、

石灰沈着に関与するもの (Tsujii，1960;町井， 1957)、食作用を有するもの(中原，

1962)、間障の結合組織化に関与するもの ()II_ヒ， 1952;青木， 1957b・1961a.b)な

どがあらうとされている。莫珠核と周辺組織との間隙部イ立に集結する遊走細胞に

は、本章・第 4郊で述べる笑験で託明されたように、間陳の結合組織化に関与する

機能がある。施術後、真珠枝周辺の組織上に、結合組織化に関与する遊走細胞が集

結する点については、多くの研究者が認めている(中原・町井， 1957;L[j口， 1961; 

町井， 1961;育ゥド， 1961a)。

挿入さわした真珠核が収足筋に接近している場合でも、冥珠袋形成以刊にそれら泣

走細胞が、 l民足筋の隣接部に生じている間隙に新しい結合組織を形成し、その間i掠

ると、突起が形成されないことになる。その間

すみやかに形成させるためには、施術後すみやかに健康問復させなければならな

い。この点からも、施術直後の健康管辺にはとくに注意する必要がある。

一方、収足筋の隣接部;これと、 I1JJr涼が生じやすいから、その部分における

成はむしろおそい方が

その間隙部位に施術後、

させるために望ましいことになる。それしり:、

IIドびてくると、そこに集結している起

にとりまかれ、そこに突起が発現してく

る可能性が高いからである。正常立珠をうるためには、 ピースが小型の方がよく

(小竹・河村， 1957)、 また収足筋ーからできるだけ離れた位置にピースを移植し?と方

がよい(田辺・田畑， 1957c) と報ぜられている。これらの告は、収足筋隣接部に

発現する突起の出現防止対策に関連した興味ある報告と忠われる。

収足筋以外の諸器官には、挿入された真珠核が接荒していても、異常性があらわ

れないことが多い。しかし、それら諸器官に傷害を与えた場合には、今回の観察結

果のとおり、そこに生ずるいろいろな病到変化が、主珠形成に恐影響をおよぼした

つム
円
ノ
ゐ

1
よ



り、施術貝の生涯機能を低下させて艶死に至らすことがある。

哀1米核が中腸Hi事 l付部に挿入された場合には、 9"鴻ljq~を構成している実質(細管・

導管)がいくつか破i衷されることが原因して、:真珠形成に異常性があらわれる。

された実質部には上皮の再生現象がまずみられる。すなわち、

は傷口に沿って広がり、遊走細胞が関与して、傷害部("1治癒に向かう。中路践の

傷害部が治癒した場合には、治癒過程に諸植の細砲や有機物が真珠核面に付着し、

それら付泊三物を包含した真珠袋が形成され、そこに突起が形成される。さらに、中

路線に傷害を与えた場合の特徴ある変化は、その傷害部が治癒する過程か、あるい

は治癒後に再度、中腸組織が壊死をおこして脱落する個体が多いことである。こ

のことは、 うけた場合、，，!:rB揚j埠組織が生娘腺XJi織に比べて おこしやす

いことを示している。その際には、組織の脱落が傷害部だけにかぎっておこる

と、それが中i揚腺組織部にはじまって冥珠核j河辺の全組械にまで広がる場合とがあ

る。中腸腺に傷害を与えた場合、組械のH兄落が哀珠核周辺の全総怖にまで広がるこ

、生取機能の低下をもたらし、それが京国と

なって、朱核周辺の全車II給にわたっての病政的変化を誘発することがあるためと

推定される。

足糸腺あるいは層状筋肉交ーなど おこる組織変化の

は、それらの腔部の上皮総絡が玄珠核周辺の組織上にのびてくることである。こ

の変化は再生現象であって、生物学的には告書をうけたのちにおこる王~~な反応と

いえる。珠核周辺の組機上に形成されるこれら上皮組簡は、消失することがない

から、その部分にはピースに出来する が形成されないことにたる。その

として、挿入された翼政核はカケダマやνラダマになる。なお、この際にえら

れる νラダマには、それらJ:皮組織の働きで形成された有機物がかぶさっている。

えた場合には、腸管の上皮が真珠核に而した組尚上にのびてく

る腸管の再生反応であって、生物学的には正常な反応、とい

し 7~こえる。

されて、そこにV ミや突起がうを現してくる

が考えられる。しかしこのように、傷者をうけた腸管が治癒することは珍しく、多

くは傷口が広がってしまって、なかな

口の治癒がながびく ~*li合には、そ

l士号こ至らしめることになる。つまり、

常の成悶になるより、結死の原白!となる方が多いものと

A

i

、
y
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本節では、挿入された真珠核の周辺に間隙が生じている際、そこに集結する遊走

細胞の行動を調査し、それらの細胞がもっ機能について考察することにした。そし

てまた、ピースを挿入した場合、その部分にどのような真珠袋が形成されるかにつ

いて、組織学的な観察を行なった。

真珠核と周辺の組織間に間陳ができるように施術するために、あらかじめ図85に

示すような窪みを有するきず核をパラフィシで作り、それを生殖線内に挿入した。

挿核施術は、 1960年8月20日に、英)実湾におけるー養嫡場

つ持一一-4-5mm一一一発

図85.欠刻をつけ
ナニバラフイン核

の模式図.

で、上記パラフィン核(図85)を用いて、 3年生母貝に行な

った。施術方法はつぎのとおりである。

1) 間隙部f立に集結する遊走細胞の行動を追求するため

に、 と記パラフィン核のみを生殖腺内に挿入した。

2) 間隙部イ立における真珠袋形成をみるために、 ヒ記パラ

ブイン核とピースとを生殖腺内に挿入した。なお、こ

の際には、つぎの二とおりの施術をした。

I)冥珠核と組織との間隙内に遊走細胞が集結しつつある

ときの真珠袋形成の過程を調べるために、上記パラフィン核を用いて、ピー

スの同時付け施術※をした。

五)真珠核と組織との間隙内に遊走細胞が集結したのちにおける莫珠袋形成の過

程を調べるために、上記パラフィン核を用いて、ピースのあと付け施術※※

をした。 ピースのあと付けは、と記ノtラフィン核を挿入したのち 20日おい

て、 9月9日にピースを挿入し、その核に密斎させた。

施術後は間養殖場で養殖し、養殖日数を経た資料を順次採集した。採集した資料

l士、直ちに10%ホノレマリン液で国定し、必要に応じて三塩化酷酸・ホノレマリシ混液

(5%三塩化酷酸9:ホノレマリン1)で脱灰し、パラフィン法で組織切片にした。これ

ら組織標本には、デラフィーノレドのへマトキ i/9シ・エオジン染色、アザン染色、

あるいは結合組織化された部分の繊維を染めだすためにグェルホブの染色にヴア

ジ・ギーソシの後染めをほどこした。

なお、これら回定標本の観察以外に、間隙に集結している遊走細胞の生体観察も

あわせて行なった。

第 2項 間隙に集結する遊走細胞の組織化

挿核後 2日ないし 5日間経過すると、パラフイシ核の窪み(真珠核と組織との間

※ピ{よえ持入直後に真珠核きど挿入して、組織中で、両者を密主雪させる施術方法。

話渓まず真珠核のみを挿入し、数日おいてピ{スを組織仁村の真珠核に筏鳶させる施術方

法。
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隙)には、国86，Aに示すような遊走細胞が多数集結してくる。これら遊走細胞は、

生鮮時にはほぼ10μ位の大きさで、細胞質の突起を伶*'(とさせながらアメーパ状の連

動をしている。その窪みには、これら遊走細胞以外に生F直結!抱や生描腺から脱落し

まじってみられることもある。?事核後 5日ないし 10日間経過するころに

は、パラフィン核の窪みが侵入してきた遊走細胞でいっぱいになる(図86，B)。し

かし、遊走細胞は、まだ互に遊離状態である。同定標本によると、これら

の外形は、図86，Cに示したように、ほとんどのものが球状あるいは円錐状である。

なかには紡錐状、オタマジャク ν状などのものもある。球状あるいは円錐状をして

いるものでは、直径が約5μほどであるが、紡銭状やオタマジャク ν状をしているも

のでは、長?圭が10μ あまりある。細胞内!こは球状をした純白核がやや片側に偏した

位置に 1佃あり、細胞後はへマトキ νジシ

胞質は、ヘマトキ V リシ・ヱオ ν

で桃色と青の中間色によたってみえる(図86，Cのwa)。

己主、めカ2fこい。

tこ弘主主り、 アザ

している

が互にほぼ同様であるから、

生じている

しまれには、~三誌の呉なった泣走細泡カミこれら

る。その一例としては、間86，Cのwbのような大型の追走細胞があげられる。 この

(図86，Cのwb)、を質の大きさにくらべてお1]胞桟が小さい。 こ

のような異形相泡がまじっていることはごくまれであ勺て、 Fi可踏における

な変化l士、おもに上述の小さな球状の遊走相指(限86，Cのvva) によってなされ

維が、

で桃色に

く、短く、そして

パラフィン核の窪みに集結している

る(閲86，D)。このようにして窪みの内

体ができる。 *!tjfヨ状!こ

く、ヘマトキ νリン・エガジン染色で

とじっ

と、窪みにおける

エノレホブ・ヴブン・ギーソ

染まる細い

配列方向が不罰則である。 i珪走細胞の

初

ゆるいゴこめ、

11.-; 

し、ること

ハh
u

勺
L





がある(図86，E)。遊走細胞の集合体と とは、そこに出現し

びついている。挿核後20fJないしは 1カ月間ぐらい経過するころになると、窪みに

している遊走細胞の集合体内には、全域にわたって繊維があらわれ、

織との境界が不明瞭になる(図86，F 10 

窪みに集結している遊走細胞の数は、集結初期からそれら細胞の集合体が網筒

状になるまでは密である(図86，B-D)。 しかし、その集合体内に織統があらわ

れし、結合組織化するころになると、それら細胞の数は疎になってくる(図86，E. 

F)。
それら遊走細胞が窪みに集結してから、その集合体全域に繊維があらわれるまで

の時間jは、窪みが浅い場合の方が、深い場合より短い。

なお、真珠核と j海辺組織との間隙部位に流入している生殖細胞は、結合組純化

した遊走細胞の集合体内にふくまれて、まもなくる化消失するようである(関86，

G)。

第 3項 間際部における真珠袋形成

I ピースの同時付け施術の場合

ピースと謹みを右するパラブイシ核とを

術後 L~問ないし 10 日間経過すると

、tui

まった遊定細胞は、結合組織化される以前に、実妹三i上皮;こまき込まれてしまう

可能性が高い。烹珠袋内にまき込まれたJI!i走細胞は(図87，A)、その直後であれば

細胞核がへマトキνリンに染まり、細胞質がエオνγ!こ渋染し、まだその細胞が右

する染色性を失っていない。

一方、それら遊走細胞を取りまいている部分の芸I止法上戊は、異常[こ j手くなる

(図87，B)。 この頃でも、泣走細胞が立珠袋上皮の細胞!日jを通って、その窪みの内

音[iへ侵入するのが認められる(図87，B)。そして、 にまきこまえもている元Z

走細胞は、死滅して、次第にその形態と

合体のJ:には、設f立留が分泌される(図87，C)。

る殻 E~隠の量l土、パラフイシ核の表-r@て司直接分泌されるその量より多いのが普通で

ある。また、 f式決P 隠と遊走細胞の集合体とが交

(関87，D)。 分i必物にまさ込まれて死滅し

ならびにその染色性が変化し、細胞質がj炎掲色に色づいてくるため、ヘマトキ V~

y ・ェォνγ染色で美しく染まらなくなる。また、それら制胞のうちには、すでに

細胞の形態が不明瞭になっているものもある。その結果として、含まれて死滅した

遊走細胞の集合体l士、全体が茶褐色な塊になる。

i技走細胞の集合体の上には、 Jf-k皮層の分泌がかなり長いおい
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組織に変化してくる(図88，B)。

なお、 i塁走細胞の集合体の上に頁珠袋上皮が形成される際には、その集合体の上

辺に冥珠袋上皮が形成される場合と(図88，A)、その集合体の内部を突切って真珠

袋上皮が形成される場合とがある(国88，B)。前者では、そこに冥珠袋上皮が伸び

てきた際、それら遊走細胞の集合体の結合組織化が完成されていたものと思われ

る。しかし後者では、そこに真珠袋上皮が伸びてきた際、その集合体の上辺部にお

ける遊走細胞の結びつきが一部不完全であったため、それら一部の遊走細胞が冥珠

袋内にまき込まれてしまった結果であろうと推察される。一部の遊間I~状の遊走細胞

をまきこんだこの真珠袋上Iたからは、殻皮陪が多く分泌される(関88，B)。

第 4項論 議

本筒?では、図85に示すようなパラフィン核を生殖腺内に挿入して、まず、パラフ

イン核の窪みに集結する遊走細胞の行動を調査し、ついで、その部分における冥珠

袋形成の状態を観察した。実際においては、その窪み、すなわち翼珠核と組織間に

生ずる間隙は、組織中にあるわけで、ある(図84，A)。

いずれにせよ挿入された真珠核と周辺組織とのあいだに間際が生じている際に

は、そこに多数の遊走細胞が真珠核周辺の組織中から侵入してくる。それら遊走細

胞は、その後、互に網目状につながり、さらに変化が進むと、それら遊走細胞の集

合体の内部には繊維があらわれてくる。そのように変化した遊走細胞の集合体の上

辺には、真珠袋上皮が形成される可能性がある。これらの結果から、葉珠核と組織

間に間関ができている際には、遊走細胞の働きで、その間隙部に繊維結合組織が形

成されることがわかる。すなわち、間隙に集結する遊走細胞には、その間践の結合

組織化に関与する機能があるということになる。中原・向井(1957)は哀珠袋形成の

ごく初期に、外套膜ピースの内固とそれに直接に接している!i'¥'j間組織との間には、

多数の遊走細胞がはいりこみ、それら細胞が、互に網目状につながって結合組織化

し、ピースと周辺の組織とを結びつけるようになると報告している。そして、その

網目状構造にみられる繊維は、アザン染色およびメチノレブルー・エオ V ン染色で背

く染まるという。ま7'c)11上 (1952)は、アコヤガイ外套膜の再生現象を観察してお

り、内外両れした皮からのびてきた再生上皮が袋状をなし、その袋内に中庇菜起源の

遊走性の細胞が集って、再ヲヂを1'1'ると述べている。

Gatenbyと Hill(1934) (士、 Helixaspersaの外套膜を組織培長し、アメーパ

状細胞の行・到について興味ある観祭をしている。すなわち、培養後241市:問を経ると

多数のアメー

なるという。そしてこれ

繊維を染めだし、こ

臼右-り、大きなスぺースを占めるように

にメチルフソレー・ヱオνシ染色で育く染まる

相自に変化したアメーパ状細胞の偽足であると
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している。ね胞が瓦に結びついた際にみられる蹴維が、細胞質の一部が転化し

たものであるのか、あるいはまた、制胞の!主物であるのかなどについては不明な点

が多い。

手代木・大切 (1959)は、イズミオオクズムジ Bdellocethalabrun刀eaの再生

を観察し、再生体の!日組結前方から後方約 0.3111111までの部域において、最も高い類

度で新生細胞の移動および分裂散が認められ、これら細胞は切断後3~5日自に最も

多くみられると述べている。すなわち、正常再生において、切断伺TIfrに集まる新生

1五胞は活性古からのもので、それより速いifrから移動してくるとは考えられない

と報じている。立石川支周辺の間隙に集結する遊走細胞も、その近辺の組織中から移

動してきたものと推測される。

子ド戸・岸田 (1961)はスジホ νムνモドキ Siρlωnosomacumanense Keferstein 

の吻の初期再生を観察し、再生芳三を構成している細胞を 4程?と分けている。 また

Kido (1958・1961a・1961b)はプラナリアの再生芽rl--rの細胞を観察し、全く未分化

な全能性※の細胞が単一種で集合しているのではなく、それぞれ将来の分化に関与

する特殊性をもった数種の細胞によって、それが構成さわしていると述べている。真

珠核と周辺組織との間に集結するJli1走細胞は、その多くが、細胞核の形態や細胞の

染色性などからみて同一種とみなされる。したがってそれら遊走細胞によって翼珠

核周辺に結合組織が作られることは認められるが、さらに、それが他の組織に分化

するかは疑問で、ある。

以上述べたように、真珠核と向辺組織との間に涼が生じた際には、その間際部

位に侵入してくる泣走細胞が関与して、その間隙古rsの結合組織化が行なわれる。実

際においては、泣走細胞の結びつきによる総合組織化以外に、本章・第 1岱?におい

てすでに述べたように、間際部周辺の組問がIq!長し、互に結びつく変化が同時に行

なわれしているものと忠われる。伸長した相互の利震えがれjlびっく際にも、中原・町井

(1957)が述べているように、)jji走前T¥胞が関与していることになる。

そのFJJI涼lc果結しずこ泣走細胞が結合組織化するまでには、かなりの時間が必要で

ある。また、その組織化の初期には、生殖j主主組織との界出付近で、その組織化が

一部完了するだけで、それより反対側に存している泣走細胞は一部遊離状である

(図86，E)。 したがって、ピースの“同11相、j会け施術"において、冥珠核と，向辺組織

との間に出!認が生じている均合には、その間|埠に集約したj住走初日]包が、:互に結びつ

以前に、その集合体の全部あるいは一部

の細胞が、 t~{珠袋内に取り巻かれてしまう可能がl勾い。そうした場合には、その

間際部に“νミ"や“突起"などが形成されることになる。

ピースの“あと付け施寺町"の

した走制胞の倣きによって、

l士、ピース会挿入するまでに、その間隙が、集

ることがあるから、そこに新しく

-石どの組織の細胞にも分化しうる性質をいう。

門
/
ム
U
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;fr:三成さ

には、その

付け雄術"においても、

合同士、図88，B iと

内lこ巻き込まれてしまう

起"が形成されることになる。

される可能性が高い。そうし

しないことになる。しかし、“あと

と対辺組織とのあいだに生じている間際が大きい場

復から考えて、組械化未完成の遊走細胞が一部広珠袋

l士、そこに“ジミ"や“突

とりまいている部分の真珠袋1二皮からは、設皮層の分泌がか

なり長時間にわたって持続し、そこに厚い殻皮層が形成される。この原因について

はまず第 1に、 j真珠袋[吋[こまき込まれている遊走市ill/JBlの染色性が変化している

ら考えて、それら泣走細胞の変質によって生じた物質が、真珠袋上!主を化学的に刺

し、それが原因して多量の殻皮層の分泌をうながしていたのではなかろうかと忠

吉フiもる。

間隙の結合組織化が完了するまでの時間l士、 Rtj隙の大きさに関係し、間際が小さ

いほどその組織化が速い。また、結合組組化の速度は、施術後の母体の生涯機能の

高低によっても左右されることが想像される。したがって、挿核施術の際、哀珠核

と将将司l'こ間隙が生じないように施術することはもちろん大切であるが、?ととえ間

際が生じたとしても、その間鴇がすみやかに結合組問イじされるように、施祝日貝の健

ることも、

第 5節 採耳文部(立を異にする各ピースの真珠袋なら

びに真珠形成

1項材料と研究

さ11.-るiニめに、

向知の事実である。アコヤガイの外套菜、こ関しては、[玄坂によってその形態(小

1954; Ojima， 1952 ;中原， 1962)、ならびに化学組成 (Tsujii，1960) 

が異なっており、貝殻形成按誌にもぽ域による特球出がある(小 1951a;Kawa-

あるが、外套肢から

[刊につながる

おーム



そこで著者{士、この問題を明らかにするために、外套映を外套膜縁 ・外套縁膜な

らびに外套腔の 3部分に大別して (図89)、それぞれからピースを採取して、挿核

施術を行なった。 そして、 それら採取部イ立を異にする各ピースの冥珠袋ならびに宴

珠形成の過程を比較観察した。

図89.アコヤガイの外套般の背腹方向の断面図.陰画.x10. 
m 外套膜禄.p:外套設膜 c:外套腔 os:外套肢の外面 is:外套膜の内面.

sf :殻側紹 mf:中央飽 if:内側経j.

挿核施術に使用 した各ピースは、図的に点線でかこんだ範囲内からそれぞれ切り

取ったものである。すなわち、外套膜縁部 (図89のm)のピースは、先端の三つの

ひだをふくみ、ひだの基部から切りとったものである。ここでは、三つのひだを、

それぞれ殻側摺 ・中央摺ならびに内側招とl呼び、そして各ひだの貝殻に向かってい

る函を外国と呼び、その反対側の面を内函とl呼ぶことにする。外套縁脱部 (図89の

p)のピースは、外套縁l出部外面にみられる色線むがほぼ中心になるよ うに切り取

ったものである。外套腔部 (図89のc)のピース('i.、外套腔部のほぼ中央部から切

り取ったものである。ピースを採取したアコヤガイは、あしかけ年数 3年生であ

る。そしてピースの大きさは、一辺が 2柳内外の正方形になる ようにほぼ一定にし

た。

これら各ピースと4-5棚直径のパラフィン製の冥珠核とを用いて、1956年 4月28

日に各ピースの外面がパラフィン核の表面!と接着するように 3年生母貝に施術し

た。この実験の挿核施術は英成湾におけるー淀殖場で行ない、その施術貝('i.間安殖

漁場で後殖して施術後100日までに数回にわたって採集した。 採集した各資料l土、

ただちに10%ホルマリン液でほぼ一昼夜間定し、必要に応じて三塩化酪酸とホノレマ

リγの混合液 (5%三塩化酷自主9;~ ノレマリ γ1)で脱灰し、 パラフィソ法!としたが

完E外主主将.;)!I'.'!部外面に肉照的l乙認められる賞伺色 ・茶褐色あるいは黒褐色の細い色線。
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って組織標本にしたoMi線標本の染色には、デラフィーノレドのへマトキνリン・エ

ォνン染色をJ'Hいた。これら標本について、採良部位を異lこする各ピースの真珠袋

ならびに翼珠の形成過程を比較観察した。

なお、外套縁膜部ピースの内面上皮の生殖腺内における変化を調べるために、再

度1961年 7月27臼に、外套縁膜部ピースとパラフィン干支とを用いて挿核施術を行な

った。この際のピース採取にあたっては、とくに内面の上皮細胞が剥落しないよう

に注意した。この資料は施術後48日までに数回採集した。標本の作製法などは前記

した方法と同様である。

また、各ピースから形成される真珠の品質については、 1959年 7月3日にそれら

各ピースと 5mm直径の貝殻製の翼珠核とを3年生母買に挿入し、その後約半年間養

殖して形成された真珠の品質を比較観察した。

第 2項 外套膜縁部ピースの真珠袋形成

挿核施術l士、殻{則摺の外商上皮が哀珠核に接着するよう iこ行なった(図90，A)。

しかしまわしには、ピースが挿入途中で反転して、その内側掲の内面が莫珠核に接若

していることがあり(図90，B)、あるいはまた、ピースの三つのひだ(殻側摺・中

央摺・内側招)がそれぞれひらいて冥珠核に接若していることもある(図的， C)。

いずれの状態に移植されでも、施術後しばらくすると、タト套;良縁部ピースと生殖腺

とは、、接した部分で結びつくようになる。

ピースと生殖腺組織との結びつきは、移植された外玉三膜縁部ピースの位置的状態

によって、異なってくる。たとえば、ピースに採取した際の切断面のみが、生殖腺

と結びついていることもあれば f図的， A)、設側摺と中央摺の末端の一部が

と結びついていることもある(間90，B)。また、内it1[J摺内面と

外部の一部、ならびにピースの切断自がそれぞれ生殖服組織と結びついていること

もある(図的，C)。結びついた部分は、細胞と細胞とが網目状になっており境界が

不明瞭になる。ピースと生殖腺組織との結びつきは、相互間に多数集結し

砲によってなされる。

外套j良縁部からとったピースの各部rnJのと皮l士、生殖腺と結びついたところを経

て、生殖腕、の組織上をのびていく。関90，A.Cの組織像l士、設(員lj摺の外国上皮が変

犯してj寧ろえをまし、その上皮が真珠核に面した生殖腺の組識上をのびている状態を

示している。また、図90，Bの組織訟は、穀側橘と中央摺の冬内外両面、関90，Cの

組織像は、設側檎の外国と内側摺の内外両面の上皮がそれぞれ生殖腺の組織とを仲

良している状態をあらわしている。すなわち以上の結果からわかるように、タト套膜

縁部からとったピースでは、穀f~1[J 間外面以外の各ひだの上皮が剥離せずに残存して

いることが珍しくなく、また、それら各上皮が生殖腺の組織上を伸長することも明
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らかである。

らとったピースの殻外出のと皮は、 J二Il::の尽さが20Jkイ立でお℃

て、後述する外套縁)良部ピースのタj、比l上皮 (8-10Jk) よりやや厚い。

腺に移植されて、組織上をHí長する頃には、さらに厚くなって、 30~50 Jk の厚みに

なる。そして、殻側裕外出のと皮細胞は、設側摺が生姫路jiと結びついている部分か

ら発して、生殖IJJj1の組縞上に広がる。その上皮細胞が広がる際には、一部のものが

遊走院をおびているようである。広がっていった末端部の上皮細胞は、王子くて (5p

位)、 扇王子である。殻側倒外国の上)JJ細胞にEIJ米する玄殊法上皮には、そのとJJz細

胞間に、色の色索願粒を冶する色宗主lJ胞がところどころにみられる。

宮内ほiの上1:[( は1O~15μ ほどの厚みで、その上皮には、外国のと皮に比べ

て、色素細胞ならびにエオジン好位の頼粒を右する綜細胞が多くみられる。その上

くなり (20~30μ) 、 上

京珠袋様の上皮組怖を形成する。形成

されたその上l:!::'千rには、

があまり認められない。

タト套j泌総部ピースの中央摺の内外jllU の上Iたはいずれも10μ程度の厚みで、その

と皮Iドiこり色京削胞が12.富にみられ、上史料J)J副首jや上皮直下には、エオνシ好性の

粒を有する ~if細胞やへマトキ ν リン好性の粘液をふくんだJJ!~細胞が多数みられる。

とくに、鼓皮満(紋と中央裕の出)の底部には、その上包間や上JJf直下

に、エオ νン好性の

J~.l支細胞に i士、そ

している。なお、中央摺の内外何回の

られる。これらの上皮が:主知!以内で{I[l長す

る阪には、上反細胞の7与が肖くなり (20-30μ)、

σ〉

る。形成された

し

られるように伝る。

時施術後16日. x24. C:殻倒閣の外出と内mU'rMの内外両面の各上皮がさi=:9.広E誌の組織と

をのび、"[-，犬閉が脱落している状態 花前後158. x24. D:殻ifUJt2外部と殻皮潟P'g
に殻皮Piiがi:t完ぎしている状態.施術後初日. x20. E 殻1HUi'習が退縮している状態.

施術後49日. x52. F:支柱!慢が沈濯している状態.施術後羽田. x52. G:真珠核
の表面に沈読物がなんらみられない伏主主.施術後34日. x50. H:稜柱服の沈滞、が続

いている状態.施術後100日. x234. I : J芝山長隠のj/尤芦が部分的にはじまっている状

態施術後1∞臼. X234. cf:ピ{スに切りとった際、の切断詔.g:生帰服.
i巴1:内側間内部上皮 iem 仁和夫i守内面上皮 ies:殻仮IJ間内問上皮 if:内側ft
mf:中火祁LmlTI:外套開設部ど{ス n・真珠核.oel 内側約外面上皮.

oem 中夫??1タlli:i上皮 oes: 1t~加1) if~タ百と皮. pe:殻皮JIT:i.pl :真珠1，"').pr 稜柱PEL
ps:真珠袋上皮.sf: ~Tl1日!m1.
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外套!l良縁部ピースの内iHIJ摺の内外両国の上皮はいずれも10μ程度の厚みで、その

ーヒ皮中には、中央摺のそれと同様に色素細胞が控富にみられる。また、その外国の

上皮中には各種の腺細胞が多くみられるが、内面の上皮中では、それら腺細胞が内

容物を放出して空状になっているものが多い。なおまた、この内外両国の上皮細胞

には、その遊離緑、に繊毛が認められる。この上皮が生殖腺の組織上を伸長する際に

i士、上皮細胞の背が高くなり (20~301_L) 、上皮細胞が周囲に広がって生殖線の組織

上:に;真珠袋様の上皮組織を形成する。その哀珠袋様の上皮の形成過程ならびに形成

されたその上皮の形態などは、さきに述べた中央檎の内外両聞の

合とほぼ同様である。内側桝の内外両国のと皮に由来する の細胞に

;士、その後間もなく、繊毛が細目包の遊離縁に認められるようになる。

なお、外進)J史縁部からとったピースの各部聞の上皮l士、以上述べたように生殖腺

|勾で仲良する反問、生殖腺の組織に接している部分で消失することがある。たとえ

ば、図90，Cでは、殻似IJ招の外聞ならびに内iWI間の内面上皮が、生殖腺組織に接清

している部分で、一部消失している。また図90，E では、内 1~lIl摺の内面全域が生現

腺に援活A しており、その部分の上皮がすべて消失している。

タト套膜綾部ピースは、以上述べたような組織変化を経て、三つのひだのいずれか

の上皮が起源となって、真珠核周辺の組織ーとに上皮組織を完成するつこのj二皮細胞

の内部には、その起源がいずれでもっても、明瞭な仁をもった2~5μ 大の細胞核が

ふくまれている。この上皮組織の完成速度は、移植されたピースのイ立置的状態や母

貝の個体差などによって一様でないが、1O~20日を経るころには、ほとんどの個体

が真珠絞周辺の組織とに上皮組織を完成している。

外套膜縁部ピースによって形成されたいろいろな上皮組織のうち、殻皮層の分泌

がまずみられるのは、設1lUI桝外国にあたる部分と、設皮j誌の内部である(図90，D. 

E)。 殻皮溝の内部にみられる殻皮層が、どこから分泌されたものであるかは明確

でない。図的， Dにみられる殻皮層の形態は、殻皮溝の底部からはじまって、それ

が糸状につながり、真珠核の表面にいたっている。この形態からすると、その殻皮

層は殻皮i苦底部の上皮から分泌されているように忠われる。しかし、国90，Eにみ

られる殻皮閣は、退締過程にある殻仮IJ摺の形態に沿って形成されている。この形態

からすると、そこにみられる殻皮層は、殻似.11摺内面から殻皮溝底部にいたる全域か

ら分泌さわしているようにも息われる。これらの点については今後の研究で決定した

い。殻皮溝の底部をのぞく中央裕の外面上皮には、殻皮層分泌の機能を有していな

いことが1:2Zl90，Eの組機像から推定される。

中央摺内面と内初、.11摺内外両国、あるいはそれら上皮に由来する翼珠袋様上皮に面

する部分には、 層の分泌が認められない(図的， D. E)。 したがって、これら

は機能の点からみると、真珠袋と皮とはいえない。図90，C・Dの組

織像には、内 ü~J摺内自の上ß(に面する部分に、一見分泌物のようなものがみられる

-138一



が、それらは脱落した上皮細胞か、そこに侵入してきた遊走細胞であって分泌物で

はない。

施術後1. 5カ月ほど経過すると、~珠核の表面に殻皮膚についで稜柱層が分泌さ

れている個体がみられるようになる(図90，F)。しかしなかには、殻皮層の分泌し

かみられないものもある(図90，E)。前者の稜柱層を分泌している真珠袋上皮は、

その形態から殻側摺外出の上皮に由来しており、後者の殻皮層分j必の真珠袋上皮

は、その形態から殻皮溝底部または殻側橘内面の上皮に由来しているものと推定さ

れる。すなわち、移植されたピースの位置的状態によって、ま珠核をとりまく上皮

の起源が兵なるから、分泌状態にもそのような差異が生ずるわけである。以上の結

果からわかるように、殻側摺外面に由米している上皮は、施術後1.5カ月ほど

すると殻皮層分泌から稜柱摺分泌に変化するが、殻皮溝底部ならびに殻似IJ摺内面の

上皮は、施術後1.5カ月ほど経過しても殻皮隠分泌の段階でとどまり、これら以外

の上皮は分泌機能をもつにいたらないようである。

殻皮層を分泌している上皮細胞は、円柱状で、細胞の高さが70-100μに達してい

ることがある(図90.E)。稜柱層を分泌している上皮は、その厚みが種々で、

厚いところでは40~50 Jh ほどもあるが、薄いところでは5~10μ ぐらいである。

細胞はいずれの上皮にも、上皮細胞間に介在しているが、施術後日数を経過するに

したがって、それら色素細胞が組織外へ脱落したり、あるいは組織内へ移行ていく

のが認められる。

施術後約1.5カ月経過しても、外套縁部ピースの移植位買には、変形した三つ

のひだが残っており、複雑な冥珠袋上皮が形成されている(図90，F)。ピースの移

植イ立置に形成される真珠袋上皮の担雑さは、移植されたピースの位置的状態、ある

いはその後のピースの成長状態の差共によって、さまぎまで、ある。本一平・第 1加に

おいて述べたように、投錨で通常用いられている外套縁1良部ピースでも、移植さ

れたピースの位置的状態が哀珠核に対して異常な場合には、そこに複雑な真珠袋上

皮を形成することがある(例えば悶52，B)。その際には、その複雑な立政;袋上;之の

~~，~こ沿って、その上皮の外側に分泌物が構成されるため、その部分に突起ができて

くる。しかし、外在IJ史械部ピースを施拐に用いた場合には、ピース

成されている複雑な真珠誌上j立の形には関係なく、豆球核の表iThitこ沿った形で分泌

物が形成されることがある(凶90，F)。すなわち、外表11史縁部ピースの移植位置に

形成されていると);%:のうちには、分泌機能をもってない部分があるわけで、ある。

分泌、機能をもっていない部分の上f支には、とくに色素細胞が多く、その上皮細胞

のj告書げまには明らかな繊毛が認められるのが清道で、ある(図的， E.F .G)。

能をもってないこれらと皮は、上皮の形態から、中央摺または内側摺の各国いずれ

かのと皮に出来しているものと推定される。これらの上皮細胞で玄珠核がとりかこ

まれた場合には、“νラダマ"になる(図的， G)。
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外喜!良縁部ピースが翼珠袋形成を行なう際には、ひだの脱落と退縮がおこる。図

90， Cの組織像では中央摺が脱落していく状態が明らかに認められ、また、図90，E 

では、殻側摺の退縮が分泌された殻皮層の形態、から明らかに認められる。つまり、

ピースの三つのひだは、生殖腺内では、脱落するか退縮して、将来不明になる。

外套膜から採取直後の外套膜縁部ピースの各ひだの上皮中には、黄補色・茶褐色

あるいは黒褐色などの色素粒をふくむ色素細抱が多くみられる。それら色素細胞

は、哀珠袋完成後しばらくは、ピースの移植された部分、あるいはその付ー近の上皮

中にほとんど原形のままで残存しているが(図的， A-G)、100日を経過するころに

は、上皮中にそれら色素細胞が認められなくなる(図90，H・1)。それら色素細胞

は、その間に、真珠袋からの分泌物にまじって組織外へ放出されたか、あるいは組

織中に移行したものと思われる。

また、採取直後の外套膜縁部ピースの中央摺ならびに内側摺の上皮細胞には、そ

の遊離縁に、光学顕微鏡で認められる繊毛がある。それら繊毛上皮細胞も、生殖腺

内ではしばらくのあいだ残存するだけで、いずれ消失してしまうのが普通である。

施術後 100日を経過している 5標本を用いて、莫珠袋からの分泌状態を調べてみ

ると、 4標本では殻皮層が真珠核の表問にまず形成され、その後採集されるまで引

続いて稜柱層が形成されており、真珠層の形成がみられなかった(図的， H)。残り

の1標本では、真珠核の表面にまず殻皮層が沈着し、ついで稜柱層が厚く発達し、

その後、ごくわずかではあるが、真珠層が部分的に形成され始めているのが観察さ

れた(図90，1)。なお、このころの真珠袋上皮の厚みは、稜柱層を分泌、しているも

のでもきわめて薄く、一般に 5-10μ であった。

第 3項 外套縁膜部ピースの哀珠袋形成

養殖場で挿核施術の際に用いられているピースは、この外在縁膜部から採取した

ものである。ピース採取にあたっては、通常、外套縁膜部外聞に肉眼的に認められ

る色線を目安とし、その色線がほぼ中心になるように切り取っている。ピースの大

きさは、冥珠核の大きさに忠じて多少変えているが、一辺がおよそ2-3棚の四角形

をしたものである。本試験では、まず通常の方法で採取したピースを用い、そのピ

ースの外面が生殖腺内でまj朱核に援活‘するように施術した。

外套縁膜部には、筋肉繊維の分布が密であるために、外套縁膜部ピースは、ピー

ス採取時の刺激で組織が収縮しており、生殖緑内へは、収縮した状態で移植される

(¥:2]91， A)。 生殖腺内に移植されたピースは、外国が真珠核に接荒していなければ

いけないが、しばしばピースと翼珠核とが分離していることがある。 [1可者が分離す

るのは、その多くが、施術の不手際に原因している。しかし、生殖勝、が成熟してい

る母貝に挿核施術を行なったi窃合には、持核技術が上手であっても、遊離した生殖
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細胞が相互間に流入し、その結果として両者が分離することがある。いずれの原因

にせよ、両者が分離している場合には、生産される哀珠の品質に期待がもてない

(本章・第 1節・第3項)。

移植されたピースの外面上皮は、ほとんど剥落せずに外套膜時代の形態を保有し

ているが、内面と皮は大部分が剥落し無くなっているのが普通である。内面の上皮

細胞は、最lJi躍しやすいので、ピース作製の際に内面の粘液をとり去るとき、粘液と

一緒に大部分が主IJ落してしまう。

移植されたピースの外面上皮と真珠核開には、粘j夜と脱落細胞とがわずかにみら

れる(図91， A)。その後ピースは、筋肉の収縮がゆるんで、ピース組織全体が伸び

て浮くなる。ピースと哀珠核とが窃着している際には、その仲び方が大きい。

ピースが周辺に仲びて薄くなるころには、ピースの外国上皮細胞が局平な細胞か

ら円柱状の細胞に変化し、ピース端部の上皮はすでに生殖腺の組織上に伸びている

(凶91，B)。 ピースの内面では、内面の上皮細胞がほとんど剥落して基底膜が露出

しており、その部分が生殖腺の組織と結びついている。ピースの内面と

との癒着には、遊走細胞が関与している。なお、その様の移植台となっている生殖

腺の組織は健康な状態でなくてはならない。

ピースの外面上皮細胞は、さらに移動して、真珠核周辺の全組経上に広がり、冥

珠袋上皮を形成する。ピースの外部上皮細胞は、

した組純上や真珠核の表面には斎床しない。死滅し

いる泣走紙1I胞の集合体が真珠核の表面に付荒している

組織上にピースの外出上皮細胞が蒼床する。

完成された真珠袋上皮の細胞は、ピースの移植位置で背が高く (70μ ぐらいに達

することがある)、円柱状であるが、その末端部では、背が低く (5~10μ) 、

な{泣三上に惹床するが、

ら
品、

/よ

る(図91，C)。このころのピースの内出l士、内

内面全域が生殖服組織と結びついている。

していなければ、

完成さ

に 2

ース

、その

るいはその近辺におけるそれは、おもにじ

[11ゴミしている

は、走細胞が関与しているが、

i位走細胞の集合体を取りかこん

るo 公が完成されるまでの [1

のこの時期には約1O~20 日

りの~2:がある。

タトヨミl浅から採取直後の外音縁j良部ピースの外面上皮中には、

胞がわずかにみられ、またJ:皮細胞間には、形態や染色性の異な

、水温によって呉なるが、水温が 18~200C 

長の完成速度は、個体によってもかな

つムAH
 



胞が認められる。それら色素細胞や線細胞は、ピースの移植された位置付近の真珠

中には、真珠袋完成後しばらくのあいだ多少残存していることがある。しか

し、それら色素細胞や腺細胞は哀珠袋形成時にあまり速くへ移動しないから、

袋完成直後においても、伸びていった末端部の真珠袋上皮中には、外玉三肢からうけ

ついだそれらの色素細砲や腺細胞がほとんどみられない(図91， C)。

莫珠袋が完成するころには、 層が真珠核問に沈着しているのがみられる。普

通、まず最初に殻皮)警のちこ清がみられるのは、ピースが移植された位置の真珠袋上

皮からである(図91， D)。一般に、ピースが移栂された位買では、他の部分に比べ

て立珠袋上[tはj享く、殻皮層の分泌が早くはじまり、またその分泌量も多い。この

ころに資料な採集すると、ピースが接差していた真珠核の表面には、“ピースのつい

たあと"と呼ばれるνミがついている。このνミは、ほとんどの場合に認められ、

実珠形成の初期の現象としては野通である。ピースと真珠核とが分離していて、相

互間に遊離した細胞を多量にふくんでいる場合には、異常に多くの殻皮層が分泌さ

れ、そこに形成されるそのνミが厚くなる。ピースの移植位置以外でも、遊定制砲

や脱落し?と細胞・組織をふくんでいる部分では、冥珠袋上皮が厚くなり、殻皮層の

分i必量もその部分に限って多くなる。

形成されてまもないころの殻皮!習は(悶91， D)、細い帝のように見える。ホノレマ

リン回定、ヘマトキ νリン・エオジン染色の標本によると、そのお日い予告:全体がエオ

νンで赤く染まって主主械造にみえることもあれば、赤く染まったこまかい頼粒が多

数じゅず状につながって J常をしていることもある。あるいはへマトキジリンで

背く淡染した帯の中に、さきの赤く染まった頼粒が多数ふくまわしており、帯全体が

紫にみえることもある。その後、さらに分泌が進んだころの殻皮層の構造は、エオ

く染まった無構造な常に見えるのが普通である。殻戊層を分泌している真

は、予?のi;;gjい円柱状の上皮細胞からなっている。この殻皮層の分泌が採集

されるまで続行した場合には、殻皮層真珠が形成される。

パラフィン核を用いた場合には、真~~~袋が形成されるとまず殻皮層の沈着がみら

れ、ついで校住居が形成され、のちに冥 rf{~層ができるのが普通である。しかし、分

泌初期に限って、哀珠袋上皮からの分泌物は必ずしも全体にわたって同一ではな

い。たとえば、 の形成がみられるころには、一部ではすでに実珠層が形成さ

れており、なお、他の部分ではいまだ引続いて殻皮膚の分泌しかみられないといっ

た具合である。すなわち、実珠袋完成後しばらくは、冥珠袋の分泌機能が部分的に

異なっているのが一般的な現象として認められる。このころでは、同一個体におい

ても、分泌、機能が部分的に異なっているから、真珠袋上皮の形態も部分的にちがっ

てし、る。

設皮層の分泌から稜柱層の形成に変化している翼珠袋上f芝は、一般に、背の低い

弓柱状か、あるいは立方状の上皮細胞からなっている。稜柱層は殻皮層についで形
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成され、初期にl主主珠枝の表面に対してほぼ垂直なコシキガンの住ないしは犬

状物として観奈される。その後の技枚目の成長状態はさまざまで、それらゴンキオ

ンねが集合して一本に太くなることもあれば、そのまま引続いていることもあり、

あるいは、そのコンキオン柱が相く何本かに細分されることも応る。そしてそ

から、それらコンキオンリン柱に度交した水平なコンキオリン宿が、ある間隔をお

いて多数形成されるようになる(毘]91， E)。それらコンキオジンの柱と院はエオ乙/

ンに好染し、ゴンキオリンのj主と層とで格子白状に仕切られている各内部には、ヘ

マトキ V リンに淡染ずる湾紙とやや浪染する薄ii史とが交互に積重なっている。この

校柱揺分泌が採集まで続行した場合には、設柱自耳よ朱が形成される。

ら主ieiミ居形成に変イこした部分の哀珠袋」二皮l工、前三JとなJ二氏細胞からなっ

ている(関91， F)。その井手袋上皮中には色素細胞が認められない。立去iふミ上L止の

細胞聞やその直下には、しばしば腺細胞が認められる(悶91， G)。この脱出li胞には

大別して、エオ νン1こ好染する泣をふくんでいるものと、ヘマトキ ν日ン

する粘液をふくんでいるものとがある。これら腺細胞の多く

したものと忠われる。形成されている真珠l習は、ヘマトエ子 νリンにj炎染する

やや浪染する薄肢が、被着面;こ対してほぼ平行した状態で、幾重!こも

ってできている。

ピースの外国と皮以外の位誌が退化消失する咋対J'&、、

貝の個体;?i~などによってまちまちであるが、多くのもの

過している。結術後 100[i を経過した長不な日j いて又l);;~与とからの

みると(悶91.H)、さきのタト奈脱縁部ピース古川いて1001:を経過

日・ 1)によじベて、真珠核にÌ~こ活ーしている分泌物全体の忌は少ないが、

のほかにかなり忠弘、玄ぷ出が形成されているのが百通である。なお、

は、どの部でもほぼ一様に ~'iJまくなっている。

ピースの内向上氏出11胞の住民について、池山ドCJo

ピース{下裂のこ、内

してしまう。したがって、

している円i白J二次も、

内訪Fど全く Jヂしにご

うと、そりf'''J二ギt:I胞は、施術後しばらく

そして内1mと残存しているから、その部分[こ t之、

じ、その空洞に沿って門商 Lr;Zぷi Ll砲が広 7J~つ

よってji三成されたと皮中には、エオ νン好

みられる。このj~.

、いずれ

ょう

している(図92，A)。

と結びついてた

ている(間92，B)。その内

日:の粒ーを右する総細胞がみられ、

皮からは、主珠能成物質の分泌がみられない。 また、この
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部から採取した通?者のピースを用いたさきの結果に比べると、傾向的にやや短い。

悶93，C・D{'I施術後100日目までの分泌状態を示した組織像である。施術後100日

までの分泌状態を、外套膜縁部ならびに外去縁膜部ピースを施宇野に用いた場合のさ

きの状態(図90，H・1; I頭91， H) と比べると、殻皮層と柱柱躍の全沈着量はそれ

らに比較して一般に少ない。とくに稜柱層は沈着量が目だって少なく、部分的には

その沈着がほとんどみられないことも珍しくない。真珠層の沈着量l士、外套膜縁部

ピースを用いた場合のそれより多いが、タト套縁膜部ピースを用いた場合のそれより

は一般に少ない。また、哀珠尼の沈着量は部分的に不均一な場合(図93.D)が多

し、。

第 5項 各ピースによって形成された真珠の品質

採取部イ立を異にする各ピースによって形成された翼珠の品質を形質別に分けて、

比較してみると、外套膜綾部ピースからは、“稜柱層哀珠"の出現率が高く、“ツノダ

マ"の出現率も高い(表8)。またこの際にえられるツノダマの異常部には、部分的

に冥珠)習の沈蒼がないものがある。なお、外套膜縁部ピースによって作られた冥~

層票彰台※ l之、その内部に1支柱慢を多量にふくんでいるから、一般に外観色が泥色を

呈している。

表8. 採取部伎を異にするピ{スの種類と真珠の♂l質との関連住

設.持核施術は中珠2倒入れ.

ピースからは、“チ Dメンダマ"(図94，A)や“ドロップダマ"(函94，B) 

のLH現率が高い(表8)。またこの際にえられる去は、外奇縁服部ピースからの

提唱表f自に真珠胞が1:七芳しているもので、正常真珠と不正形真珠とをあわせたものをいう。

門

i
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なくて、外套脱がおかれているなんらかの条件によって、変化することがある

(Kawakami， 1952;辻井， 1960)。貝殻に多毛類が穿孔すると兵常に多くの殻皮層

が分泌されるのは(太田， 1960)、このよい例である。

外ヨ三!践が正常な状態にあるときは、以上述べたように、部位によって、その形態

ならびに貝殻形成機能に特殊性があるが、生殖線に移植され、主主珠袋上皮に変化し

たのちまでも、それら区域による特殊性が保持されるかどうかは、異常哀珠の成因

につながる問題として重要視される。

いられてし、る通常の外套縁j良部ピースの冥珠袋ならびに哀珠の形成過

程については、 Kawakami(1952・1953);中原・町井 (1956);青木 (1956);町

-中原(1957);中原・町井 (1957);町井 (1958) ;諮問・立石 (196la) らの

諸研究が為るo Kawakami (1952)、和巳 (1959b) らは、タト套膜縁部ピースの生殖

腕、内への移椴試験を行ない、外套膜縁部の本来の分泌機能が、生嫡腺に移植され、

真珠袋上皮に変化したのちまでもかなり保持されることを指摘している。外恋腔部

ピースの移植試験はまだ行なわれた例がない。

本郊では、外套[瑛縁・外套縁膜ならびに外套腔からそれぞれ採取した各ピースを

挿核施術に用い、真珠袋ならびに真珠の形成過程を比較観察した。その結果は、以

上述べたとおりであって、どの部位から採取したピースでも、貝殻に接していた外

面の上皮が哀珠核に援荒していると、最終的には、翼珠構成物質の分泌機能を有す

る扇平な哀珠袋上皮に変化する可能性がある。しかし、それら真珠袋上皮からの分

泌物については、採取部イ立を異にする各ピースによって、質的あるいは量的な差異

がみとめられ、外套膜の区域による分泌機能の特殊性が、生嫡腺内で冥珠袋上皮に

変化したのちまでも、かなり保持されることがうかがわれる。以下、採取部佼も異

にする各ピースの真珠袋ならびに真珠の形成機能について、考察してみること Il:.す

る。

三つのひだをふくむ外套膜縁部ピースは、移植後各ひだをおおっているそれぞれ

の上皮が形態を変化させながら生殖腺の健康な組織上を伸長する。その結果とし

て、いずれかのひだに起源を右する上皮組織が真珠核の周囲に形成される。 j設側摺

外国の上皮あるいはそれを起源としてfLflびたと皮からは、まず設BtJ習が分泌され、

ついで緩むこ層が形成される。殻皮溝の深部から殻1C{ll摺の内面上皮あるいはそれを起

1')まとして伸びた上皮からは、 自の形成はみられるが、施術後 L5カ月を経過す

るころになっても稜柱層の発達がみられない。その他の上皮あるいはそれを起源と

して伸びたと皮からは、いつまでたっても殻皮膚の分泌すらみられない。すなわ

ち、移植前に分i必械能を有してたいと皮は、生殖腺!こ移植され、来袋様のと虎に

変化しでも、分j必機能をもつにいたらない。したがって、

のひだのうち、分泌域!名古もたない部分の上8:が、真珠枝の向辺をとりまいた場合

には、真珠が形成されないことになる。和田 (195gb)も、
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νラダマの出現率が高いと述べている。タト套院縁部ピースを用いた;場合に、分泌物

がみられるか、みられないかは、移植されたピースの位置的状態によるものと忠わ

れる。

分泌機能をもたない外套j良縁部ピースの中央摺ならびに内側摺の各上皮は、

院に移植され、真珠袋様の上皮組織に変化したのちも、移植前と同様に繊毛を有

し、上皮細抱間には色素細胞が豊富である。しかし、外套諜時代にみられた豊富な

腺細胞は一部消失している。すなわち、外套膜縁部ピースの中央摺ならびに内側摺

の各上皮は、一部の変化をのぞけば、生殖腺に移植されたのち、真珠袋様上皮に変

化しても、その形態が外套膜時代の形態とほぼ類似している。しかし、これらと皮

細胞は、生娘腺内での寿命が短く、いずれ消失してしまう。これらの上皮細胞が消

失する点については、 Kawakami(1952)の観察結果と一致する。

外套』莫縁部ピースから形成されたいろいろなよ皮組織のうち、設側摺外面の上皮

細胞に由来する哀珠炎上皮には、真珠袋完成後しばらくは、色素細胞がところどこ

ろにみられ、浮い部分が多いが、施術後 100日を経過するころになると、稜柱躍を

分泌している場合でも、その真珠袋上皮には色素細抱は認められしず、また厚い部分

もなくなっている。すなわち、外套膜縁部ピースの鼓叔IJ摺外面の上皮は、生殖腺内

で真珠袋上皮に変イじした際に、形態を変化させるが、消夫することがない。

また、タト套燥縁部ピースを施予19'に用いた場合、施術後しばらくは、三つのひだが

生殖内に残存するが、 100日を経過するころの資料では、それら三つのひだが認め

られない。それら三つのひだは、その問に多分、退化消失したものと居、われる。外

套牒周縁部を切除した;場合には、 )11上 (1952)が報じているように三つのひだが再

生される。しかし、今回行なった調査のように、三つのひだを生嫡線内に移植した

場合には、それら三つのひどは、分泌機能を有する一部の上皮細胞のみを残して、

退化消失してしまうわけで、ある。以上の諸点は、はなはだ興味ある事実である。

外ヨミJ漠縁部ピースの殻i員IJ摺外国のよ皮細胞によって、冥工米核をとりまく真珠去が

形成された場合には、表8に示すとおり、殺層亙珠の出現率が高く、

とえ形成されても、その量は外套縁j度部ピースから形成された正常な冥珠における

より少ない。すなわちこれらの結果は、タト套j民縁部ピースの殻仰l摺外部の上皮細胞

に由米する哀A蹴袋上皮では、殺校摺分泌の段階でとどまってしまうものが多いこ

とを示している o Kawakami (1952)は外套膜縁部ピースの移植試験を行ない、

術後 1カ月を経過しても、稜柱/習のみの分説、しかみられなかったと報じている。今

回の著者の観祭でも、 100日目までは稜柱層分泌の段階でとどまっているものが多

い。しか

珠には、

(1959b) 

した資料では(表的、わずかな しているのも

でおおわれた哀珠になっている。しかし、それらの

泥色をしているものが多い。和田

して読料な採集し、ぞはり哀珠院のj完治?し
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ているのを観察している。そして、哀珠層の沈蒼がみられるのは、外套縁膜部を完

全に切除しなかったことが原因であろうと述べている。この原因については、貝殻

稜柱層の形成にあずかっている穀但IJ摺外国の上皮だけを生殖線内に移植し、そこに

形成される真珠袋 I二皮が、真珠層分?必の機能を有するに至るかどうかを確めてみな

ければ明らかでない。

外套縁膜部から採取した通常のピースからは、その外面上皮に由来する真珠袋が

形成される。その真珠袋は、一時的には殻皮層と稜柱:層を形成することがあって

も、最終的には、 と皮細胞が扇平となり、莫珠層を分泌する機能をもつようになる

のが普通である。しかし、外套膜における分j必機能の部位的差異が固定的なもので

ないのと同様に、外套縁膜部ピースから形成された真珠袋からも、稜柱層真珠や殻

皮膚莫珠が出現することがある。このような異常現象は、その原因について不明な

点が多いが、母液液中のカノレνユームや有機質の量、母液中のPHの値、あるいは真

珠核の表面に付着している不純物の量など、物理・化学的な諸要素の差異によって

生ずるものと考えられている(和田，1957b . 1959a)。

養殖場で用いらオ守している外套縁膜部ピースの内面上皮は、ピース作製の際に、内

面をガーゼやスポンジなどでこするため、大部分がその時すでに剥落している(高

山・中原， 1956)。そのピースを生殖腺に移植した場合には、外面上皮が真珠袋を形

成する以前かその直後に、それら内部上皮細胞は消失するのが普通である (Kawa-

kami 1952・1953;青木， 1956)。しかし、内面を全くこすらないようにして作製し

たピースでは(図92)、施術後約1.5カ月ぐらいまで、その内面と皮細胞が生殖腺内

に残留する。しかしその内部上皮からは糞珠構成物質が全く分?必きれず、それら内

聞の上皮細胞はいずれ消失してしまう。その結果として、ピースが移植されたイ立置

の烹珠袋二と皮の直下には空洞が生じることになる。内外国を全く摩擦しないピース

を用いた場合、キズダマ※主主が多いと報ぜられているが(蓮尾， 1959)、その原因と

して、今回観察した空洞が関連しているように芳えられる。すなわち、その部分の

真珠袋が破わして、その空洞部へ向かって哀珠袋上皮が伸長すると、そこに突起が形

成される可能性が考えられるからである。

ピースからは、やはり、その外間上皮によって、分泌機能を有する田平

な真珠袋上E立が形成される。形成されたその冥珠袋上皮には、外套腔者[3に特有な大

型の娘細胞が上皮宣下にみられない。そ らの分泌状態をみると殻皮層と

の分泌量が少なく、稜性層の分泌がほとんどみられない部分も珍しくない。

そしてまた、外套腔部ピースによって形成された雲寺珠l士、莫層の巻きが概して薄

い。貝殻~珠層の生長量は、外套腔部にあたる昨殻筋近辺に少なく、外套縁膜部に

おfこる との境界部近辺に多いと報ぜられている(中原， 1961)。すなわち、外

i~ 分泌物の前駆物質。

法~:: J実珠業者l土木論文でいう“ツノダマ"をー殻に“キズダマ"と呼んで、いる。
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套j陸部ピースの外国ヒ皮によって形成されたこ

の点からすると、外套続時代の したのち

までも保持していることになる。なお、外套日空部のピースからは、“ドロツブプ。ダマ"
， 

や“チリメンダマ"のl出士却1E現見ヰ

らうけついだものでで、あるかどうかlは土、外套s空部に面する員数

に類似した構造をし

ているかどうかを締めてみなければ明らかでない。

今回の研究結果から、タト套j慌の区域による分泌機能の特殊性が、

に変化したのちまでも、かなり保持されることがほぼ明らかで、ある。したが

って、持核施術の際には、ピースの採取部位に留;色、することも異常真珠の出現防止。

のために必要なことである。

第 6節 挿核時期と真珠の歩留りならびに品質との

関係

第 1項材料と研究方法

持核時期と真珠の歩留りとの関係は英j実湾浜島奥部の迫子浦にある

1660年と1961年の 2年聞に挿核施術を行なった中珠※ 2個人れの施術貝約82万個体

を資料として調べた。各挿核時期における真珠の歩間りは、養生期間※致内におけ

る施術貝の艶死率と脱核不であらわした。ここで、いう脱核率とは、養生期間内

脱核数から、死良にふくまれている核数をさしひき、これを生貝の総数の 2倍で除

したものである。各施術貝の養生期間内における提死率ならびに脱核不ーは匂間ごと

にとりまとめて、そ

にした。水混は毎日午

おした。

した。各挿核時期の海況は水温であらわすこと

を測定し、これも匂間平均水誌にな

るZ三珠誌の形成過程、)ci，il立刊誌学的に詣主主することにしプニ。

~6 月下旬、 7 月上匂~7 月下旬、 8 月上伝U~9 n ヒ旬、 9 月中匂~10月上匂、 10

との関係については、

いて、

い、それ

、1956均三から1961会Jこ

※ 5.2-7.2mm直径の真珠核(小林・渡部， 1::;59)。

船長普通、施術貝ぽぬ術直後1O~20 日間?安静かなところで1邸引宣される。この期間を養

生期間と呼んでいる。調室を行なったこの妥殖場では養生期間が10日間であった。
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至るそれら各時期に、前記同養殖場で、直径約 6酬のパラフイシ核を用いて、いわ

ゆる“ 2 個人れ施術"を行なった。資料は施中~~:後迎 li去に採集した。採集後の資料l士、

ただちに10%のホノレマ Yγ;夜で間定した。回定後、脱灰の必要がある資料について

は、間定兼脱灰液 (5?台三塩化酷酸 9:ホノレマリシ1)で処Jmした。組織切片(';tパラ

フィンj去にしたがい、品目純染色にはデラフィーノレドのへマトキジリン・エオνン染

色を用いた。観察に使用した標本は全部で、 133個体で、為る。ついで、 1960年 7月2

日と同年8月18日に|司ー技術者が、前記同養殖場で、中珠 2 入れ施術を行ない、

それら[iiU資料を1962年'.1月15Fliこ浜拐げして、主主誌の品質を検討した。

挿核時期と施術後短期間内における艶死率ならびに脱核率第 2項

設生期間内※!とおけ‘る蕗死守えならびに脱核率の季節的変動l土、図95に示すとおり

で、あって、作業年度によって多少異なっている。しかし、一般的にみてその

訪は、いずれの年もほぼ同様な傾向Iを示している。すなわち、

償11-"吾 th長-0....:.
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-
唱

担戸正fピJ:f?子グ
グ¥ Kて以山川ト¥V1¥汀叫!ト¥ 川

.，J/ llj ¥!'l ¥ .￥Jタゾ ."VI-，.V)lj¥.
.11 / .. "_ • ¥. "" .…一小

島/タダ ，，)/ ~)V( ¥ ¥へ 口ペ…主主
官':'I ..IA <¥ ¥ ¥ 

5下 d 曹 ajAV54 〆戸¥¥
;Frs I /ア νL、ノ…z二

" 一 目、会1 、̂--=1960年の穿亮

町/

20 

15 

3O'c 

25 

iヨ95. 養生期間内における -~;rIi術貝の率、脱核率ならびに環境水の季節的変化.

てから、 7月中匂ごろまでは、安生期間内における賂死ネ (5%以下)・脱核率 (7

%以下)が共に低く、施術後の政過がきわめて良好でふる。ところが、 7月下勾ご

ろをさかいとして、それ以降になると、そも生期間内における奨死ボならびに脱核不

※結lil~後10 日間。
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は急、に高くなり、その後9月上・中旬ごろまで、それらの率が共に引続いて高い。

9月中・ド句ごろから以降になると、水温が下降するにつれて、養生期間内における艶

死率ならびに脱核率は徐々に低くなる。夢さ死率の変化と脱核率の変化とのあいだに

は、正の相関があって、 1960年度における資料から算出すると γ=十0.86になる。

1960年では、養生期間内における艶死率ならびに脱核率が、 7月下匂をさかいと

してその後に急激に高くなり、 8月中旬に行なった施術貝の養生期間内における

死率ならびに脱核率が、その年度における最高値を示している(賂死率15.49昔、脱

校卒23.0%)0 ]961年では、その銘死率ならびに脱核三容が、 7月下旬をさかいとし

て漸次増大し、 9月上旬に行なった施術貝のそれが、その年度における最高値を示

している (W~5'E 2f;;9. 49昔、脱核率23.1%)。

内における搾死率と脱核率の手Hi5的変動は、以上述べたように作業年度

によって、そのピークがあらわれる時期やその程度に多少の去兵がある。しかしい

ずれにせよ、今回調査を行なった英虞湾浜島奥部の漁場では、 7月下匂ごろをさか

いとして、 8月上匂以降 9月上・中旬ごろまでの夏期約1.5カ月間は、施術後の詫

死率・脱核平が共に高く、;ドー留りの点からいって、挿1交遊期ではない。すなわち、

英虞湾におけるこの漁場ゼは、 7月下旬以前と 9月匂下以降に集中的に挿核作業を

行なうようにして、 8月上旬以降 9月と・中旬ごろまでの変則の高水温時期]※には

挿核作業主ど一時中止した方が、生産される冥珠の歩留りが高いことになる。

持;3項 挿核時期と真珠袋形成

各j有i核時期における真珠袋の形成状態を調査してまとめてみると、表9に示すよ

うになる。冥珠核に沿った長円の真珠袋が形成されている正常個体の出現率は、 7

月上旬~7 月下旬に挿核施術を行‘なった資料にもっとも高く、ついで、 10月中匂~

11 月上旬ならびに 4 月下旬~6 月下旬に:lí(~術を行なった資料にそれぞれ高い。およ

その水温でいうならば、上昇時の270Cまでと、 ド降!時の24~200C との n時期にそれ

らの出現率は高い。一方、哀珠袋の形成状態が異常な個体の 1 1\現率は、8月上匂~10

月上旬に至る時期jに高い。およそので、いうならば、2rc以上と、下降時の240C 

までの時期にそれらの出現率は高い。

真珠袋の形成状態が異常なものには、その冥珠袋内に包含されている細胞や組識

の状態が異なるものがあって、それらは 2聴に大別される。すなわち、その一つは

養殖技術の不手際のために遊離した生殖細胞かまたは遊走細胞がふくまわしているも

のであり、他の一つは、病的に脱落した生殖腺の組織がふくまれているものであ

る。遊離した生殖細胞かまたは遊走細胞がふくまれている個体の出現率は(表9)、

※木論文では、 8月上旬以降9月上・中旬ごろまでの時期を“夏期の高水海時期"ま

たは“夏期の亥弱時期"と仮称することにする。
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4月下句-6月下匂と、 9月中句-10月上句との時期に施術して資料irc概して高

い。 4月-6月下旬の場合には、ふくまれているそれら細胞が主として遊走細抱の

こともあれば、それが主として生殖細胞のこともある。しかし、 9月中匂-10月上

匂の場合には、ふくまれているそれら細胞は主として遊走細胞である。

表9. 持核時期と真珠袋の形成状態との関係.

二三1主[主11竺陸一死三話豆自l豆ょ其二司吟E塑-豆壬重日二盛二一I観 察

持核時期:水温 [総数

4月下旬-6月下旬
: 180C-25"C 

7月上旬-']月下旬 3 4 1 6 2 
: 250 C -27' C (60. ']) (28. E) (3.6) 

8月上旬J-9月上旬 9 1 0 

1トAー

: 2，]oC- (28.1) (31.2) (21.8) 

9月中旬-10月と旬 4 8 4 ! 1 1 '] 
: 2']oC_240C (23.6) (4'].1) (23. 6) i I (5. ']) (100) 

10月中旬-11月上旬 4 2 7 
: 240C-20oC (5'].1) (28.6) I (14.3) (100) 

註. ( ):百分率. ※:遊降した生殖細胞かまたは遊走細胞を包含しているもの.

※※:ピ{スが真珠核から分離しているものや、ピ{スの内面が真珠核に援護

しているもの.

脱落した生殖!践の組織をふくんでいる個体の出現三容は(表的、 8月上旬から10月

上匂に至るあいだに施術した資料に高く (20%以上)、他の時期iこ施術した資料で

はきわめて低い (5%以下)0 8月上旬から 9月上匂に至る夏期の高水混時期に施術

した資料には、宿主の生殖)J射止織が脱落しているため、ピースが移植されずに崩黙

しているものもみられる(表g)。この際には莫珠誌が形成されない。

ピースの流出、ピースと哀珠核との分離、ならびに立政枝にピースの内面接若な

どに原因して、真珠袋が形成されてない個体の出現率l士、挿核時にみてあまり

去がないが、春から初芝(4-月下匂~6 月下句)と晩秋から初冬 (10月中匂-11 月

上匂)に施術を行なった日~8r.では、そのけ:J見率がやや高い傾向にある(表g) 。

の高水温時期 (8月 i二句-9月上旬)に挿核施術を行なった資料に[士、上述の

とおり、冥珠核周辺の生殖服組i泌が脱落じている個体が多い。原196には、夏期のi言

71<.i昆i時期[fこ施術した資料のうち、

落しているものを数例示した。以下は、 おこして

税務していく経過と、その部分における冥珠袋形成の状態である。
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夏期の高水温時期に挿核施術した資料における生殖腺組織の脱落は、施術後5日

目ごろにその徴候が明らかとなる(図96，A)。この病理変化は、まず莫珠核に接若

している部分の生F直線組織に壊死がおこり、それから外側に向かつて進行していく

ようである(図96，A)。早期に壊死をおこしている真珠核近辺の生殖腺組織では、

すでに溶胞壁が崩壊して不明瞭になっている。そして、生殖腺が雌性の場合には、

その内部にみられる卵細胞の多くは、全体がへマトキi/9シに淡染し、細胞核の存

在が不明で、外郭が部分的に崩壊している(図96，A)。生殖腺が挫性の場合には、

滅、飽内にみられる精細胞の病理変化が明瞭でない。それら崩壊しかかった生殖細胞

の周囲には、遊離状態の細胞が多数みられる。それら遊離状態の細胞は、主として

生殖腺の漉胞壁や結合組織などから脱落した壊死細胞である。それら壊死細胞は、

その多くがすでに細胞の染色性を失い、輪郭も不明瞭になっているが、その近辺に

は、まだ結合組織の繊維がわずかに残っている。

すでに壊死をおこしている組織の外側には、生壊死の状態にある組織がある(匝1

96， B)。その部分の組織には、核濃縮をおこしている細胞が多数みられる。その

後、生壊死の状態にある組織部の外側をさかいとして、それから内方の組織が脱落

してくる(図96，C)。壊死をおこして脱落した鴻胞壁や結合組織などは、細胞間の

繊維をうしなって、遊離細胞の集合体となっている。そしてそれら細胞はいずれ、

染色性を失い、全体が淡褐色に色づき、輪郭が不明瞭になってくる。それら遊離細

胞群のあいだには、生殖腺組織から遊離した筋肉繊維や崩壊中の生殖細胞がしばし

ば認められる(図96，C)。遊離した筋肉繊維は、生時の形態、や染色性が死後もなが

く残っているから、死後かなり経過した資料においてもその存在が砕z認される。壊

死組織の内部にしばしば筋肉繊維が存在している点は、崩壊した壊死組織が遊走細

胞の集合体と区別される一つの目安になる。

生殖腺組織の壊死は、真珠核周辺の一部の組織のみにおこる場合と、それが真珠

核全周辺の組織にまでおよぶ場合とがある(図96，D)。また、その病理変化が、真

珠核周辺にはじまって、軟体部表皮近くにまで広がることがある。軟体部表皮)Jiく

にまで、組職の壊死が広がるときは、挿入された真珠核が体外へおしだされやすく

なる。なおまた、生殖腺組織が脱落する際に、移植されているピースも壊死をおこ

して崩壊することがある(図96，E)。この際には哀珠袋が形成されない。

i哀死組織が脱落してからのちの健康な組機上には、その後繊維結合組織の場生が

みられるようになる(国96，F)。冥珠核周辺の生殖線組織に以上述べたような病理

変化がおこっても、移植されているピース組織に壊死がおこらなければ、

の外側にある健康な結合組織ーとには、哀珠袋上皮が形成されてくる(図96，F)。

死組織をとりまくように、結合組織上に形成さわした主主珠袋とT文ic;l:.、異常?に75の高い

円住状の上皮に変化し、その莫Etミ袋上皮からは

、その3実現上皮から冥珠層が分泌されると、商品価値の低いツノダマかゴブジ
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ダマが形成され、真珠層の分泌がないときは、宴珠核面にイナ若している壊死組結と

哀珠袋から分泌された殻皮層とによって、商品価値の全くない殻皮膚冥珠が形成さ

れる。

第 4項挿核時期と真珠の品質

挿核時期によって真珠の歩留りに差異が生じることは、すでに述べたとおりであ

るが、浜揚げ真珠の品質にも差異が生じることがある。たとえば養生期間内の奨死

率・脱核三容が共に低い 7月上旬に施術作業した資料と、それらの率が共に高い 8月

中旬に施術作業した資料とを例にとって、浜揚げ真珠の品質を比較してみると、両

者のあいだには明らかな差異が認められる(表10)。 つまり 7月上匂に施術作業を

行なった皆料で廿、、ムキズダマ・良品真珠など正常真珠の出現率が高く、コブ乙/ダ

マや殻皮層莫珠など異常真珠の出現率が低い。一方、 8月中匂に施術作業を行なっ

た資料では、正常冥珠の出現E容が低く、商品価値もの低いコブ乙/ダマや~;~価値の殻皮

層冥珠などの出現率が目だって高い。両資料聞における各種実珠の出現状態をχ2

法により検定すると(稜柱層莫珠と νラダマは一緒にまとめて検定した)、 χ2S= 

36.11. D=5. Pr ・{χ2s>15. 086} =0.01となり、両資料開における各種冥珠の出

現状態には危険率 1%で有意な差が認められる。

表10.挿核時期と真珠の歩留りならびに品賓との関係.

102 

持 核|施術

施術日 i貝数

106C年

7月2日

1960年

8月18日
97 

註.浜揚げ日:1962年 1月15日.浜揚げ珠の歩留り(%):施術時の挿核数に対して計算
さわしている.挿核作業:中珠2細入れ地i札※-主としてツノダマであるが、この
なかにはγノ〆マ・コブシダマを除外したほかの不正形真珠もふくまれている.

なお、浜揚げ時における の歩間りの差を χ2 h
け
ノよ

貝の歩留りについては、 χ2S = 9. 487. Dニ 1. Prぺχ2s>6. 635}口 o.01、

持/移;数に対する浜掲げ珠の歩留りについては、 χ2Sニ 53.236. 11 = 1. Pr・.{X2 s> 

6. 635} = 0.01となる。すなわち、間資料開の歩溜りの去については、詑術貝・

珠共に危険率 15告で有志、性が認められる。
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第 5項論 議

1年のうちでも挿核施術のできる期間は割合いに短い。春期の施術開始には、水

温が18
0
C以上あることが望ましいので(小林， 1950b) 、突j実(~では大体 4 月の下匂

か5月の上匂ごろから挿核作業が始まる。その後、夏期を経て晩秋の10月下位1ごろ

まで、引続いて挿核作業は可能である。初冬 (11月)には、真珠袋が形成されるの

に約 1カ月を要し、また分泌状態が来春まで進行しないから(青木， 1956)、挿核作

業を行なわない。

春期から晩秋にいたる施術可能な期間内においても、アコヤガイの生涯状態に

は季節的な変動が認められるから(小林， 1951b;和田， 1961a)、挿核施術に最適な

とあまり透してない[J寺期があるのは当然である。今回調ftを行なった突虞湾浜

島奥部の漁坊では、夏期の高昆時期の挿核作業~'Ì成績が豆、く、奨死三容・脱核率な

らびに異常真珠の出現三容が他の時期におけるより高かった。以下その原因について

考察する。

太田 (1958)は、粁晶体の年間消畏を観察し、夏期には一時杯晶体が短くなっ

て、アコヤガイが衰弱状態になると述べている。今回の調奄においても、夏期の高

水温時期!こは、施術後の緊死率が高く、一時生理機能が低下していることを示して

いる。

アコヤガイが夏期に衰弱する原因には、まず水温の上昇があげられる。アコヤガ

イの生活に最適な水温は23~250 Cであるから(高山， 1957)、それ以上になる夏期

には当然生恕機能が低下し哀弱状態を示すことになる。

花街度後の疲弊したアコヤガイの危険臨界水温は、 27
0

C近辺であろうと思われ

る(悶95)。この点l士、高山 (1957)の調査とほぼ一致する。

また、夏期の高水温時期から秋期にかけては、水温以外の外的要因として、局地

的ではあるが、子百25ガスの発生ならびにそれに関連した酸素不足などが、衰弱の原

因として知られている(沢田・丹下・関， 1958)。

なお、産卵期には、生嬬細胞の股出によって、生組院がj旦縮し、貝肉中のステロ

ーノレ・脂質・グリコーグシ遣が減少し(足利， 1951;凶中・波多野， 1952)、卵後の

はいわゆる“みず貝'岐になる。これらのことから、産卵後の夏期には、 7.K湿

などの外的要因のほかに、生殖活動に関連した内的要因も、アコヤガイの生理機能

を低下させる一要因であると三考えられる。

以上述べたように、 7月下句ごろをさかいとしてそれ以降の夏期の高水温時期に

は、外的要因や内的要国に誘発され、生理機誌が漸次低下し、生殖腺の状態も徐々

に生殖細胞の放出後期ないしは終期へと移行していくのが一般的現象として認めら

れる(植木， 1958)。したがって、この時期には、“やせている"ということでじゅう

~:~生殖践が水脹れ状の貝。
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ぶんな母貝仕立て操作もできなくなり、仕立て期間なども必然的に短くなる。この

ことも、施術後の健康回復をおくらせ(植本， 1961)、施術賞後の搾死本を高くして

いる原因のーっかもしれない。

今回調査を行なった英虞湾浜島奥部の養殖喝では、夏期の高水温時期の施術作業

は、施術後の奨死率ならびに脱核率が高いばかりでなく異常豆珠の出現率もきわめ

て高く、好ましくない。異常冥珠の出現率が高い原因の一つは、今回

奈で明らかになったように、その時期には真珠核周辺の生殖腺組織が、ザEをおこ

して、脱落する個体が多くなるためである。つまり、脱落した生殖服組織を包むよ

うにしてその外側に冥珠袋上皮が形成された場合には、その哀珠京からの殻皮層の

分泌量:が異常に多く、 その後形成されるとしても、商品価値の低いヅノダ

マやコブνダマが形成され、また殻皮層だけの分泌でとどまると、商品価値の全く

ない殻皮層冥珠が形成されるからであるc

夏期の高水温時期に挿核施術した資料では、生猫組織が壊死をおこして脱落し

ている個体が多い。その病担変化の外国については、パクテ日ヤが関与しているの

か(小竹， 1955)、あるいは、施術にともなう機械的障害だけによるのかなど、その

詳細な経過はまだ明らかでない。しかし、夏期の高水温時期には施術後の奨死率が

高い点から考えて、施術に対する抵抗性が低かったことがその病理変化の京国にな

っていることは確かであろう。

以上述べたように夏期の高水温時期には烹珠核周辺の組識がi表死をおこして脱落

する悩体の出現率が高いが、秋期 (9 月中旬~10月上匂)には、本立[J ・第 3 項で述

べたように、遊走細胞が真珠袋内に包まれ、それが原因して兵常真珠に発達してい

く悩体の出現2容が高い。これら泣走細胞は、ヌド章・第 4iliiて、すでに述べたように、

;真珠核周辺の間隙に集結して、そこの結合越路イじに関与する械能がある。それら

走細胞が哀珠袋内に包含される頻度が高いということは、それらj!註走細胞の結合組

織化の速度が真珠誌完成の速度rC比べておそいことを示している。この点から

ると、この対コ期には、母民の組織i再生の機能がまだ低いものと

ち、施祁(fiこ対する低抗性が低下している

うである。この時期に挿核施術を行なった場合には、さき

した異常真珠のほかに、追走細胞をふくん

る。なお、ピース7J';豆球交を完成する

おり (lllJ

いようである。

して、それら

j習の分泌が多いのが否通である。そ

よって生じた物質が、

)官の分j必もfうながすためであらうと
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組織をとりまくように形成された莫珠袋と皮は、土台となっている宿主の組織が

一般に不安定で‘あるから、 J:皮自体の物質代謝機能も正常でないように感ぜられ

る。

8月上匂以降、とくに夏期の高水温時期に施術作業を行なった場合には、緊死率

が高いばかりでなく、!斑核卒もi高い。脱核F容が高い原因については、その時期の生

殖腺が産卵直後であるために萎縮していることもあるが、さきに述べた“生殖腺組

織の脱落"という病理変化をおこす個体が多いこともその原因の一つに考えられ

る。すなわち、真珠核均辺の組純が油揚をおこした際には、冥珠核が体外へおしだ

されやすくなるからである。

今回の調査結果は、最近の英虞湾における一例であるが、ほぼ同様な傾向は、英

虞湾全般について認められる。 夏期の哀弱現象は奥部において顕著で、ある(高

山， 1957)。英虞湾のように、養殖i査の古い義組漁場では、;筏~!j慎やj完了、場老化により、

最近とくに漁場の生産力が低下しているといわれている(沢凹・丹下・関， 1958)。こ

のことも原因し、諸積の忠条件が重なる夏期には、とくにいちぢるしく衰弱するの

ではないかと推測される。

以上述べたように、挿核時期も実珠の歩留りならびに品質を支配する大きな要因

になることがわかるO もちろんその原因が、生五日;機能の季節的変化に関係している

ことはいうまでもない。その生理機能の季節的変化は、養殖漁場のいろいろな条件

に左右されるところが大きい。したがって漁場条件の異なる他漁場においては、そ

れぞれ調査し、地先漁場の挿核適期を把握しなければならない。

今回の調査結果から考えて、施術後、短期間における施術民の生理状態のよしあ

しが、浜揚げされる真珠の歩照りならび、に品質に大きく影響するという点は、

的な現象であるといえよう。

第 7節 施術母貝の状態、と真珠の品質との関係

第 1項材料と研究方法

、会践に生殖細胞が充満‘しでいる母貝や、生殖綜が極度に

退紡している iヨ貝には、持核J、引下が岡部であるから術を行なわない。また、生殖

陣内に吸虫類の一程 Buceρhalusmargariぬ t が寄乙?ミしているものや、貝殻内面

が黒色化しているものなど病貝!こも施術を行なわない。

l立、ほ貝仕立て操作※を経たえがHJいられるが、それらほ貝の

楽/抱術以前にIIilili1ffj母貝に人為的操作をIJI1えて、捻Jfi'1rヲの生殖細胞を放11'，あるいは吸収

させる操作。これにはし、わゆる卵抜き操作とj:l]HiJl]j刻字とがある。

句

eよハむ
『

1
1市



うちには仕立て効果が不じゅうぶんで、生殖腺に生殖細胞が充満している母貝がし

ばしばまじっている。これを“卵貝"と i呼ぶ。

また、産卵直後の夏季には、生殖細胞を放出して、生殖腺が極度に退縮している

母貝が多い。これを“みず員"と呼ぶ。みず貝7J;多い夏期に挿核施術を行なった場

合には、浜揚げされる一真珠の歩留りならびに品質が悪い(本章・第 6i~í) 。

ここではまず、生描腺内に生殖細胞が充満している“卵貝"と、吸虫類が感染し

ている“吸虫寄生貝"に挿核施術を行・なった際の哀珠形成について調査することに

した。ついで、浜揚げ時に貝殻内部が黒色化している“思変病員"を選びだし、そ

の病貝から出現してくるJi珠の品質についても調査した。

卵貝における真珠形成については、つぎのようにして調査を行なった。持核施術

は、 1956年4月28日と同年6月24臼との 2回にわたって三重県突虞湾のー養嫡場で

行なった。まず、施術室に運ばれた施術用母貝の生殖腺の状態を生殖細胞の充満し

ている卵貝と、生殖細胞の比較的少ない対照貝との二つに外観から分けた。そし

て、それぞれの母貝に4~5棚直径のパラフィン製の真珠核を用いて、同時付け施手liJ

を行なった。なお4月28日の挿核施術に使用した母貝は、いわゆる“知]制"操作を

経たものであり、 6月24日の挿核施術に使用した母貝は、いわゆる“卵抜き"操作

を経たものである。

各資料は、施術後間養殖場で養殖し、適時に採集した。採集後の資料は、ただち

に10%ホノレマリン液でほぼ一昼夜固定した。固定後の資料は、パラフイシ法にした

がって組織標本にした。脱灰の必要がある資料については、固定から脱水にうつる

あいだで、三塩化酷酸・ホノレマリン混液 (5%三塩化酷酸 9:ホノレマリシ1)を用い

て脱灰処理した。標本の染色にはデラフィーjレドのへマトキ V~y. エオ V ン染色

を用いた。観察に用いた標本は、卵民に施術したもの21個体、対照貝に施令Itrしたも

の37個体である。

吸虫寄生貝における翼珠形成については、つぎのようにして調査を行なった。挿

核施術に用いたこの病貝は、上記同養殖場で1960年 7月1f1から同年7月10日に至

る10日間に、施術室にはこばれた施術}刊の母貝のうちから肉眼的に判定選出された

ものであるO この病貝 103個のうち、 68個体には 4~5mm直径のパラフイン核、 35個

体には4~5mm直径の貝殻製の真珠核を用いて、 1960年 7 月 15 日に挿核施術を行なっ

た。挿核施術は、いずれも、“ふくろ"の施術部伎に主主珠核 1個を同i時付け法にした

がって挿入した。なおこの際、施術に適当な正常な母民にも同様な施摘を行ない、

それを対照貝とした。

そしてパラフィン核挿入の資料については、施術後適時に採集し、組織標本を作

って冥珠袋ならびに真珠の形成過程を光学顕微鏡下で観察した。組織標本作製法は

上記の方法と同様である。貝殻核使用の資料については、

1月17日に採集して、形成さわした哀珠の品賞を調べた。
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黒変病貝における頁珠形成については、つぎのようにして調査を行なった。挿核

施予!ZY時に黒変病貝を選出することは、外套肢を奥部までめくってみなければならな

いので、その判定が因珠である。また正常な対照施術貝が美殖期間中に二次的に擢

病することがあるので、対照貝を作ることもむつかしい。したがって、この調査は

浜揚げ時に行なうことにした。資料は、 1962年 1月10日に三重県的矢湾のー養殖場

の浜揚げ現場で採集した。まず施術貝を 100個体採集L.開殻後、内面の黒変症状

を調べ、つぎに黒変の程度を重症・軽症・正常の 3段階に分け、それぞれから出現

してくる莫珠の品質を比較した。なお、ここでその症状が“重症"というのは、図

100， Aに示すように、左右いずれか一方、または両方の貝殻の内部が、およそ%以

上おかされているものであり、それが“軽症"というのはその液状がおよそ対以下

のものである。

第 2項 “卵員"における真珠形成

1 4月の調査

4月の挿核施術に使用した母貝は抑制j貝である。抑制操作によって、施術に適当

な状態に仕立てられた母貝の生殖線は、その一例を示すと、図97，Aに示したよう

表11.卵員と対照貝とにおける真珠袋形成の比較.

母貝の|挿核! ¥ 呉 市 1. ....J観察

…草壁塑盟二型唾金主主L一一一一!層状筋|真珠袋|
I n-t- +H:J i 市J-t--.":;'-5:ktn1tl:;r .:I:;t;~:ím!V-;1 脱落U肉葉上 1

種類(時期「 直塑里ーし空間巴|た生殖i皮の伸|不形成|総数

一一一一|一一一J一一こ塁1乏呈比重l全量|堅四一一」一一一
17 

(100) 

対照貝 16 月 1，叩i円、1''1[0弘、1r[/ ri¥I"c.Jfi¥lr1()L.rul よ、i- 1 (ム I '1~~ " c fi¥ i r1 ()円、印円 円、_(lQQL
37 

一一一一一一一一一l2_1_il∞L

1 I 2 一 I3 I 
i. (6.7) 1 (13.3) i 1 (20. Q) 1 

6 
(10Q) 

4月+6月j31口 ll¥IJI--T汀:;]…「|21
I'HJ 'un 1(14. 3)1(14. 3)1(28.7)1 (4.7)川4.7) j (9. 5) I (4. 7) I (19. 1) I (100) 

註. ( ):百分率.真珠袋内に包含されている生殖細胞や遊定細胞の量は、それがシミ

の原因になる程度を“少量"とし、突起の原因になる程度を“多量"とLtこ。

な状態、になっている。この図を見てもわかるように、前年からの持ち越しの生殖細

臨[士、そのほとんどが崩陵された状態になっている。崩壊状態の生殖細胞の周辺に
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(図91， F.G) とについて比べてみると、吸虫寄生貝では哀珠核部に沈着している

全体の分泌量がわずか 10μ 程度であるのに対して、正常母貝ではそれが 40~60μ

である。また、この吸虫寄生貝では、この吸虫によっておかされている組織が脱落

していることがあって(図的，C)、その外側に真珠袋上皮が形成されると、そこに

突起物が発現してくることになる。

この寄生虫が感染している母貝に挿核施術した場合には、施術産後(養生期間)

に施術貝の45.7%が疑死し、浜揚げまでに62.9%が緊死している(表12)。 持死率

が高かったため資料が少なくて笑験の結果は明確でないが、この病貝からは不正形

真珠の出現率が高く、不正形真珠のうちでは、とくにコンペイトワダマの出現率が

高かった(表12)。 また、 l艮虫寄生貝から出現してくる真珠は、対照貝からの真珠

に比べて哀珠層の巻きが慨して薄い。

4項 “黒変病貝"における哀珠形成

おいて、 i財務げ貝を100fjj!;]体関殻し、重・軽症あわせて87個

した。関100，A('t、重症の黒変病貝の貝殻内面をしめしたもの

であって、貝殻哀珠層の表面に殻皮層が多量に沈差している状態をあらわしてい

る。その部分における外套践の外面上;支は、 と皮が異常に厚くなっている(図100，

B)。 黒変病貝の貝殻内部には、多くの場合、多毛類が穿孔している。重症の黒変

は、関して貝殻先端の葉状片の成長が恵、く、貝殻の周辺がまるくなっている。

黒変病貝から出現してくる真珠の品質は、表13に示すとおりであって、重症のもの

からは、コブνダマや鼓皮層真珠の出現率が傾向的に高い。
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6月の調査で使用した卵貝は、卵jj}き貝から選びだされた卵貝でらって、総胞内に

ある生殖細胞のほとんどが路胞壁から泣離していた(図97，D)。この卵民に克明trL

た場合には、強胞からする生殖細胞7Y;庭球核と Lやすいた

め、生殖細胞をふくんだツノダマやゴブν夕、マになる可能性が高い。まずこ、 i提出す

る遊離生殖細抱によって、ピースが流出しやすいため真珠袋不形成の個体の出現率

も高い。すなわち、施術n日号貝の':::[:JI出版には、櫨胞壁から遊航している生殖細胞が

少ないことが望ましいことになる。

表13.貝殻内部の黒変症状の程度と各種実務長の出現状態との関係.

;黒変!供試|出

症状の

程度

重症 I49 

1 61 
軽症 I 38 

1.6 100 

14 

1ω 

設.供試貝:中珠2似入れの施術貝.浜揚げ日:1962年 1月10日.※:主にγノダマで

あるが、このなかには、アノダマ・コプシダマを除外したほかの不正形真珠もふくま

;11-ている.

アコヤガイの軟体71刊に常生する吸虫類の 1粧 Bucej泊。lusmargardaeの生活史

については、いまだ司月前Ifにされてないが、第一中間宿主がアコヤガイで、第二中間

宿主が魚類で、あらうといわれている(阪仁1，1962)。この寄生虫は、アコヤガイでセ

ノレカリアまで発育し、その後水中に泳ぎでて第二中間宿主をもとめるが、その問の

白 1:8生活期(rt1~2カ月ぐらいといわれている(山口， 1960) 。山口 (1947) は

におけるこの吸虫寄生貝の出現率を時期別に調査し、 8)'Hこもっとも高く、 2月に

もっとも低いと報じている。この吸虫の生態を究明した上で決定されるべき問題で

あるが、水温のと昇期がアゴヤガイ体内におけるこの吸虫の増殖期と考えられ、ま

すこ水温の下降J~jがアコヤガイから他への脱出期と解釈される。

この吸虫寄生員に持核施有?を行なった場合には、実珠袋が形成される可能院があ

るが(図的， A・B)、施術直後の奨死率がきわめて高く、 j兵拐げされる安政にはコ

ンペイトクダマのH:現不が[占jいよう (表12)。 またこの ら出現す
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る莫珠は概して薄巻きである。吸虫

点と、出現する

能が極度に低下していることを示している。また吸虫寄生貝からコンぺイトワダマ

の出現率がI当い原因には、この吸虫の存在が真珠形成におよほ、す直接的影響と、母

貝の生理機能の低下が冥珠形成におよほす間接的影響との二とおりが考えられる。

黒変病貝の貝殻内部には、)般に多毛類が穿子ししている。この病貝は概し

状態であり、その黒変が貝殻内面の!羽殻筋付着部にまで広がってくるときは、まも

なく銘死する(太田， 1960)。

アコヤガイの貝殻に寄生する多毛類には、つぎの種類がある(北森調査・木村発

に施術した!話会、施術後の

1961) : 

SJ!llis armillari・s(M註ller)， Polydora ciliata (Johnston)， P. j lava Clapar毛de，

Pseudopotamilla reniformis (Lenckhart)， Nereisρelagica Linne， Terebella 

sp.， Siaurocephalus sp. 

小竹 (1961)は、貝殻内面の黒変部からグラム陰性の梓菌とグラム陽性のブドワ

状球菌を分離しており、寄生する多毛類以外にそれらの細菌によっても、タト套践が

炎症をおこして殻皮層の分泌が異常に多くなり、貝殻舟聞が黒変化してくるのでは

ないかと日音示している。

果、変病貝からは、ゴブνダマや殻皮層莫珠など異常良:珠の出現E容が傾向的に高い

(表13)。この点は、太田・丹下・木村・関 (1961);木村 (1961);小竹 (1961) ら

の研究結果と一致する。黒変病貝から異常真珠が出現しやすいのは、一般にその病

貝が哀弱状態を呈示している Jえからみて、生理機能の紅下がその京国であると推定

される。
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4意 異常護憲主畿の臨調鶴止対策に関する

、以上述べた研究結果にもとづいて、異

のとでJえもZ主要なHJ:只仕vて・

H-!現防止対策に閉する

只の去二生と

。

第 1節母貝仕立て

生殖腺の癒胞内に遊離した生殖細胞が充満している母貝では、施術操作がきわめ

て民咋であるばかりでなく、多量の生殖細胞な包含した異常主昧になる

い(第 3章・第 7iポ)。したがって、成熟盛期や産卵期に持核施術を行なうために

は、どうしてもあらかじめ施術用BJ貝に人為的な操作をかえて、鴻胞内の生殖細胞

を少なくしなければならない。施術以時に行なわれるこの操作をぺi]:l~仕立て"と

いう。現在行なわれているほ良仕立ての生物学的な効果l士、人為的なj栄作仕方[iえる

ことによって、生f@細胞の成熟・於U:ないしは退化・消失を自然条ffiA下にあるもの

よりも促進させてやることである。

よって来兵があるため(ノj、島・ IJ立木， 1955;立

1957 ;版本， 1958・1959)、IJ:只仕立ての混とには、この点な二号!去にいれて

おかないと好ましい仕立て効果があがらない。

おける施術JI! の {~J J~{:な仕江てるには、ま

それ以上の成熟をおさえてI段取、させるより

日引こは仕立て用の竹た!こ主主民

る。こ
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に調印する必要がある。

生殖腺の発達を抑制できるのは、 6月初旬ごろまでである。それ以後になると、

強度の抑制操作を行なっても、生殖腺が発達する倒体がでてくる。したがって、 6

月中匂ごろから以降の挿核施術に用いる母貝仕立ては、生殖細胞を放出させるいわ

ゆる“卵抜き"によらねばならない。

一年を通じて母貝仕立て操作が一番困難な時期は、 6月初・中句ごろで、ある。す

なわち、この時期では、もはや生殖践の発達を抑制することができず、そうかとい

って生殖細胞を放出させるには生娘121がまだ未熟な状態にあるものが多い。また、

このころは梅雨時期であるため、水温や比重がともに低く、産卵誘発の刺激を与え

る条{斗がそろっていない。この時期に生殖線の成熟を促進させ、自然の忠条件に関

係なく、生殖細胞を放出できる“卵抜き"法が当業界では望まれている。その消糠

的な一方法としては、冬期j副長な海域で、越冬した成熟度の高い母貝を使うと効果的

であると思われる。また積紐的な一方法としては、薬剤やホノレモン使用による産卵

誘発法が考えられているが(渡部・岡田， 1957;小)11・原田・向井， 1958;植本・小

)11，1961)、これら試験に用いられた薬剤は、産卵誘発の刺激物としては役立つかも

しれないが、成熟促進剤としての効力は疑問である。

英虞湾では7-8月になると、生殖腺が成熟した倒体が多くなり(植本， 1958)、産

卵誘発ならびにその活動のための自然条件がそろうので、卵抜き操作も楽になる。

日中表面の水温があまりにも k昇する場合には、下層から上層につりあげても放

卵・欣精の効果が低いことがある。そうした場合には、夜間の卵抜き法が行なわれ

ている。その方法は、アゴヤガイが夜行性(森， 1948 ;ノj、林， 1950a)である点から

も、その際には、より効果的であると=与えられる。

卵抜き操作の際、卵j女き竹(S互にほ貝を高密度に収容して、長期放置することは、

一方ではその間の生殖原細胞の継続的な形成とその発達が抑制され、他方ではそれ

以前にすでに存在している生殖細胞の成熟分化が進行するものと解釈されている

(植本， 1957・1958)。また、山口 (1957)は、卵抜き期間中においても食細胞による

生殖細胞の吸収が一部に行なわれているのではないかと考察している。生熱した生

殖細胞は、卵抜き操作II寺に与えられる諸植の物理・化学的な刺激によって放出され

る。産卵誘発の刺故村としては、足糸切断・温度差ならびに比重差などが有効であ

る。アコヤガイを産卵させるためには、生殖!協の成熟と産卵誘発の刺激が必須条件

であって、それに加えて、生組細胞放出口、?の環境が好条件であれば、より効果的で

あると考えられる。

ほ貝f上立て(抑制・卯抜き)中には、生殖細胞の吸収と放出が促進されるが、そ

れに付随して生理機能の低下がおこり(蓮尾， 1961;組本， 1961)、母貝の活力があ

る程度弱められる。また、手入れ時に足糸切断言fしばしば行なうので、分泌さわして

いる足糸数が少なくなっている。旬ー民仕立てj利下によって選前H状の生殖細胞が少な
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くなっていることは(図97，A. C)、真珠核とピースないしは生殖線組織との各相

互間の密落率を高くするから、直接的に異常真珠やνラダマの出現防止のために役

立つことになる。また足糸数が少なくなっていることは、施術時にそれをもぎとる

必要がないので、足糸腺や層状筋肉葉部の組織に傷害を与えることが少なく、間接

的にカケダマの出現E容を低くすることになる。

なおこのほかに、仕立て操作によって母民の活力がある程度弱められていること

も異常真珠の出現防止のために役立つ点だと思われる。なぜならば、仕立て操作を

経た母貝では、活力がやや低下しているため、施術に際して軟体部が収縮しないの

で、力をいれずして施術ができる。このことは、施術が母貝に与える障害が少ない

ので、むしろ施術後の順調な健康回復をうながすものと忠、われる。施術後の弊死芸名

が低い健康状態の母貝からは異常真珠の出現率が低く、その楽死E容が高い不健康状

態の母貝からは異常翼珠の出現率が高いことが確認されている(表10)。この点から

考えて、仕立て母貝の活力がやや低下していることは、むしろ施術後の順調な健康

回復をもたらし、最終的には異常真珠の出現防止のために役立つものと思われる。

またこの仕立て母貝では、各組織のl収縮が少ないため、施争Itr時に必要以上の部分を

切開することがない。その結果として、真珠核と組織間に生ずる間際が小さいよう

にも思われる。真珠核と組織間に生じる間隙が小さい場合には、その間隙の癒着が

速く(第 3章・第4節)、たとえその間隙部に遊走細胞の集合体をふくんだ突起物

が形成されるにしてもたいしたものでない。このことも異常冥珠の出現率を低くし

ていることに関連性があるように思われる。

以上述べたことから考えて、母貝仕立て操作の目的には、生殖細胞の減少と活力

との二つがある。したがって、産卵活動の終了する秋期に挿核施術を行なう場

合でも、その施術用母貝には、抑制と同様な操作を軽度にほどこして母貝の活力を

整L、その後に施術を行なった方がよいことになる。母員仕立て操作は、以上述

べたように、異常真珠の出現防止のためにいろいろと役立つが、一方その投作によ

って極端に母貝の生理機能を低下させた場合には、第 3主主・第6官ilで述べたことに

関連して、好結果が期待できない。したがって母貝仕立て操作によって極度に生理

機能を低下させた母貝には、適度な養生を与えて、ある程度、活力の回復をまって

から施術を行なうのがよいことになる。

第 2節挿 核施術

第 1項施術用母 貝 の 選 択

工 生控除主の状

しているいわゆる“卵貝"は、それがほ貝
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であっても、 されたり、ピース

しない方がよい。

また、施術室に連ばれてくる母民のうちには、この“j)iJsミ"とは逆に、

がほとんどなく、生fl剖院がみずぶくれ状のものがまじっている。この母貝は“み

員"と呼ばれ、とくに玄

に持核施術を行なった場合には、施術後の

の1:-11現率も高い(第3主主・錦町市)。

補三ど行なわないのがよいc

吋貝として好適なのは、 IIJ:貝任。立て操作合経たもので、

殖細胞の減少で黄1:"1色半透明になっており、肉質が弾力性をもち、

丸いふくらみをもっているものがよい。

五 時長の病気

病兵には、肉jJ良的!こ半IjSiJできるものとして、

病民"と、吸虫類の 1

生民"とがある。

足、変病にかかっている施術貝からは、コブνダマや殻皮宿

に高い(表13)。この点は、太凶・丹下・木村・関 (1961);木吋‘ (1961);小竹 (1961)

らの調査結果と一致する。また、磁和 (1957)

している“

している“政虫

:こケ Vが形成されることがあるという。

は、ケ νがしたヅノダマになる

を行なわないのがよい。また吠

い(示12)。 かろうじて泣き残ったものでは、

く(図99，B)、

12)。 えつないのがよい。

第 2項 ピース貝・:の選択とピース作製

工 ピース去

c) 

どピ{スを採取するために犠牲にする貝をピ{ス貝と呼ぶ。
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ピース員が小さいj考会には、ピース採取の擦に、外套j良縁部の細胞が浪人する危

険性がある。外套脱線部ピースからは夜十上層玄珠の出現率が高い(表8)。これらの

点から考えて、ピース良には大きめのものを使用するのが、夜住居哀珠の出現防止

に役立つように推定される。

立 ピースの採取位置

貝殻の再生試験結果から(小林， 1951a)、外套践の部位によって、貝殻形成機能

ることが明らかである。また、外套Jl立の区域による分泌機能の特性は、

生殖腺に移植され冥珠袋組織に変化したのちまでも、比較的強く保持される(第 3

章・第 5IYrj)。 今回の調査によると、外套膜縁部をピースに用いた場合には、

層真珠かあるいはドロダマ(稜柱層が)享く下層に形成されている翼珠)の出現率が

高い。一方、外套腔部をピースに用いた場合には、薄巻きのチリメシダマやドロッ

プダマの出現三容がi笥い(表8)。したがって、ピースは正確に外套縁腹部から採取す

る必要がある。

直ピースの摩擦

ピース作製の際に、外玉三!民から出される私ji夜を取り除いたり、形を殺

形するために、外玉三)J莞の内外屈をヘラやガーゼなどでこすっている。それらの摩擦

程度が、形成される冥珠の品質にどのように影響するかは、ピース作製上、重安な

問題の一つである。

これらのことについては、高[.11・中原 (1956)が!寧燦程度によると皮細胞の

しており、蓮尾 (1959)が摩察程度を変えた場合の;真珠の品

質におよぼす影響を調べているO

、ピース採取の際、内面は粘液除去の意味で強くこするが、外部は大切

くぬぐう程度である。内面のと皮細胞は大部分剥落していても、外泊!の

細胞に変化がなければ、冥珠袋形成にさしっかえがない(図91)。 また、外商

を乾くぬぐうことは、粘液などの除去によって、ピースと核との密鳶をより完全に

なしうると考えられている(高1[1・中原， 1956)。したがって、正常真珠をうるため

には、現行の方法がはなはだ合型的といえよう。

しかし、ピース採取の際に、外套膜内外出を強く摩擦した場合には、生産される

きや質に惑い影響があらわれるという(蓮尾， 1959)。また藤岡と立石

(1961b)は、 5%硝酸銀で障害を与えたピースを生嫡に移植し、立珠袋の形成過

らびに初期の分泌状態に異常性752認められること会報じている。さらに外部を

強くこするか、薬剤で強く処到して、外部の上皮細胞がすべて剥落・死滅している

れない(青木， 1957c)。

内外!日を合くこすらないようにして作製したピースも、ユィ J 司

召ド j':"'"、 さわし
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る冥E去の品質にjtL影響をおよぼすと卒iiぜられている(蓮尾.1959)。この原因につい

ては、明らかにされてない。いまかりに、タト玉三j肢の内外国を全くこすらないように

注意して作製したピース友生組Bi主内に移植したとする。その結果では(図92)、内rnI

上皮が施術後1~1. 5カ月ぐらいまで生殖腺内に残存していることが珍しくない(図

92， A. B)。 けれども、たとえそのように内面ヒ皮が残存していても、その内出 i二

皮には、哀珠構成物質を分泌する能力がなく、それら内出のと皮細砲は、その後脱

落し、いずれ消失してしまう (l'm92，C)。 その結果として、

け、、空洞が虫じることになる。この空洞が、生産される真珠の品質に影響をおよぼ

し、さきに述べた蓮尾 (1959)の結果な生じるにいたったのではないかと推測され

る。すなわち、哀珠袋詰下に空洞があった;場合、何らかの存者撃でその部分の

が破けて、その空洞部に真珠袋上皮がのびてくると、そこに突起が形成される可能

刊:が考えられるからである。

IV ピースの大きさ・形

正常哀珠をうるためには、移植されるピースの大きさが小型の方がよいように思

われる。そのわけは、つぎのように考えられる。本論文でしばしば述べたとおり、

挿入された真珠核と組織間には、諸種の原因で間隙が部分的に生じることが珍しく

ない。その間隙には、結合組織の形成に関与する遊走細胞が多数侵入してくる。そ

の間隙がそれら遊走細胞の働きでj古合組織化される以前に、その

袋上皮が形成されると、そこには泣走細胞をふくんだジミや矢k_Cが形成されること

になる。 しかし、 ピースが小型の場合には、真珠袋の完成速度がややおそいため

いIJ井， 1958)、哀珠袋が完成される以前に、;巽珠核と周辺f似総とのあいだに生じて

いた間隙では結合総絡が形成されるゆとりが与えられ、その間隙が新し

で充l~~ される可能性が高い。j;\':f，J'~(袋完成以前にその「当時が結合総称化されると、

珠核の全表面に密着した真珠袋が形成され、ひいては正常な豆球が形成される可能

性が高いことになる。

また、大型および色線殺に対して縦型のピースでは、他の形のピース!こ比べて、

外套脱縁付近の細胞がふくまれやすく、それがため、 I交付:層立珠や稜校庖を多くそ?

き込んだドロダマの出現率が高くなると郭ぜられている(小竹， 1957)。つまり、

術に用いられるピースは、非較的小型で、色線をほぼ中心にした正方形のものがよ

いことになる。

第 3項 ピースと真珠核の挿入

工 ピースの挿入位置

現在、一般に行なわれている問時付け施荷j去においては、最初にピースを挿入

~:;タト玄、緑、際音íl外国にみられる色線。
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あらわれな ることが、具官真珠の/:¥¥現防止のために担まし

ど正?古J立:珠の/:U説強度の高い位置付;、間57，

60 ， 63 九てらびに66に示すとおりであって、そこに示すイ:S~Z [Lが最適押核イ位置というこ

とになる。

なお、挿1安部位を切開するにあたっては、必要以上に生活眼組織を切開Lないよ

うに注意することが望ましい。つまり、必要以上に切開したよ易合には、莫珠核と組

隙が生じ、その誌に突起が発現する可能性がl奇い。また、持核部イ立を切

閉するiぶには、

ある。真昧核周辺の生殖杭が

が形成される可能性がJ"言Jい。

第 4項挿核時期

しないようにYc，じ注する必要が

ると、それら収死組識をふくんだ異常葉珠

各漁場における挿核i盛期[士、 j魚、場の条['1によって異なるため、それぞれの漁場に

おいて調査しなければならない。第 3章・第 6i1iiには、最近の英反jなにおけるその

調査伊1)を示した。最J江の英yむなでは、 8月上勾以降 9月上・中旬ごろまでの夏期の

高水温時期に挿t実施術夜、行なうと、施術度後の艶死率と脱核E容が高く(図95)、ま

たその施術民から 出容が高い(表10)。

高水jft時期に行なったF昔前良から呉市-真珠の出現率が高いのは、挿入され

た真珠核周辺の生殖服申n純が壊死して脱落する個体が(図96)多いためである(表

的。その病班変化が何に!直接起因しているかは不明であるが、この時期には施術後

盟期間内の艶死率がl弱い点から考えて、施術1:すに生じる，;計事の機柑的障害に対する

抵の低下がその系;図であると推定される。

I:1Y.;止の英虞における、 j芝j自の高水温時期の押絞{γ業Ll:、採集される冥珠の歩

間り・品質がともに思く、ど持摘する立場からいうと好ましくない。したがっ

て、最近の英成湾では、挿核作業を 8月上勾以降 9月上・中旬ごろまでの夏期の高

は中!とし、 7月下匂以liiJと 9月下匂以降の 2時期に渠lcl:r的に行なうよう

にした方が、良質xò~球主ど多く完成するために得策のように思われる。

第 3節 施術貝の養生と養殖

工施術貝の義生

長は“誕生"と称して、波のおだやかな海域!こ設置された筏に、しばらくの

あいだ仮吊りされる。 のiヨ的があるとえられるが、ま

一]79-



している施術民を筈敵から守り、外部からの刺激をなるべくさけて正常な

形成させてやることである。それがために一般には、施術貝をこまかい相自の

収容し、海況の日変化が少ない深間に霊ドする方法がとられている。長生~1j間は、

すくなくとも真珠袋が完成されるまで必突と考えられる。冥I朱袋の完成日数(育ー木，

1956 ;阿Jj~二・中原， 1957) を基準にしてそれを決めるならば、養生期間は、容では

20日間、夏では10日間、そして秋では20日間をそれぞれ必要とする。玄珠袋が完成

されるまでは、安殖上、大切な時期なので、自然的ないしは人為的な陣容が施術貝

に加わらないようにできるだけ抗意すべきでらるが、立珠袋形成時に生じる諸種の

異常現象l士、本研究で明らかなように、 J中核技術ならびにそれ以前の母貝仕立て技

術などに大きく原因していることが多い。したがって養生操作は、異常冥珠の出現

防止のための補助的操{'Fということになる。

施令官民は養生後、養生fWiから普通のに移されて、本養殖用の筏に垂下され、浜

揚げまで養殖される。施術貝を養生龍から本長の誌に移す場合には、王立努ii核の

変イ立がおこらないように、ていねいにとり扱うことはいうまでもない。また付荒し

ている足糸をはずす場合には、もぎとらないように、ていねいに切りはずした方が

よい。その際に真珠核が変位したり、足糸腺あるいは層状筋肉葉部の組織が破壊さ

れたりすると、異常真珠になる可能性が考会えられる。

E 施術貝の養 殖

異常真珠には、その異常性が施術直後から発現しているものと、養殖期間中に発

現しているものとがある(第 2章・鈴 1 。

施術貝の安殖期[î!~ 中に二次的に発現している異常真珠には、大別して、烹珠どう

しまたは真珠とケνとの連結が原因しているもの、 3主:珠袋周辺の組織に生ずる

のが原悶しているもの、ならびに1~~珠去の分泌機能の部分的な変化が原因して

いるものなど、 3税類がある。

中に、隣り合せたこつのよ当珠が連結するとヅナギダマになり cr泣29，B 

ケジが付法するとツノダマになる(図12，G -J)。ツナギダマの根

本的な成凶は、キu接近した位置に二つのどが形成されていたことであって、それ

らが連結する原IElとしては、両者の成長、j1uj者問の組料の脱落、およびi記者の変伎

などが考えられる。京が変位する原則の一つには、持組閣問中

もしくは !~IR~的な

ケ乙ν/;カがうぶミA'付iト付、tすjJ牛子岩苫しているヅノ夕ダ守マの

形成されてい芦ことでで‘あ;るる O ケνの形成にじ、、その成r;)s!が押核技術に

こともらるが 3三2・ 1μij)、 記?山[r1.rのアコヤガイに与えられる

えられる(磁不11，1957)。大森 (1650)は、

できる いように可「ることが、ケ乙/付与ji:?のツノダマの

加



出現防止策になると報じている。 貝 え ケVの冥珠袋が形成

されるというその経過は、まだ観察されていないが、つぎのように考えられる。も

しなんらかの衝撃で、冥税;が変位するか、あるいはま.珠袋周辺の組識が部分的に収

縮すると仮定するならば、それがために真珠袋上皮の一部c細胞が、真珠袋から独

立してケ νの真珠袋を形成する可能性が推測できる。

冥珠とその周辺に形成されているケ νとの連結には、両者の成長と、両者の変イ立

がその原因として推定され、両者の変位をおこさす原因の一つには養殖中に施術貝

に与えられる衝撃が考えられる。

以上のことをコ与えると、養殖中の施手liJ貝には、できる 与えないこと

が、ヅナギダマやケジが付若しているツノダマの出現防止のために望ましいことに

なる。なお、ハチマキダマの成因が、第 3章・第 2節・第一 4)去で推測したように真

珠核または真珠の変f立によるものと仮定するならば、施術後に与えられる街撃がハ

チマキダマの出現にも関連してくる。この点については、その過程がまだ確認され

ていない。

分泌を行なっていた冥珠袋上皮ならびにその下部組織が養殖中に壊死をおこして

脱落することがある(たとえば図42，A-D)。その後、脱落した組織塊をふくむよう

に再度、票珠袋上皮が形成されると、そこにνミや突起が発現してくる。第3

第 6節で述べたとおり、アゴヤガイが衰弱する夏期の高水温時期に挿核施術した場

合には、施術直後、冥珠核周辺の組織が死をおこして脱落する個体が多い。この

点から考えて、養殖期間中に組織が脱落するのも、施術貝の生理機能の低下がその

素因であると推定される。したがって、施術貝の養殖中は生理機能が低下しないよ

うに健康管理に留意することが、これら異常冥珠の出現防止のために望ましいと忠

われる。冬期の低水面]期や、支持jの高水温期には、アコヤガイの生恋機能が低下し

ているから(小林， 1951b;太FEl， 1958)、この期における施術貝の健康管理には、

とくに惚;皇、することが必要であらう。

貝のぎそ殖中に、エミ珠層の分泌を行なっている真珠袋が、その分泌機能を部分

的に変えることがある。コンペイトク夕、マやエクボダマなどはその何である。

コシぺイトクダマの多くは、ある時期からおうる部分に限って、:真珠ミミの分泌機能

が実球)習分潟、から殻皮層分泌に変イちしたがために、

コンペイトワに発現したものである。なお、コンぺイトウダマで特徴的な

ことは、J!f，J除隠の社:差是が概して少ないことである。

中にはi百l心nc'']にみられる太い殻皮居の宿線が、冬眠から覚醒する春期や

貝掃除の時などにしばしば形成される(京iEEl， 19613. ;太田.~rllブ\(， 1961) ので、生理

ら土~~分泌へ変化することが

貝からH!現する

さでらるといわれている(和田， 1959c)。 これら ら巧える

ーーム円。



と、コンぺイトワダマを産出したアゴヤガイは生Ef~機能が低かったことになる。

吸虫寄生貝からはコンペイトクダマの出疏率がl奇い(表12)。また黒変病貝からも

その といわれている(小竹， 1961)。そして、コンペイトワダマを産出

した冥珠袋の直下や周辺の組織中には吸虫類の 1種 Bacゆhalusmargaritaeのセ

ノレカジヤの名残りと息われる塊状体がしばしばみられる(関37)。 これらの諸点か

ら考えると、コンペイトワダマを産出したほ貝の生f~l機能が低下している原因は、

吸虫類や多毛先!などの寄生による場合が多いものと推定される。そうであるなら

ば、コンペイトワダマの成田には、多くのJ会合、施術貝の芸タl在校荊が l京t~関係して

ないことに/なる。

エクボダマの陥没部直下にみられる不透明層帯l士、不規則に配列した粒子状の結

品からなっている(図23)。 正常な 中に形成されるそのような不規則な結晶

構造は、アコヤガイの生3:3'.機能が低下Lた時に生ずる可能性が高いと平日ぜられてい

る(和田， 1959c)。 今回の調査でも、その不透明)吾作が夏期の哀弱時期を中心にし

てあらわれているものが多く、その成悶が施術貝の生;型機能の低下と関連している

ことを暗示している。もしそうであるとしても、生担機能の低下をもたらしたその

原因が、施術貝の養殖技術に直接関係していたかどうかは不明である。

二次的に異常発達しているカケダマは、真珠袋の上皮組織が消失し、そのかわり

に、その部分に足糸肱あるいは層状筋肉莱などの腔部の上皮組践が形成さわしたもの

である(図38)。 貝掃除の際などに足糸を強引に抜き取った渇合には、足先腺や!害

状筋肉葉など、の組織tJi傷害をうける可能性があるO 足糸形成に関与しているそれら

うけた場合には、それらの腔部の上皮組縄が3実核周辺の~t郊の組紋

上にのびてカケダマの成111になる(第3章・第 3節・第 4 。 したがって、二次

的iC生ずるカケダマの出現とのためには、足糸線や!百状筋肉葉など

を与えないように、施術貝の取扱いにy.:I志する必妥がある。

以上述べたように、正常真珠から異'前真珠に変化しているものには、その成因が

施術貝の養子直技術に直接関係しているものとそうでないものとが考えられる。

技術に直接原因している異常哀球の出現防止には、施術民の貝掃除や愉送をできる

だけていねいに行なって、それらの操作によって生理機龍が低下しないように注意

することが望ましい。夏期や冬期の衰弱時期には、とくに施術貝の取扱いに討:志、を

はらうことが必要のように忠われる。
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第 5章摘 要

L 異常実珠を外観から分類して、それら各種異常冥球の構造とその烹珠袋の形

態とを組織学的に観察し、各種異常真珠の成田を諸種の養矯試験と組織学的観察か

ら追究した。さらにこれらの研究結果にもとづいて、異常葉珠の出現防止対策を論

述した。なお、浜揚げされる巽珠のなかには、真珠核のままで出現するνラダマ

がある。 νラダマの出現は、成因の立場からみると一つの異常現象である。本論

文では、 νラダマの成因についても言及した。

II.異常冥珠は外観から数種類に分類される。本論文では、異常翼珠を不正形真

珠と非翼珠層真珠との 2穂に大別し、さらに不正形冥珠を 9種、非翼珠層真珠を 2

種に細別した。

1) 9稜に細別した不正形:真珠には、それぞれツノダマ・コブνダマ・コンペイ

トワダマ・エクボダマ・ドロップダマ・チリメシダマ・カケダマ・ハナマキダマな

らびにツナギダマの名称をつけた。また 2種に分けた非真珠層真珠には、稜柱層真

珠と殻皮層真珠の名称を用いることにした。

2) 各種真珠の出現率は、今回の調査によると正常真珠(ムキズダマと良品冥珠

あわせて)が51.9%、ツノダマが25.0~昔、 コブVダマが7.4%、 コンぺイトヲダマ

が2.1%、エクボダマが1.8%、ドロップダマがo.9~昔、デリメンダマが1. 4-~昔、カケ

ダマが1.1%、ハデマキダマが0.3%、ヅナギダマが0.2%、稜柱層立珠が1.7~昔、殻

皮層哀珠が1.5%、そしてνラダマが4.7%であった。

lli. 各種異常冥珠の内部構造とその冥珠袋を正常莫珠のそれと比較しながら組織

学的に観察した。

3) ツノダマの突起は、突起の内部にふくまれている主な呉質物によって分ける

と、死滅したと四組や殻皮留からなる有，l~受物を多量にふくんでいるもの (1型)、

独立したケジをふくんでいるもの (2型)、一つの突起内部に泊 2者のfJjj構造がみら

れるもの (3出)の三つに大別できる。ヅノダマの突起i士、多くの均合、有機物を

多量にふくんで、いる 1裂に属している。

コブνダマの内部1L-1士、全域にわたって死滅した細胞・組織や、設皮層などの有

機物が多量にふくまれている。ゴプVグマの内部には、収足筋・層状筋肉葉・足糸

眼・生殖腺ならびに中時限などの各組織が、病的に)liG落して、ふくまれていること

が]今しくない。

コンペイトクダマの小矢起の内部にふくまれている異質物は、多くの場合、設皮

層を主弐分としている。またまれには、その矢起がグジの付活ーによって生じている

ものもある。

エクボダマの陥没者下の 中に;土、 られる。不透明

内ペ
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と呉なり、そこに

配列している。

ドロップ夕、マならびにテリメシダマ[三、

ために、ゆがんだり 、多く

の場合、芸誌形成のかなり初期から発現している。

カクダマの哀訴欠損部l'Lこは、多くの場合、足糸が付着している。

ハデマキダマには、多くの L坊主7、大きながある。ハデマキダマの、、その

とハデマキダマの中心と

どうし、まずこ

しすこ間ヒにある。

したものである。

は、太いコンキオリンのと府とが裕子おむ;に

さっている有機物と、その間三ど!冨状にみたしている鉱物質からなっている。

宿主誌は、コンキオリンを主成三?とする浮い政[Jz国で、おおわれており、

r
」

円以
u
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今、J
rhν そ

心

常

に

正

ふくまれJている。

c) 

成中ならば、 それと類似している。 またコンぺイトワダマ

の直下や民辺の祉料中に塊ι よがし ばLば存

在している。

ハナマキダマ

る。 ;Miこしている

く、立川、問、公形!去やであれば

械がとくに多く

しているとJえが るいl土

らなっている。なか

の上皮細胞からなっているものもある。これらの上皮

l士、有のiえさが三[ミjぢ8.13μ、

2.92μ、在宅の

0.67μ である。正常

76μ である。細胞核は、

この核にふくまれているノ仁のi亘径は

、上皮細胞の背の

さいことである。 カミ

皮[こ酷似している。

らなってい

さが平均55.83μ、

Aμ
ム

只
U

司
1
1
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が平均4.18fL， つ長さe が平均3.01μ である。この核にふくまれて

いる仁のi直径は平均O.89fLである。正常

ベて尽なる点l士、上皮細胞の背の?認さ

しく大きいことである。上皮革111胞は、

んでいる。立到、袋 i二j交の71訂正:!こは、平らかなもの、ひだ状のもの、あるいはくしの

皮が脱落しているものもあれば、

νラダマの一成田になることを明らかにした。

とピースとが分離している場合には、相互Il¥Ji亡、迫真した生Jll市日胞*

i庄走包あるいは生抽出lからの脱落制[1胞などが、単一かまたはそれら 3者が混じ

た状態でふくまれている。また、

こともある。

それら

よ されている

J三味核に土、jするピースタト聞の 1，.."?，'"み
乙_Vd-、、

よって多少兵なっている。

ら分縦しているピースが立球誌ならび

ツノダマまたはコブνダマなど不正形芸珠を形成する場合、組織中にケνのみを形

成するjIJ合、ならびにそれら不正形真珠とケジとを同時に形成する

がみられる。これら三とおりのうちでは、不正1i予定珠になる

8) ピースの内市iが!三珠核に接荒している{的行本のiH

ない。

ピースの内 している とりまく

されず、 V ラダマになる i~'能がl点jい。しかしなかには、ピースの外i立j上)之が、ピ

ースと生殖JtJ~:;，r1 *(;~とのあいだをとおって立法核問辺の忠良向上にミし、]支核をと
りまく米袋を形成することがある。この際形成される去珠の多くはツノダマ!こな
『

心 。
l
i
 

f
 
t
:
 

し、位置と とのV. 

した0

9) 以足筋に接近した位置では、

い。足糸腺や層状筋肉架など

または設皮)百翼民、などになる

ツノダマやドロップ夕、マなどになる

に佼入した位註では、カケダマ・コブvダマ

。
主}f賜出j~に ji~込んだイでは、ツノ夕、マ・ゴプジダマなら ι円

/仁1 どにな
『

'0) 。
:'::l::J[t[ lJf~ .L;t外の うけにく 、すなわち、 {ま{安中央

nhu 
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部では、正常真珠になる可能性が高い。

コンペイトクダマ・エクボダマ・チリメンダマならびに校柱踏などの多く

は、その出現位置が正常真珠のそれと類似しているから、その成因が出現位置に無

関係のように考えられる。

iL 1以足筋・中腸脇・足糸腺ならびに路管などの諸器官が哀珠形成におよぼす影

響を調査した。

10) 挿入された冥珠核が収足筋に接近している場合には、収足筋に隣接している

生殖腺の組織部に真珠伎と密j苦してない間際が生じやすい。そのFJJ隙には、 jl立走細

胞が多数集結する。それら遊走細胞が立珠袋ーと皮にとりまかれると、そこに矢起が

発現してくる。

11) 中腸践は、傷害を与えなければ、それに接しておっても真珠形成に膨響をお

よぼさないことが多い。

中腸腺に傷害を与えた場合には、中腸線組織が壊死をおこして脱落する個体が多

い。また、その病]翌変化が素因となって、立珠核J;'!)辺の全組織がi衷死をおこして脱

落することもある。それら脱落した中腸腺紘械をとりまくように真珠袋が形成され

ると、ツノダマ・コブνダマあるいは殻皮層真珠などになる可能性が高い。

12) 足糸M~は、傷害を与えなければ、それに接しておっても莫珠形成に影響をお

よほ、さないことが多い。足糸腺あるいは収足筋内の層状筋肉葉組織に傷害を与えた

場合には、それらの腔部の 1と二皮机織が立真.珠核iに乙面した組和it

上及皮Pによつて、真珠核周辺の一部がとりかこまれたl)j!j合にはカケダマ、哀坊と核の全

周辺がとりかこまれた場合にはνラダマになる。なお、傷害をうけたそれら総織が

演潟をおこした場合には、それらの脱落組織をふくんだゴプνダマや殻皮府民珠な

どになる可能性がある。

13) 腸管l士、

ぼさないことが多い。

えなければ、それに接しておっても耳珠形成に器科をおよ

し I~l 、

のびてくる。

した遊走志向胞

えた吻合には、

や、傷害部から脱落したfi削昆のおli胞・

31三成される可能性が三与えられる。しかし、腸:clに傷害を与えた合には、傷口

して弘常立珠が出現する可能性よりも、それが原i悲して施中IIi良を緊死させる可能

性の方がi苛いものとされる。

Vll.去J非核と対辺幸I刊誌との間隙に来給する足立走細胞の組時化と、その部分におけ

らびに立珠の形成状態を調査した。

る。
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!日組織に治った立珠袋上氏が形成されると、 i忌走細胞なふくんだνミ

に発現してくる。それら遊走*111胞の集合体が結合組純化した以後に、

た冥r~;t:'t_l::皮が形成されると、異常が発現しない。

il]]L外套[践の広域による分泌機能の特殊性が、生硝限内で真珠袋ヒ皮に変化した

のちまでも、保持されるかどうかl土、異常真珠の成因につながる問題として重要視

される。この問題を明らかにするために、外套般を外套脱縁・外套縁膜ならびに外

套腔の 3部分に大別し、それぞれからピースを採取して持核施術を行ない、その結

果を比較調査した。

16) いずれの部分から採取したピースを叩いても、そのピースの外国上皮によっ

て、最終的には吊平な真珠袋と皮が形成される。それら箕珠袋の形成過程は、)1]い

られた各ピースによって多少異なっている。

17) 外套Jj英縁部ピースの殻側裕外国の上皮に由来する哀J~誌からは、夜柱層の沈

潜量がj享く、箕珠層の形成が全くないかごくわずかである。つまり、外套映縁部ピ

ースによって形成される真珠には、 1支柱層真珠の出現三容がi~~い。一方、外套腔部ピ

ースの外面上皮に由米する;真珠袋からは、 J支柱層の沈清量が全般的に少なく、実現z

障の沈若最も概して薄い。そして、頁.珠層の沈7苦量が部分的に異なっていることが

多い。つまり、外套腔部ピースによって形成される哀珠には、薄巻きのナリメンダ

マやドロップダマの出現不が高い。

このように採取部伎を具にする各ピースによって形成された哀珠袋からの分泌物

は、それぞれ質的にあるいは設的に兵なっている。この点から考えて、外套院の区

域による分泌機能の特殊性は、生子直線内で立珠袋一l二J:!(に変化したのちまでも、かな

り保持されると推定される。

IX. 英j災湾の一安嫡ir~)坊を{刊にとって、押核li寺刻と真珠の歩切りならびに品質と

の関係を調査した。

18) 浜揚げされる玄珠の歩間りならびに品質の点からみると、最近の英潔湾で

は、押核i盛期が、者j引の施術開始時から 7月下勾ごろまでであり、秋NJ9月下匂以

降10月下匂ごろまでが、これについで、一応挿核作業可能な時期といえる。 8月上

匂以降 9月上・中匂ごろまでの夏期の高水温時期に挿核作業を行なった場合!こは、

施術直後における艶死本と JJ山文字が高く、またその時に行なわれた施術貝からは

異常真珠の出

19) 夏期の高水温時二期に持核施術を行なった場合、その施術貝から異常冥誌の出

現号、fが向いのは、点王ff核周辺の生摘腺組織がi哀死をおこしやすいからである。つま

り、実珠核周辺の生描l埠組事えが壊死をおこして脱落すると、それら脱落組織をふく

んだ呉常真珠が形成されることになる。

X.いわゆる“卵只"・“玖虫干子生貝"ならびに“ 'における]三珠形成の

した。

円
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20) ほ良仕立ての効果がじゅうぶんでないいわゆる“卯貝"に挿核施術すると、

泣離した生殖細胞を包含した兵常真珠ーになる可能性が高い。 “政虫寄生民"に挿核

施術すると、コンペイトワダマの出現率が高い。重症の“日:変病貝"からは、コブ

乙/，グマや殻皮摺真珠のl:U現率が高い。

XI.兵常巽珠のI:l::現防止対策に関する論議を行なった。

21) 成熟期ないしは産卵期の母貝にいきなり挿核施術を行なうと生殖細胞を包含

した異常朱のけ-i現率が高いから、この時期に使用する施術用のliE貝には、生殖細

胞の減少をはかるために、前もって仕立て操作を行なわなければならない。右この施

術用母貝の仕立て操作は、生殖細胞の生熟fJ1JHiljと吸収とをはかるために行なうので

あるから、それには冬期jに生殖腺があまり発達しない低水温海域で越冬した母良を

用いた方が効果的である。一方、初夏から夏期にかけての施術用母貝の仕立て操作

は、生殖細胞の~[と熟促進と放出とをはかるために行なうのであるから、それには冬

期でも生殖腺が発達するような援な海域で越冬したほ貝を用いた方が効果的であ
可

Q 。

22) 母貝仕立て操作には、生殖細胞の減少と活力調整をはかるごつの意義があ

る。母貝仕立て操作によってほ貝の活力がある程度低下していることと、足糸数が

少なくなっていることは、挿核施術を容易にするばかりでなく、施術操作が母貝に

与える陣容を少なくする点から、結果的には異常葉珠のtl:現防止に役立つものと思

われる。この観点から考えると、産卵後の秋j唱に用いる施術用母貝にも、活力調整

の意味で軽度の仕立て操作を行なった方がよいことになる。その反面、仕立て操作

によってほ貝の活力を極度に低下させた場合には、施術までに、ある程度養生させ

て活力の回復をはかるのがよい。

23) 施術)1]のほ貝としては、仕立て操{ノ!こを経たもので、生殖細胞が少なく、しか

も肉もちのよいものがよい。いわゆる“卵民"・“みず貝"・“吸虫寄生貝"ならびに

“果、変病貝"などは施術に使用しないのがよい。

24) ピース貝には、正常な、層分泌を行なっているものを用い、黒変病貝のよ

うに外套!院の分泌機能が兵常なものを使用しないのがよい。 またピース貝が小さい

と、ピース採取の際に外衰)泌総部の細胞が浪人する恐れがあるから、ピース民には

大きめのものをmいた方がよい。

25) ピース採取にあたっては、正路に外套縁岐部から採取することが必廷であ

る。またピース作製の際に、内外国からだされる粘液をとり除くことはよいが、外

国の上皮細胞に強い傷害な与えることはよくない。

26) 泣走細胞の働きによって、思妹校の周辺に形成される 、その組問

{じが完成するまでにある程度の白数を必要とする。その組織化が完成している部分

では支珠核に密Ji1rした真珠袋が形成される。この点から三与えると、真珠核に寝苦し

たどっ弓の させるためには、ピースの大きさが、 お

門口口
6
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そい小型の方がよいことになる。

27) 収足筋tL隣接している生組腺の組尚部には、

すく、その近辺にピースが移植されると、突起が発現する

じや

したがっ

て、ピースは収足筋からできるだけ離した位置に挿入するのがよいことになる。ま

た、ピースと哀珠核の挿入にあたっては、ピースの外面が必ず実珠核に密若するよ

うにいろいろ工夫すべきである。

28) 挿核位置は、収足筋に接若しないところがよい。持核部の切開と真珠核挿入

にあたっては、収足筋・中腸腺・足糸腺ならびに腸管たどの各器官に傷害を与えな

い注意が必要である。そして、生猶腺組織には、壊死がおこらないように、過激な

物理・化学的な刺激を与えてはいけない。そしてまた、立珠核と組織間に間隙が生

じると突起ができるから、生殖腺の切開にあたっては必要以上に切開しないことが

盟ましい。

29) 挿核施術は、生翌機能の高い時期に集中して行なうことが望ましい。最近の

英虞湾では、夏期の雨水温時期になるとアゴヤガイの生理機能が極度に低下するか

ら、その時期に挿核施術を行なうと、採集される宴珠の歩留りが低く、異常冥珠の

出現率が高い。したがって、最近の突虞湾では、夏期の高水温時期には挿核作業を

一時しない方がよい。

30) 養生・養殖中の施術貝には、過激な衝撃を与えないことや哀弱させない注意

が必要である。
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Studies 母nth告 P官邸enti母盟 of Abnormal 

P母arlD母V母i窃pr宜E器時士

with Special Reference to the Structure 

and the Origin of Abnormal Pearl -

Shun AOKI 

Summary 

It does not necessarily follow that a11 pearls cultured artificially in the 

Japanese pearl oyster， Pinciada martensii， grow into the spherical normal 

pearl satisfactorily covered with a nacreous layer; some of them develop 

into the pseudomorphic abnormal pearls covered with a nacreous layer， 

further some others become the nacreless abnormal pearls covered only 

with a prismatic layer or a periostracum. How to lessen the appearance 

of these abnormal pearls is an urgent problem in the pearl industry. Having 

attempted several studies on the abnormal pearls， the present author describes 

the results of those studies as indicated below. This paper is divided into 

four parts as follows: 

A). Classification of abnormal pearls. 

B) . Observations on the architectural structure of ab110rmal pearls， and 

011 the histological structure of pearl-sac tissues which produce 

them. 

C ). Biological investigatio11s on the origin by which abnormal pearls 

are formed. 

D). Discussion for the prevention of the formation of abnormal pearls. 

A). Classificatioll 01 abnormal pearls. 

工). Abnonnal pearls are classified in the main into pseudomorphic 

and nacreless pearls. 
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n) . Pseudomorphic pearls are further subdivisible into nine types ac-

cording to external appearance. 1n this paper， the present author assigned 

the follo¥'ling names to each one; (1) “Tsunodama" having a few large 

projections， (2)“Kobushidama" grown into rough in shape， (3) “Konpeito唱

dama" having many small projections 011 the surface， (4) “Ekubodama円

having ma11y pinholes on the surface， (5日)

like s坑tructure011 t出he百乱叩urface，(6ω) “ Do征roppdamaが，円'g忠row11i泊nt加oa d出ropshape鳥， 

(7η)“Ka討kぽedamaが，円， on whi化chnacreous layer has not comp判letelydeposited， (ω8) 

“Ha配chima討1王udama円 havi治11ga few gro∞oves on t出hes叩urfa配ce鳥， and (9ω) 

dam工11aが"in which a few pearls have combined with each other. 

IIT)ト. Nac口rele出sspearls a訂remoreover subdi討viお凶s討i治blei泊nt切othe followi泊ngtwo 

t匂ype目s:one iおsa 

and the other a“Peri句iぬos従tracalpeaおrl"being covered with a periostracum. 

B). Observations on the architectural structure of abnormal pearls， 

and on the histological structure of pearl-sac tissue昌 whichproduce 

them. 

1) . The architectural structures of each abnormal pearl are respectively 

summarized as follows : 

The heterogenεous substances enclosed within the projεction of most 

“τsUl1odama" and “Kobushidama" are composed mainly of necros司令dcells 

and the periostracum. Those substances in the small proj色ctionof most 

“KO;1peitodama" consist mainly of the periostracum. 

Under par汽t0ぱfthe pi泊nhole0ぱf

rnτTlade 0ぱfthe granuli立formirregt吋lla訂rcα1司γystねalsof calci加umcaお訂rφもb01口.1at担e.

The thickness of the nacrεous layer in “Chirimendama" and“Doropp-

dama" is partially different. 

()n the deficient part oI the nacreous layer in "Kakedama"， a bundle of 

byssus threads is ordinarily attached. 

“Hachimakidama" is generaliy possessed of a large projεction. A few 

grooves on the surface of this pearl appear running orthogonal to thε 

central axis which goes through the tip of the projection， and parallel to 

each other around the pearl. 

The structure of“Tsunagidama" is divisible into the following two types : 

on(: is dεrived from a few pearl nuclei insertecl in the samεoyster and C011-

nected with each other just after the insertion， the other consisting of a 
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few pearls conn色ctedto each other during their development. 

“Prismatic !ayeτpear!" is thickly covered with a prismatic layer. The 

prismatic layer consists mainly of the organic columns formed vertically to 

the snrface of the pearl nucleus and the mineral laminae piled up in each 

iuterstice among those columns. In addition， organic membranes are often 

formed at right angles to the columns. It is not unusual that the distributional 

pattern of the organic matter and the mineral substance is partially different 

even in the same individual. 

“Periostracal pearl" is thickly covered with a periostracum consisting 

fundamentally of organic matter. 1n most “periostracal pearl"， it is common 

for many necrosed cells to be contained in the space between the pearl 

nucleus and the periostracum. 

II). The histological structure of the pearl-sac tissues which produce 

adnorl11al pearls is suml11ar包edas follows : 

The pearl-sac tissue producing the pseudol11orphic abnorl11al pearl which 

is covered cOl11pletely with a nacreous layer does not differ frol11 that 

producing a spherical norl11al pearl. 

The pearl-sac surrounding “Kakedal11a" is il11perfect: one part is COl11-

posed of the pearl司 sacepitheliul11 derived frol11 mantle piece， and the other 

of the epithelial cells extended from the wall of the lumen in either“byssus 

gland" or“layered l11uscular lal11ellae"， which is concerned in the formation 

of byssus. 

The epithelial cells of the pearl-sac tissue forming“Prismatic layer pearl" 

are generally cuboidal， but some of them are flattish or cy!indrical. These 

epithelial cells are ordinarily taller than those forming nacreous layer 

The epithelial cells of tI1e pearl-sac tissue forl11ing“Periostracal pear!" 

are extremely tall， ciliated， and ccntain many acidophilic small granules in 

the cytoplasm. Sometimes， these epithelial cells have becol11e partially 

detached due to necrosis. 

C). Biological investigatiollS 011 the origill by which abnormal 

pear1s are formed. 

工). 1n pearl culture of the Japanese pearl oyster， the operation of 

nuclear insertion is carried out so that the pearl nucleus and the outer 

epitheiium of mantle piece come into contact with each other in gonad 

However， some unusual situations occur in which either the mantle piece 
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is placed distantly from the nucleus， or the inner epithelium of the piece 

comes into contact with the l1tユc1eus. The presεnt author attempted some 

histological observations on the pearl-sac and pearl foraations in son;e of 

the unusual conditions as aforementioned. The observations are summarセed

as follows: 

In the situation when the mantle piece was placed distantly f1'om pearl 

nucleus， the space existing between the piece and the nucleus was filled 

up within a short time afte1' the ope1'ation with seve1'al free cells sl:ch as 

gene1'ative， wande1'ing 01' necrosed cells. Most nuclei were gene1'ally enclosed 

by pearl-sac epithelium derived f1'om the distant graft togethe1' with those 

free cells. Under these conditions， the nuclei had a tendency to develop 

into“Tsunodama" or“Kobushidamaぺ Insome cases， however， the g1'aft 

was cove1'ed by gonadal tissue without the appearance of the pearl-sac 

covering the nucleus. 

111 the situati011 when the inner epithelium of mantle piece came into 

contact with the pearl nucleus at the time of operation， in the majority of 

cases (38 cases out of the total of 67 cases observed) EO pearl-sac was 

formed， only the small pearl-sac bringing in the production of “seed pearl" 

was frequently found in gonadal tissue. In some cases (25 cases out of the 

total of 67 cases observed)， however， these l1uclei were abrcor・l11allycovered 

with the pεa1'l-sac epithelium derived f1'om the outer epitheliul11 of the piece， 

and developed into“Tsunodama" exhibiting smal1 projections. 

II). 111 pearl cultu1'e of the }apanese pearl oyster， tvvo pea1'l nuclei 

are gεnerally inserted into the each gonaeal tisst:e il1 the mid-gut side called 

“Ukashi" and the intestinal-loop side called “Fukuro" sepa1'ate f1'ol11 the 

retractor rnuscle. Examining the sites of these Ì1~se1'ted nuclei under mic1'O-

scope， one finds that the sites of them are slightly diffe1'ent f1'om each 

other even in the specimens inserted into the gcnadal ti:sstce cf tbe same 

side. One deciding fa(、to1'influencing the quality of the cultured pearl seems 

to be cont1'oled by the difference of the site of nuclear insertion. Some 

histological investigations were undertaken in the hopes of making clear 

the relations betwεen the respective chal・acterof cultured pearl and the 

site in which these pεarls were formεd. The 1'esults obtained are suml11arized 

as follows: 

111 thεsite which was inむontactwith the retracto1' muscle， the nucleus 

had a tεndency to develop into "Tsunodm立a"or "Doroppdama". 
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1n the place which was in contact with the lumen of byssus gland or 

layered muscular lamellae， the majority of the nulcei developed into "Kak丘町

dama"円" wh記ileεs叩ome0ぱft出hemgr叩ewup to be “kobusおshi寸idan註1一1ぶa"0町r

pear喝-1'円

1n the piace breaking mid-gut， the nucleus had a tendency to grow to 

be “Tsunodama"，“Kobushidama" or "Periostracal pearl". 

The majority of no1'mal pearls were fo1'med in the piace slightly remov-

ed f1'om the ret1'actor muscle within gonadal tissue. 

Sites forming abnormal pearis such as“Konpeitodama" ，“Ekubodama" ， 

“Chirimendama円 or“Prismaticlayer pearγ， did not show much difference 

as compared with those fonning 110rmal pearls. 

直). Concerning the respective influel1ce of the retractor muscle， mid吋

gut， byssus gland and intestine of the operated oyster on the pεarトsacand 

pearl formation， some histological investigations were carried out. The 

resuits obtained are summarized as follows : 

When the inserted pearl nucleus was in contact with retractor muscle， 

a space was frequently formed in the interstice detween the nucleus and 

the adjacent tissue of the retractor side， the space was generaliy filled up 

with a large number of wandering cells durillg a short time aftεr the nuclear 

insertion. Most nuclei i11 this case were enveloped in pearl-sac epithelium 

together with thεwandering cells， and developed into“Tsunodama円.

The mid-gut seemed to exert 110 particular influence on the pearl-sac 

and pearl fm喝matiol1， if it ¥vas 110t damaged. If i11jured at the time of op-

eratiol1， most nuclei ordinarily developed into "Tsunodama円，“Kobnshidama"

or“Periostracal pearl" containi11g the 11ecrosed tissue. 

The byssus gland also seemed to exε1't no particular influence 011 the 

pearl-sac and pearl formatiol1， in so far as it was not damaged. If injured 

at the time of operation， either a part 01' the whoie of the nucleus was 

covered by the epithelium derived from thεwall of the lumen. Consequentiy， 

“Kakedama" was p1'oduced in the former， and no pearl w呂sfoγmed in the 

!atter. When n号crosedfollowing injury， "Kobushidama円 or“Periostracal

pearl" containing the necrosed tissue seemed to be formed. 

The in住吉tineappeared to exert no particula1' influence 011 the pεarl-sac 

and pearl formatio弘司Nhenintact. But if it was at the time of 

operation， the oyster seemed to die from the wound rather than to form 

abnormal pearl. 
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IV) . On the pearl司 sacand pearl formation when a space was for・med

between the inserted pearl nucleus and the adjacent tissue at the operation 

of nuclear insertion， some observations were histologically attempted with 

such a material. The results obtained are summarized as follows: 

1n the space formed between the nucleus and the adjacent tissue at the 

operation， a large number of wandering cells appeared after a Sh01t time 

of the operation. Thereafter， a delicate network made up of pseudopodia 

of those wandering cells appeared in the space; the space transformed 

gradually into the connectiye tissue originated from the wandering cells. 

1n the case when pearl-sac epithelium grew on the gonadal tissue outside 

of the space before the space is completely transformed into the connective 

tissue， the wandering cells crowding in this area were usually surrounded 

by the pearl司 sacepithelium. The abnormal pearl containing wandering cells 

seemed to be formed in such a case. 

When the space was already filled with the connective tissue prior to 

the formation of pearl-sac， the pearl-sac epithellum formed a cover on the 

border of the nucleus and the connective tissue. A superior pearl without 

stain or projections seemed to be produced in such a case. 

V). The mantle tissue of the Japanese pearl oyster is divisible into 

the following three parts; (1) the edge of the mantle containing folds， (2) 

the middle pert having 110 folds， and (3) the portion known as mantle 

cavity. The mantle piece from the middle part of the mantle is usually 

inserted into the gonadal tissue of the pearl oyster together with pearl 

nucleus. Some histological investigations were experimentally undertaken 

011 the pearl-sac and pearl formaion when the pieces from the three different 

parts of the mantle as mentioned above were used for the operation of 

nuclear insertion. The results obtained are summarized as follows: 

The outer epithelium of each mantle piece was able to form the 

raspective pearl明 sacepithelia derived from each one around pearl nuc!eus. 

However， there was some difference in ability of pearl formation among 

those pearl崎 sacepithelia in the three cases. 

1n the pearl町 sacderived from the piece of mantle edge， the prismatic 

layer formed was generally thicker than those from two other diffel百 1t

pieces. 1n this case， pearl layer deposition was frequently ll0t found even 

In the investigations with the samples cultured for a half year after the 

operatlOl1. 
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In the pearl-sac derived from the piece of mantle cavity， the prismatic 

layer was scarcely formed; pearl layer produced was generally thicker than 

that in the pearl-sac fr・omthe piece of mantle edge， and thinner than that 

in the pearl-sac from the piece of mantle middle-part. 

Considering the above facts， the epithelial cells of pearl→sac derived from 

a mantle piece seemed to keep the characteristic of the secretory faculty 

which the piec色 exhibitedin its original position in the mantle. 

V1). The operation of nuclear insertion in the pearl culture using the 

}apanese pearl oyster usually takes place during a period from early May 

to late October. Even in that period， the physiological activity of the pearl 

oyster varies with change of season. The different activity of the oyster 

after the operation seems to influence for the early development in the 

course of pearl formation. The present author investigated both the harvest-

rate and the quality in each group of the pearls which are produced from 

the pearl oysters operated in several seasons at a farm in Ago Bay. The 

results obtained are summarized as follows: 

When the operation was rnade from ear匂 Augustto the middle Sep-

tember (season of the highest water temperature)， both the mortality of 

the operated oyster and the break-out rate of the insertecl nucleus were 

higher than those rnade in other seasons. That is， the harvest-rate of the 

pearls which are produced from the pearl oysters operated in such a season 

is loweτthan those in other seasons. 

The gonadal tissue in the pearl oyster operated in the season of highest 

water temperature was apt to be especially necrosed in comparison with 

those observed in other seasons. Whel1 the necrosed gonadal tissue was 

enveloped in pearl-sac epithelium together with pearl nucleus， the nucleus 

generally developed into tI1e abnormal pearl as“Tsunoclama"，“Kobu山shi註1-

damaぶa"0ぽr

harvested fr省omヨthepearl oyster operated in such a seaso口 wasgenera討llyr 

i加nf白eri縛~io仇r a出s compared wi社tht出hoseoperated in other s問ea出sons.

1直). The present author attempted several investigations on the pearト

sac and pearl formation in each case when the pearl nucleus was inserted 

into “Rangai"ぷand“Kyuchu-kiseigai"ぶ※.In acldition to these invεstigations， 

以 Thepearl oyster having much g巴nerativece lls in gonad. 

， The sick pearl oyster in which a trematod呂，Buceρhalus margaritae， lives i口

the meat. 
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the quality of the pearl produced from“Kokuhen-byogai山:， was studied. 

The results obtained are summarized as follows: 

ln the case when the nucleus was inserted into“Rangai"， most nuclei 

tended to develop into the abnormal pearl with irregular extrusion con司

taining the free generative cells. 

When the nucleus was inserted into "Kyuchu-kiseigai"， the rate of 

appearance of“Konpeitodama" having sma11 projections on the surface was 

higher than that in the case of normal pearl oyster. 

In t出hegroup 0ぱfthe pearls harvested from “Kokuhenト-七byoga幻i"，the rate 

Oぱfappearance 0ぱfthe abnormal pearl a出s“K匂obu山1おshidamaぜ" 0肝r

peaねrl"seemed to be higher t出hant出ha此ti知n t凶hegroup from normal pearl 

oyster. 

D). Discussion for the prevention of the formation of abnormal 

pearls. 

From the above investigations， it was recognized that some kinds of 

abnormal pearls are able to withstand abnormal conditions during the 

course of development by the artificial technics utilized in pearl production. 

ln order to prevent the appearance of abnormal pearls， the fo11owing 

considerations are necessary in the course of pearl production. 

1) . It seems to be better that the operation of nuclear insertion is 

performed on the pearl oyster when the free generative cells in gonad have 

been decreased by the pretreatment called “Ran-nuki川;持:'or “Yokusei""・※員長.

It se号msundesirable to operate on tI1e pearl oyster called “Rangai"，“乱1izu-

gai" (containing much water in gonad)ゾ‘Kyuchu-kiseigai"and "Kokuhen司

byogai." 

]1). The mantle piece which is used for the operation of nuclear i仔

sertion must be cut off correctly from the middle part of mantle tissue 

secreting normal pearl layer. lt seems desirable that the piece be cut to 

the smaller square type. 

]]). It seems desirable that the mantle piece which attaches to the 

pearl nucleus being ins邑rtedinto“Ukashi" be explanted at the mid町 gutside 

:， The sick pearl oyster in which the shell was att呂ckedby several kinds of 

polychaetes. 

;・ R己leasil1gartificially the generative cells in gOl1ad. 

:. RepressIllg artificially the developm巴ntof the generative cells in gOl'ad 
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of gonadal tissue， and the piεce into “Fukuro" at the in士号stinal-loopside of 

gonad旦1tissuε. If explanted to the retractor muscle side of gonadal tissue， 

the piece is apt to form a pseudomorphic pear凋l-sac，in which“Tsunodama" 

is generally fOI・med.

N). The pearl nucleus must bεinserted into the place far away from 

retractor muscle within the gonad， so as not to damage the mid-gut， byssus 

gland or intεstine. It sεems desirable that the nuclear insertion is so manip-

ulated as not to produce physical or chemical stimuli to the gonadal tissuε 

in which the nucleus is inserted. The operation should be practised so as 

not to allow a space in the interstice between the inserted nucleus and 

the adjacent tissue. 

V). It seems dεsirable that the operation of nuclear insertion be prac-

tised in the favourable season for the pearl oyster. 111 the latest Ago Bay， 

the pεriod from early August to the middle September is 110t suitable for 

the operatioll. 

VI). It is of 110 value to give various stimuli to the operatεd oyster 

during the period from the operation to the harvest. 
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